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令和４年第１回大崎町議会定例会会議録（第１号） 

 

令 和 ４ 年 ３ 月 ８ 日 

午前１０時００分開会 

於 会 議 議 場 

１．議事日程 

日程第 １ 会議録署名議員の指名（１０番，１１番） 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第 ３  行政報告 

日程第 ４ 承認第 １号 専決処分の承認を求めることについて 

（令和３年度大崎町一般会計補正予算（第７号）） 

(総) 日程第 ５ 議案第 １号 令和３年度大崎町一般会計補正予算（第８号） 

(総) 日程第 ６ 議案第 ２号 令和３年度大崎町国民健康保険事業特別会計補正予

算（第２号） 

(総) 日程第 ７ 議案第 ３号 令和３年度大崎町後期高齢者医療特別会計補正予算 

（第１号） 

(総) 日程第 ８ 議案第 ４号 令和３年度大崎町介護保険事業特別会計補正予算

（第２号） 

(総) 日程第 ９ 議案第 ５号 大崎町消防団員等の定員，任免，給与，服務等に関
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日程第１１ 議案第 ７号 大崎町職員の給与に関する条例の一部を改正する条

例の制定について 

(特) 日程第１２ 議案第 ８号 令和４年度大崎町一般会計予算 

(総) 日程第１３ 議案第 ９号 令和４年度大崎町国民健康保険事業特別会計予算 

(総) 日程第１４ 議案第１０号 令和４年度大崎町後期高齢者医療特別会計予算 

(総) 日程第１５ 議案第１１号 令和４年度大崎町介護保険事業特別会計予算 

(文) 日程第１６ 議案第１２号 令和４年度大崎町水道事業会計予算 

(文) 日程第１７ 議案第１３号 令和４年度大崎町公共下水道事業特別会計予算 

日程第１８ 議案第１４号 大崎町個人情報保護条例の一部を改正する条例の制

定について 

日程第１９ 議案第１５号 大崎町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正
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する条例の制定について 

日程第２０ 議案第１６号 大崎町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の

制定について 

（総）日程第２１ 議案第１７号 大崎町介護保険基金条例の制定について 

 

２．出席議員は次のとおりである。（１２名） 

１番 平 田 慎 一 ７番 吉 原 信 雄 

２番 富 重 幸 博 ８番 中 山 美 幸 

３番 稲 留 光 晴 ９番 上 原 正 一 

４番 諸 木 悦 朗 １０番 小 野 光 夫 

５番 宮 本 昭 一 １１番 児 玉 孝 德 

６番 中 倉 広 文 １２番 神 﨑 文 男 

 

３．欠席議員は次のとおりである。（０名） 

 

４．地方自治法第１２１条の規定により、会議事件説明のため出席した者の職・氏名 

町 長 東   靖 弘 農林振興課長 中 村 富士夫 

副 町 長 千 歳 史 郎 耕 地 課 長 竹 本 忠 行 

教 育 長 藤 井 光 興 建設課長補佐 美 戸 博 明 

会 計管理者 西 髙 和 義 農委事務局長 相 星 永 悟 

総 務 課 長 上 橋 孝 幸 水 道 課 長 髙 田 利 郎 

企画調整課長 中 野 伸 一 教委管理課長 上 野 明 仁 

住民環境課長 岡 留 和 幸 社会教育課長 宮 本 修 一 

保健福祉課長 谷 迫 利 弘 税 務 課 長 本 松 健一郎 

 

５．職務のため出席した事務局職員の職・氏名 

事 務 局 長 本 髙 秀 俊 

次長兼調査係長 福 永 浩 二 

議 事 係 長 上 床 就 路 

庶 務係主幹 西   ゆかり 
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開会 午前１０時１０分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（神﨑文男君） これより、令和４年第１回大崎町議会定例会を開会いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（神﨑文男君） これより、本日の会を開き、日程第１「会議録署名議員の指名」

を行います。 

   会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、１０番、小野光夫君、及

び１１番、児玉孝德君を指名いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第２ 会期の決定 

○議長（神﨑文男君） 日程第２「会期の決定」を議題といたします。 

   今期定例会の会期は、本日から３月２５日までの１８日間といたしたいと思いま

す。 

これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、会期は本日から３月２５日までの１８日間と決定いたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第３ 行政報告 

○議長（神﨑文男君） 日程第３「行政報告」を行います。これを許可します。 

町長。 

○町長（東 靖弘君） 令和４年第１回議会定例会に当たり、諸般の行政報告をいたし

ます。 

保健福祉課関係でございます。 

新型コロナウイルスに対するワクチン接種について御報告いたします。 

まず、ワクチン接種を２回受けられた方の接種率でございます。３月１日現在で、

全体では約８９％の方が２回目の接種を終えている状況でございます。内訳といた

しまして、６５歳以上の高齢者は約９５％の方が、６４歳以下の方については約８

４％の方が２回目の接種を終えております。追加接種といわれます３回目について

は、昨年１２月に医療従事者から始まり、今年１月からは高齢者施設等の入所者等

が、２月１日からは６５歳以上の高齢者に対し実施しているところでございます。

接種対象者は、２回目接種完了から、原則６か月経過した１８歳以上の方でござい

ます。３回目の接種率は、３月１日現在、約２７％でございます。また、５歳から
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１１歳の小児へのワクチン接種につきましては、町内には小児科がないものの、希

望する小児すべてが接種できるよう、町内医療機関や近隣小児科医院等と協議を行

っているところでございます。なお、小児ワクチンも、３週間の間隔を空けて２回

接種し、早ければ３月中旬から接種が始められる予定でございます。引き続き、医

療機関をはじめ、関係者の御協力をいただきながら、希望する町民の皆様への接種

を進めてまいります。 

以上で、報告を終わります。 

○議長（神﨑文男君） これで、行政報告は終わりました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第４ 承認第１号 専決処分の承認を求めることについて 

（令和３年度大崎町一般会計補正予算（第７号）） 

○議長（神﨑文男君） 日程第４、承認第１号「専決処分の承認を求めることについて

（令和３年度大崎町一般会計補正予算（第７号）」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。令和３年度大崎町一般会計補正予算（第７

号）は、地方自治法第１７９条第１項の規定により、１月４日付で専決処分いたし

ましたので、同条第３項の規定により報告するものでございますが、歳入歳出予算

の総額に３億３６１万円を追加し、歳入歳出予算の総額を１１６億２,７６３万１,

０００円にするものでございます。 

補正の内容は、令和３年１２月２０日に成立した国の補正予算を受けて実施する

住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付に要する経費が主なものでございます。 

よろしく御審議賜り御承認くださいますようお願い申し上げます。なお、詳細に

つきましては、担当課長が説明いたします。 

○総務課長（上橋孝幸君） それでは、御説明いたします。 

一般会計補正予算（第７号）は、国の経済対策による住民税非課税世帯等への臨

時特別給付及び保育士、幼稚園教諭等の処遇改善臨時特例事業に要する経費でござ

います。 

それでは、歳出から御説明いたしますので７ページをお願いいたします。 

款３民生費、項１社会福祉費、目１０新型コロナウイルス感染症対策事業費、節

３職員手当等１３万８,０００円は、職員の時間外勤務手当でございます。節１０

需用費２６万９,０００円は、事務用の消耗品費と書類送付用の封筒印刷に係る経

費でございます。節１１役務費１５９万６,０００円は、通知文書等の発送に係る

通信運搬費と、口座振込に係る手数料でございます。節１８負担金，補助及び交付

金２億９,８２９万７,０００円は、住民税非課税世帯等に対し１世帯当たり１０万
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円を給付する臨時特別給付金と、総合行政システムの改修負担金でございます。項

２児童福祉費、目３新型コロナウイルス感染症対策事業費、節３職員手当等２万３,

０００円は、職員の時間外勤務手当でございます。節１０需用費７万７,０００円

は、事務用の消耗品費でございます。節１８負担金，補助及び交付金３２１万２,

０００円は、保育士や幼稚園教諭等の収入を引き上げ、処遇改善を図るための臨時

特例事業補助金でございます。 

次に、歳入について御説明いたしますので６ページをお願いいたします。 

款１５国庫支出金、目２民生費国庫補助金、節１社会福祉費補助金３億２９万９,

０００円は、子育て世帯等臨時特別支援事業に要する事業費補助金と事務費補助金

でございます。節２児童福祉費補助金３３１万１,０００円は、保育士等処遇改善

臨時特例交付金でございます。 

以上で説明を終わりますが、８ページ以降に給与費明細書を添付してございます

ので御参照いただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

○８番（中山美幸君） 先ほど若干説明がございましたけども、確実に保育士それから

支援員等に対する３％程度の処遇改善と言うことが明確にされておりますので、そ

れをしっかりと守るように努力をしていただきたいことと、確実に配付されたかど

うかということの確認までを、ちゃんとした事業を行うように要望を申し上げてお

きます。 

○議長（神﨑文男君） ほかにございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りいたします。ただいま議題となっております承認第１号は、会議規則第３

９条第３項の規定により、委員会付託を省略いたしたいと思います。これに御異議

ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、本件は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 
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お諮りします。承認第１号「専決処分の承認を求めることについて（令和３年度

大崎町一般会計補正予算（第７号）」は、承認することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、承認第１号「専決処分の承認を求めることについて（令和３年度大崎町

一般会計補正予算（第７号）」は、承認することに決定いたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第５ 議案第１号 令和３年度大崎町一般会計補正予算（第８号） 

○議長（神﨑文男君） 日程第５、議案第１号「令和３年度大崎町一般会計補正予算

（第８号）」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。本案は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出そ

れぞれ１３億６,６５１万２,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を１２９億９,

４１４万３,０００円にするものでございます。歳出の主なものは、企業版ふるさ

と納税業務委託料、大崎町ＳＤＧｓ推進協議会負担金、ふるさと納税の謝礼等に係

る経費などでございます。歳入は、普通交付税及びふるさと納税寄附金の増、国・

県支出金及び繰入金、町債の減が主なものでございます。 

よろしく御審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 

 なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○総務課長（上橋孝幸君） それでは、御説明いたします。 

今回の補正予算は、人件費をはじめ、事業費の決定や実績見込みによる調整が主

なものでございますので、比較的金額の大きいものについて説明させていただきま

す。 

それでは、歳出から御説明いたしますので、２０ページをお願いいたします。 

款２総務費、目４財政管理費、節２４積立金２億９,３００万３,０００円は、臨

時財政対策債の償還財源として追加交付された普通交付税を積み立てるための減債

基金積立金１億４,３００万円と、今後の公共施設整備等に備えるための施設整備

事業基金積立金１億５,０００万円でございます。 

２２ページをお願いいたします。目１３地方創生費は、合計で９,５８５万５,０

００円の増でございます。主なものは、企業版ふるさと納税の実績見込みによる節

１２企業版ふるさと納税業務委託料１９２０万円と節１８大崎町ＳＤＧｓ推進協議

会負担金７,６８０万円の増でございます。目１４諸費、節２２償還金，利子及び

割引料５３７万６,０００円は、説明欄にございます各事業の過年度の実績に基づ

く返還金等でございます。 
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３０ページをお願いいたします。款４衛生費、目９後期高齢者医療費、節１８負

担金，補助及び交付金３６３万円は、後期高齢者医療費に係る療養給付費の確定に

伴う負担金３８２万２,０００円が主なものでございます。目１０新型コロナウイ

ルス感染症対策事業費は、合計で９５０万８,０００円の増でございます。これは、

ワクチン３回目接種における接種間隔の前倒しの影響により接種計画に変更が生じ

たため、関連経費の補正をお願いするものでございます。節１報酬から、次の３１

ページをお願いいたしまして、節４共済費までは、ワクチン接種業務に携わる職員

に係る人件費でございます。節７報償費４３０万５,０００円は、集団接種を実施

する際に、医師及び看護師へ支払う謝礼でございます。節１２委託料３４５万１,

０００円の主なものは、集団接種会場の駐車場警備業務委託料と医療機関に支払う

ワクチン接種委託料でございます。 

次に、３５ページをお願いいたします。款６商工費、目２商工業振興費は、合計

で１２億９,５３８万１,０００円の増でございますが、主なものはふるさと納税寄

附金の実績見込みに伴う補正でございます。なお、今年度は４３億円のふるさと納

税寄附金を見込んでおります。 

３７ページをお願いいたします。款７土木費、項１土木管理費、目１土木総務費、

節１８負担金，補助及び交付金３３３万円は、県道黒石串良線の改良事業に係る地

方特定道路整備事業市町村負担金２５０万円及び西迫地区の急傾斜地崩壊対策事業

に係る県負担金９０万円の増が主なものでございます。いずれも、事業費確定に伴

う増でございます。 

４５ページをお願いいたします。款１０災害復旧費、目１農林水産施設災害復旧

費、次の４６ページをお願いいたしまして、節１４工事請負費９７８万３,０００

円は、令和２年及び令和３年に発生した農地及び施設災害復旧に係る工事内容の見

直しにより補正するものでございます。なお、一部の災害復旧工事につきましては、

災害件数の増加と国の災害査定に期間を要したことなどから、翌年度に繰り越して

実施するものでございます。項２公共土木施設災害復旧費、目１公共土木施設災害

復旧費、節１４工事請負費５,０００万円は、田中橋及び飯隈橋の下部工に係る工

事内容の変更に伴い増額するものでございます。なお、橋りょう災害復旧に係る工

事は、翌年度に繰り越し、実施するものでございます。 

これで歳出を終わりまして、次に歳入の主なものについて御説明いたします。 

１０ページをお願いいたします。款１１地方交付税、目１地方交付税１億４,３

００万円は、普通交付税の再算定による追加交付額でございます。 

款１３分担金及び負担金から款１６県支出金までは、説明欄に記載してございま

す各事業等の実績見込み及び決定等に伴いまして補正をお願いするものでございま
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す。 

１５ページをお願いいたします。款１８寄附金、目１一般寄附金は、ふるさと納

税寄附金及び企業版ふるさと納税寄附金を、実績見込みにより増額するものでござ

います。 

款１９繰入金、目１財政調整基金繰入金２,０５０万円の減は、財源の調整でご

ざいます。 

次の１６ページをお願いいたします。目５ふるさと応援基金繰入金は、４,７５

３万５,０００円の減でございます。今年度実施予定事業の中止や、事業費の確定

に伴いまして減額するものでございます。 

１７ページをお願いいたします。款２１諸収入、目１雑入は１,７６５万５,００

０円の増でございますが、事業実績に伴う返還金や精算金が主なものとなっており

ます。 

以上で、歳入の説明を終わります。 

次に、６ページをお願いいたします。第２表繰越明許費でございます。今回の繰

越明許費については、災害応急・復旧工事を優先して発注していることや、新型コ

ロナウイルス感染症の影響により人や物の移動が制限されていること、国の補正予

算による事業開始の遅れなどにより、事業が年度内に完了できないため、款２総務

費から款１０災害復旧費までの各事業を翌年度に繰り越すものでございます。 

次に、第３表債務負担行為補正は変更でございます。学校給食業務委託料及びス

クールバス運行業務委託料（中沖菱田方面１路線）を、契約金額の確定に基づき、

限度額を補正前の額から補正後の額に減額するものでございます。 

７ページをお願いいたします。第４表地方債補正でございます。（１）変更でご

ざいますが、起債の目的欄の過疎対策事業から災害復旧事業の限度額を、事業費の

確定等に基づき、補正前の額から補正後の額に変更するものでございます。 

以上で説明を終わりますが、４８ページ以降に給与費明細書を添付してございま

すので御参照いただきたいと思います。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

○８番（中山美幸君） 雑収入のところでちょっとお伺いします。金額は少ないんです

けども、説明欄の中のオリンピックチケット購入費利用返還金１１万円ですね、こ

れについて詳しく教えてください。 

○企画調整課長（中野伸一君） お答えいたします。 

オリンピックチケットの購入費利用返還金につきましては、東京オリンピックが

行われる際に、大崎町で数名の方がホストタウンの割合で、大崎町で何名かの方が
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チケット購入枠がありまして買われたんです。ところが、その部分が東京オリンピ

ックそのものが無観客となったことで、チケット自体が不用になったものですから、

国から返納されるということでの返還金でございます。 

以上です。 

○議長（神﨑文男君） ほかにありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

ただいま議題となっております議案第１号は、会議規則第３９条第１項の規定に

より、総務厚生常任委員会に付託いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第６ 議案第２号 令和３年度大崎町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２

号） 

○議長（神﨑文男君） 日程第６、議案第２号「令和３年度大崎町国民健康保険事業特

別会計補正予算（第２号）」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。本案は、歳入歳出予算の総額から歳入歳出

それぞれ７６５万円を減額し、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ１９億７,

９８８万４,０００円とするものでございます。補正の主なものは、一般被保険者

に係る保険給付費の補正減及び県補助金の見込みに伴い補正するものでございます。 

よろしく審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 

 なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○保健福祉課長（谷迫利弘君） それでは、国民健康保険事業特別会計の主なものにつ

きまして御説明いたします。 

予算書によりまして、歳出から御説明いたしますので、９ページをお願いいたし

ます。 

款１総務費、項１総務管理費、目１一般管理費１０万６,０００円の減額、項２

徴税費、目１賦課徴収費１６万７,０００円の減額は、説明欄のとおり、それぞれ

実績により減額するものでございます。 

款２保険給付費、項１療養諸費は、目２一般被保険者療養費の４９０万円の減額、

目３審査支払手数料の２０万円の減額は、実績見込みによるものでございます。項

２高額療養費、目１一般被保険者高額療養費の２４０万円の減額、次の１０ページ

をお願いいたします。目２一般被保険者高額介護合算療養費２７万円の減額は、そ

れぞれ実績見込みによるものでございます。項３移送費、目１一般被保険者移送費
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の５万円の減額、項４出産育児諸費、目１出産育児一時金の４２万円の減、項５葬

祭諸費、目１葬祭費１４万円の増額は、それぞれ実績見込みにより増減額するもの

でございます。 

款３国民健康保険事業費納付金、目１一般被保険者医療給付費分は、国・県補助

金等の確定見込みによる財源変更でございます。 

次の１１ページをお願いいたします。款５保健事業費、項１保健事業費、目１保

健衛生普及費の４４万円の減額は、節１報酬から節１１役務費まで、実績見込みに

より、それぞれ増減するものでございます。目２疾病予防費の５６万２,０００円

の減額は、人間ドック等への助成金で、実績見込みによる減額でございます。項２

特定健康診査等事業費は、３４９万３,０００円の減額で、節１報酬から節１２委

託料まで、実績見込みにより減額するものでございます。節１２委託料の２４４万

円の減額は、特定健診業務委託料を実績見込みにより減額するものでございます。 

次に、１２ページをお願いいたします。款６基金積立金、目１国民健康保険基金

積立金の１万３,０００円の減額は、実績見込みによるものでございます。 

款７公債費、目１利子２５万円の減額は、一時借入金利子の見込みにより減額す

るものでございます。 

款８諸支出金、目１一般被保険者保険税還付金の１７万円の増額は、実績見込み

により増額するものでございます。目５特定健診等負担金償還金の９９万８,００

０円の増額、次の目６保険給付費等交付金償還金の４０２万５,０００円の増額、

そして、目７療養給付費等負担金償還金の２８万８,０００円の増額は、それぞれ

説明欄にあります、令和２年度分の交付金等の実績による返還金でございます。 

以上で歳出を終わりまして、次に歳入を御説明いたします。６ページをお願いい

たします。 

款１国民健康保険税、目１一般被保険者国民健康保険税は、節３介護納付金分現

年課税分を、収入見込みにより１２万５,０００円を減額するものでございます。 

款２使用料及び手数料、目１督促手数料は、収入見込みにより２万９,０００円

を減額するものでございます。 

款３国庫支出金、目１災害等臨時特例補助金１６万６,０００円の増額は、新型

コロナウイルス感染拡大による保険税減免分に対する補助金の決定によるものでご

ざいます。 

款４県支出金、目１保険給付費等交付金は、１,３０９万８,０００円の増額でご

ざいます。節１保険給付費等交付金（普通交付金）７６２万円の減額は、保険給付

費の実績見込みより減額するものでございます。節２保険給付費等交付金（特別交

付金）２,０７１万８,０００円の増額は、説明欄のとおり、それぞれ交付決定等に
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基づきまして増額するものでございます。 

次に、款５財産収入、目１利子及び配当金１万３,０００円の減額は、実績見込

みによるものでございます。 

次の７ページをお願いいたします。款６繰入金、項１他会計繰入金、目１一般会

計繰入金２９万円の減額は、節３事務費等繰入金の減額と節４出産育児一時金等繰

入金の減額は、それぞれ実績見込みによるものでございます。項２基金繰入金、目

１国民健康保険基金繰入金の２,２４８万９,０００円の減額は、県支出金等の増額

により国保事業費納付金等の財源が確保されたため、国保基金からの繰入額を減額

するものでございます。 

次に、款８諸収入、項１延滞金，加算金及び過料、目１延滞金１９万９,０００

円の減額は、節１一般被保険者延滞金と節２退職被保険者等延滞金は、実績見込み

により減額、及び項３受託事業収入、目１特定健康診査等受託料１,０００円の減

額は、実績によるものでございます。 

次の８ページをお願いいたします。項４、目１一般被保険者第三者納付金２０７

万３,０００円の増額、目２退職被保険者等第三者納付金１,０００円の減額、目３

一般被保険者返納金１６万円は、それぞれ実績見込みにより増減額するものでござ

います。 

なお、１３ページ以降に給与費等明細書を添付しておりますので御参照いただき

たいと思います。 

以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

ただいま議題となっております議案第２号は、会議規則第３９条第１項の規定に

より、総務厚生常任委員会に付託いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第７ 議案第３号 令和３年度大崎町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 

○議長（神﨑文男君） 日程第７、議案第３号「令和３年度大崎町後期高齢者医療特別

会計補正予算（第１号）」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。本案は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出そ

れぞれ１,５６５万８,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を１億９,８９２万

４,０００円とするものでございます。補正の主なものは、後期高齢者医療保険料
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及び広域連合納付金等の見込みに伴い補正するものでございます。 

よろしく御審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 

 なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○保健福祉課長（谷迫利弘君） それでは、後期高齢者医療特別会計の主なものにつき

まして御説明いたします。予算書によりまして、歳出から御説明いたしますので、

７ページをお願いいたします。 

款１後期高齢者医療広域連合納付金、目１後期高齢者医療広域連合納付金１,５

７８万３,０００円の増額は、県広域連合へ納付いたします後期高齢者医療広域連

合納付金及び保険基盤安定分担金を実績見込みにより増額するものでございます。 

款２諸支出金、目１後期高齢者保険料還付金１２万５,０００円の減額は、実績

見込みによる減額でございます。 

以上で歳出を終わりまして、次に、歳入を御説明いたします。６ページをお願い

いたします。 

款１後期高齢者医療保険料は、実績見込みにより１,０４９万円増額するもので

ございます。 

次に、款３繰入金４１３,０００円の減額は、目１保険基盤安定繰入金４１万２,

０００円の減額で、低所得者等に係る保険料の軽減分に対する保険基盤安定分担金

を見込みにより減額するものでございます。目２一般会計繰入金１,０００円の減

額は、実績見込みにより一般会計繰入金を減額するものでございます。 

次に、款４繰越金、目１繰越金５８０万５,０００円の増額は、繰越額の確定に

よるものでございます。 

次に、款５諸収入、目１還付金２２万４,０００円の減額は、保険料に係る還付

金でございます。 

以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

ただいま議題となっております議案第３号は、会議規則第３９条第１項の規定に

より、総務厚生常任委員会に付託いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第８ 議案第４号 令和３年度大崎町介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 

○議長（神﨑文男君） 日程第９、議案第５号「令和３年度大崎町介護保険事業特別会

計補正予算（第２号）」を議題といたします。 
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提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。本案は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出そ

れぞれ８,０８３万３,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を２０億３,６７５

万９,０００円とするものでございます。補正の主なものは、施設介護サービス給

付費、居宅介護サービス計画給付費及び高額介護サービス費の見込み増加に伴いま

す補正増でございます。 

よろしく御審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 

 なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○保健福祉課長（谷迫利弘君） それでは、介護保険事業特別会計の主なものにつきま

して御説明いたします。予算書によりまして、歳出から御説明いたしますので、９

ページをお願いいたします。 

款２保険給付費、項１介護サービス等諸費、目５施設介護サービス給付費は７,

１７５万円の増額、及び目９居宅介護サービス計画給付費は６８０万円の増額とな

っております。老人保健施設等に係る利用者の増加が主なものでございます。項４

高額介護サービス等費、目１高額介護サービス費の５５０万円の増額は、介護サー

ビスを利用した際の利用者負担が一定額以上を上回った場合に給付する高額介護サ

ービス費の実績見込みにより増額するものでございます。 

款３地域支援事業費、目１介護予防・生活支援サービス事業費は、財源変更によ

るものでございます。事業費の減少に伴い歳入減となるため、繰越金を充てるもの

でございます。項２一般介護予防事業費、目１一般介護予防事業費、節７の１８７

万８,０００円の減額は、高齢者元気度アップ・ポイント付与事業やころばん体操

開催時の講師謝金の実績見込みにより、次の１０ページをお願いいたします、また、

節１０需用費の５５万１,０００円の減額は、ころばん体操用消耗品を実績見込み

により、節１２委託料の２７万１,０００円の減額は、介護予防教室等の開催実績

見込みにより、それぞれ減額するものでございます。いずれも、新型コロナウイル

ス感染症拡大防止による事業の縮小等によるものでございます。 

項３包括的支援事業・任意事業費、目１包括的支援事業費は、財源変更によるも

のでございます。目４在宅医療・介護連携推進事業費、節１２委託料３２万８,０

００円の減額は、曽於医師会に委託しております在宅医療・介護連携推進事業の実

績見込みにより減額するものでございます。目５生活支援体制整備事業費は、国庫

補助金の確定による財源変更でございます。目６認知症総合支援事業費、節７報償

費９万９,０００円の減額は、各種会議の出会謝礼で、実績見込みにより減額をす

るものでございます。目７地域ケア会議推進事業費、節７報償費９万円の減額は、

実績見込みによるものでございます。 
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以上で歳出を終わりまして、次に、歳入を御説明いたします。６ページをお願い

いたします。 

款１保険料、目１第１号被保険者保険料７２５万８,０００円の減額は、節１現

年度分の保険料及び節３滞納繰越分の保険料は実績と見込みにより、款２使用料及

び手数料、目１督促手数料３,０００円の減額は、実績見込みによりそれぞれ減額

するものでございます。 

款３国庫支出金から、７ページをお願いいたします、款５県支出金まで、国・県

支出金等の交付見込みにより増減額するものでございます。 

８ページをお願いいたします。款６繰入金、目１一般会計繰入金１,１７７万４,

０００円の減額は、介護保険給付費等に係る町の法定負担分の繰入れを、実績見込

みにより減額するものでございます。 

款７繰越金、目１繰越金１億５,０８４万５,０００円の増額は、前年度からの繰

越額の確定によるものでございます。 

款８諸収入、目２返納金と目３雑入は、実績見込みによりそれぞれ減額するもの

でございます。 

以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

ただいま議題となっております議案第４号は、会議規則第３９条第１項の規定に

より、総務厚生常任委員会に付託いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第９ 議案第５号 大崎町消防団員等の定員，任免，給与，服務等に関する条例

の一部を改正する条例の制定について 

○議長（神﨑文男君） 日程第９、議案第５号「大崎町消防団員等の定員，任免，給与，

服務等に関する条例の一部を改正する条例の制定について」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。本案は、地域の消防・防災体制の中核的役

割を果たす消防団員が全国的に減少傾向にある中、消防団員の処遇改善を行い団員

の確保を図るため、条例の一部改正をお願いするものでございます。 

よろしく御審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 

なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○総務課長（上橋孝幸君） それでは、御説明いたします。 
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消防庁は、令和３年４月に、消防団員の処遇改善を図ることを目的に、出動報酬

の創設や年額報酬及び出動報酬の基準などを盛り込んだ消防団員の報酬等の基準を

策定いたしました。 

本案は、消防庁が発出した基準をもとに、大崎町消防団員等の定員,任免,給与,

服務等に関する条例につきまして、必要な改正を行うものでございます。改正の主

な内容は、現在、災害出動した団員に対し費用弁償として、１回当たり５,１００

円を支給しているものを、改正後は災害出動した団員に対し、出動報酬として１日

当たり最大８,０００円を支給するよう改正するものでございます。 

それでは、お手元の新旧対照表で御説明いたします。 

第１２条は報酬でございますが、第４項に新たに出動報酬の規定を加え、出動従

事時間を８時間ごとに１日として計算し、８時間未満の端数が生じたときは、その

端数は１日として扱うことにしております。支給金額については、災害対応や消火

活動、訓練など、出動の対応や業務の負荷、活動時間等を勘案し設定しております。

なお、火災の場合は１日当たり８,０００円を基準としておりますが、中には誤報

による出動や放水を伴わない活動など比較的軽微な活動もございます。その場合は、

現行と同額の５,１００円を支給する予定でございます。 

次に、第１３条費用弁償でございます。現行では、出動手当は費用弁償として５,

１００円支給しておりますが、今回、出動の成果として別途報酬を支給することと

するため、改正案では実費相当として、出動１回当たり５００円を費用弁償として

支給するものでございます。 

なお、改正後の条例は、令和４年４月１日から施行することとしております。 

以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

○８番（中山美幸君） 若干疑問なところといいましょうか、お示しをいただいておき

たいところがございます。報酬のところの火災の場合、１日につき８,０００円以

内ということが記載してございます。この「以内」の意味については、先ほど、今、

課長のほうで説明があった、放水等を実施しない場合、それから誤報等によって出

動した場合等が考えられるということなのか、そこの確認をお願いいたします。 

○総務課長（上橋孝幸君） 火災の場合の金額の考え方について御説明させていただき

たいと思います。 

議員も御存じのとおり、火災にはいろんな種類の火災があると思います。建物火

災があったり、林野火災があったり、その他火災があったり、先ほど説明申し上げ

たように、中には誤報があったりもします。今回、消防庁が発出した通知によりま

すと、災害等の危険が生じる活動については８,０００円を基準額とするよう求め
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られておりますので、基本的に火災の中でも非常に危険性が高い、あるいは活動時

間が長くなるような建物火災とか林野火災とか、そういったものについては基本的

には消防庁の標準額に準じた８,０００円を支給する予定でございます。 

ただし、先ほど説明したように、誤報とか、あるいは放水を伴わない活動とか、

あるいはその他火災といわれる、野焼きで短時間で終わるような火災もございます

ので、そういった場合には、現行と同じように５,１００円を支給させていただく

というふうな考えでございます。 

以上でございます。 

○８番（中山美幸君） 今、課長の説明で大方理解できるんですが、その他火災の場合

ですね、例えば若干の放水をしたりとかというようなこともあろうと思います。そ

うした場合に、その時間の設定の仕方ですね、８時間以内ということなんですけど

も、その他火災なんかにしても、自分の仕事、自営業をやめて出て行っているわけ

ですよ。放水なんかをした場合、後片付け、それからホース等の洗浄をしたり乾燥

をさせたりという手間、そういったところまで考えると、そこを減額といいましょ

うか、この規定では減額ということになっているようですが、そういったところの

判断というのは防災の担当のほうでなされるのかどうかということも疑問なんです

が。非常にそういったところが私はどうかなと、ボランティアに近い形といいまし

ょうか、給与をもらって出動されているんですけれども、非常にそういったところ、

自分の仕事を投げ打ってその活動をされる、その時間。公務員の場合は、じゃあそ

の３時間だけで終わりましたよ、あとは公務に就きますよ、その仕事に就きますよ

ということが言えるんです。ところが、自営業でやっていらっしゃる方々、消防団

の大方はそうですよね、農業であったり商業であったり、いろんなところで仕事を

されています。そういったところを仕事を途中で抜けていかれる。後の仕事がどう

なっていくかということを考えた場合に、先ほど言われたようなその他火災等で出

られた場合、若干の放水をして、ものすごい時間が少なかったというようなときも

５,１００円で終わらせるのかどうかということ、そこらへんはどういうふうにお

考えですか。 

○総務課長（上橋孝幸君） その他火災についても、火災の規模にもよると思うんです

が、比較的短時間で終わるもの、あるいはその他火災においても時間がかかるもの、

それぞれあろうかと思いますので、その活動時間等も含めて、実際支給するときは

分団と協議しながら考えていきたいと思います。 

○８番（中山美幸君） その辺のところはですね、非常に不明確なんですよ。「以内」

ということでうたってあります。やはり、そこらは一定の基準といいましょうか、

それを示したほうが私はいいのかなというふうに思います。そうでないと、このと
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きはこうだった、あのときはこうだったよね、後々トラブルの原因といいますか、

お互いに疑義が発生する。消防団員の方々の意識といいましょうか、それも低下し

てくる。そういったことがあっては私はならないと思っています。そういったとこ

ろを明確にですね、今度は至急要綱なりのそういったところでぴしゃっと改めて団

員の方々にお示しをしておくといったことが必要なんじゃないですか。そういった

ことをすることは考えられませんか。是非、それをやっていただきたいというふう

に私は要望申し上げたいと思います。 

○総務課長（上橋孝幸君） 疑義が生じる案件については、今後また、議員から御指摘

があったように、細かい規定なり要綱なりを定めて、また分団の方々には説明をし

たいと思います。 

○議長（神﨑文男君） ほかにございませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

ただいま議題となっております議案第５号は、会議規則第３９条第１項の規定に

より、総務厚生常任委員会に付託いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１０ 議案第６号 大崎町町長等の給与等に関する条例及び大崎町議会議員の

報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の

制定について 

○議長（神﨑文男君） 日程第１０、議案第６号「大崎町町長等の給与等に関する条例

及び大崎町議会議員の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制

定について」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。本案は、令和３年人事院勧告に伴う一般職

の職員の期末手当の支給率の改定に準じまして、町長、副町長、教育長及び町議会

議員の期末手当の支給率の改定の改定を行うため、大崎町町長等の給与等に関する

条例及び大崎町議会議員の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例

を制定するものでございます。 

よろしく御審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 

なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○総務課長（上橋孝幸君） それでは、御説明いたします。 

本案は、人事院が国家公務員の給与改定を国会及び内閣に行った勧告について、

一般職の給与改定に準じ、勧告どおり町長等の特別職に係る期末手当の支給率を引
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き下げるものでございます。 

それでは、新旧対照表をお願いいたします。第１条関係は、大崎町町長等の給与

等に関する条例の一部を改正する条例でございます。これは、町長、副町長、教育

長の給与等に関するもので、アンダーラインの箇所が改正部分でございます。 

第２条第５項は、期末手当の額についての規定でございますが、この支給率を年

間０.１月分引き下げるものでございます。令和４年度以降の期末手当の支給率に

ついて、現行の「１００分の１６７.５」を、改正案にございます「１００分の１

６２.５」に改めるものでございます。 

次に、第２条関係でございますが、大崎町議会議員の報酬及び費用弁償等に関す

る条例の一部を改正する条例でございます。第５条第２項は、議会議員の期末手当

の額についての規定でございますが、これも町長等と同じく、年間０.１月分引き

下げるものでございます。令和４年度以降の期末手当の支給率について、現行の

「１００分の１６７.５」を、改正案の「１００分の１６２.５」に改めるものでご

ざいます。 

次に、議案書を御覧ください。附則でございますが、第１条、この条例は、交付

の日から施行するものでございます。 

次に、令和４年６月に支給する期末手当に関する特例措置でございます。第２条

は、町長、副町長及び教育長の期末手当につきまして、本来、人事院勧告により、

令和３年１２月に行われる予定であった期末手当の引き下げ相当額を、令和４年６

月に支給する期末手当で調整するものでございます。 

第３条は、議会議員の期末手当につきましても同様に、令和３年の人事院勧告を

受けた期末手当の引き下げ相当額を、令和４年６月に支給する期末手当で調整する

ものでございます。 

以上で説明を終わります。よろしくお願いします。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りします。ただいま議題となっております議案第６号は、会議規則第３９条

第３項の規定により、委員会付託を省略いたしたいと思います。これに御異議あり

ませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、本案は委員会付託を省略することに決定いたしました。 



 

－ 21 － 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。議案第６号「大崎町町長等の給与等に関する条例及び大崎町議会

議員の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定について」は、

原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第６号「大崎町町長等の給与等に関する条例及び大崎町議会議員の

報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定について」は、原案

のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１１ 議案第７号 大崎町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制

定について 

○議長（神﨑文男君） 日程第１１、議案第７号「大崎町職員の給与に関する条例の一

部を改正する条例の制定について」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。本案は、令和３年人事院勧告に伴いまして、

本町職員における期末手当の支給率の改定を行うため、大崎町職員の給与に関する

条例の一部を改正する条例を制定するものでございます。 

よろしく御審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 

なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○総務課長（上橋孝幸君） それでは、御説明いたします。 

本案は、人事院が国家公務員の給与改定を、国会及び内閣に行った勧告について、

国家公務員一般職の給与改定に準じ、勧告どおり町職員に係る期末手当の支給率を

引き下げるものでございます。 

改正の内容は、令和４年度以降の期末手当の支給率を、年間０.１５月分引き下

げるものでございます。また、再任用職員につきましては、期末手当の支給率を年

間０.１月分引き下げるものでございます。 

それでは、新旧対照表をお願いいたします。大崎町職員の給与に関する条例の一

部を改正する条例でございます。右側が現行、左側が改正案で、アンダーラインの

箇所が改正部分でございます。 
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第１６条第２項は、期末手当の額についての規定でございますが、期末手当を支

払う職員の区分ごとの支給率の改正で、０.１５月分引き下げるものでございます。

管理職以外の職員につきましては、令和４年度以降の期末手当の支給率について、

現行の「１００分の１２７.５」であったものを、改正案のとおり「１００分の１

２０」に、管理職につきましては「１００分の１０７.５」を「１００分の１００」

に改めるものでございます。 

次の第３項は、再任用職員の期末手当の支給率に関しての読み替え規定でござい

ます。第２項で一般職の期末手当の支給率を引き下げたことに伴い、再任用の期末

手当の支給率を年間０.１月分引き下げ、読み替えるものでございます。現行の

「１００分の７２.５」であったものを「１００分の６７.５」に、管理または監督

の地位にある再任用職員につきましては「１００分の６２.５」を「１００分の５

７.５」に改めるものでございます。 

次に、議案書を御覧ください。附則でございますが、第１条、この条例は、交付

の日から施行するものでございます。 

次に、令和４年６月に支給する期末手当に関する特例措置でございます。第２条

は、職員の期末手当につきまして、本来、人事院勧告により、令和３年１２月に行

われる予定であった期末手当の引き下げ相当額を、令和４年６月に支給する期末手

当で調整する方法が規定されております。職員の区分ごとに調整する割合が異なり

ますが、ページの一番下、第１号でございますが、こちらは再任用職員以外の職員、

つまり正職員の調整の割合が規定されております。 

２ページをお願いいたします。上から４行目、アは管理職以外の職員についての

調整の割合でございます。次のイは、管理職の調整の割合でございます。 

次に、第２号でございますが、こちらは再任用職員の調整の割合が規定されてお

ります。アは、一般の再任用職員、次のイは、管理監督の地位にある再任用職員に

ついての調整の割合でございます。 

以上で説明を終わります。よろしくお願いします。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りします。ただいま議題となっております議案第７号は、会議規則第３９条

第３項の規定により、委員会付託を省略いたしたいと思います。これに御異議あり

ませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 
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○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、本案は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。議案第７号「大崎町職員の給与に関する条例の一部を改正する条

例の制定について」は、原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第７号「大崎町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制

定について」は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１２ 議案第 ８号 令和４年度大崎町一般会計予算 

日程第１３ 議案第 ９号 令和４年度大崎町国民健康保険事業特別会計予算 

日程第１４ 議案第１０号 令和４年度大崎町後期高齢者医療特別会計予算 

日程第１５ 議案第１１号 令和４年度大崎町介護保険事業特別会計予算 

日程第１６ 議案第１２号 令和４年度大崎町水道事業会計予算 

日程第１７ 議案第１３号 令和４年度大崎町公共下水道事業特別会計予算 

○議長（神﨑文男君） 日程第１２、議案第８号「令和４年度大崎町一般会計予算」、

日程第１３、議案第９号「令和４年度大崎町国民健康保険事業特別会計予算」、日

程第１４、議案第１０号「令和４年度大崎町後期高齢者医療特別会計予算」、日程

第１５、議案第１１号「令和４年度大崎町介護保険事業特別会計予算」、日程第１

６、議案第１２号「令和４年度大崎町水道事業会計予算」、日程第１７、議案第１

３号「令和４年度大崎町公共下水道事業特別会計予算」、以上６件を一括議題とい

たします。 

ここで、町長から提案理由の説明と合わせて令和４年度施政方針について説明を

求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 令和４年第１回大崎町議会定例会において新年度当初予算及び

関連諸議案の御審議をお願いするに当たり、私の所信表明と当初予算の概要を御説

明申し上げますとともに、議員各位をはじめ町民の皆様に町政への御理解と御協力

を賜りたいと存じます。 

まずは、ふるさと納税寄附金については、昨年に引き続き多額の寄附額となりま
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したことに対しまして、寄附者をはじめ、町議会の皆様や関係する事業者の皆様に

心から感謝申し上げます。 

さて、新型コロナウイルス感染症については、オミクロン株の感染拡大に伴い、

国民生活や経済への影響が依然として続いております。 

こうした中、政府は、国の新年度予算案において、令和４年度予算をいわゆる

「十六か月予算」として、令和３年度補正予算と一体的に編成し、新型コロナウイ

ルス感染症対策に万全を期しつつ、「成長と分配の好循環」による「新しい資本主

義」の実現を図るとしております。 

具体的には、令和３年度補正予算による感染拡大防止策等を着実に進めるととも

に、令和４年度予算においても、引き続き予期せぬ状況変化に備えるとし、成長戦

略として、「科学技術立国」の実現、「デジタル田園都市国家構想」や「経済安全保

障」の推進等をすることとしております。また、分配戦略として、看護、介護、保

育、幼児教育等の現場で働く方々の処遇改善や人への投資を推進する施策等に取り

組むこととしております。 

このような状況の中、本町におきましても、新型コロナウイルスワクチンの３回

目接種や子育て世帯等臨時特別給付金事業等の実施、少子化対策、移住・定住促進

対策及び各種経済対策等の事業に取り組んでまいりました。令和４年度においても、

これらの事業をより精査・発展させ、令和３年度予算と一体的に取り組んでまいり

ます。 

昨年末、町民の皆様からの信任を賜り、引き続き町長として６期目の任を拝命い

たしました。これまでの２０年を振り返りますと、様々な課題に対し、全力で取り

組んでまいりましたが、その想いの根底は、やはり「ひと」であります。 

これまでの施策を土台に、より質の高い施策を「ひと」へ投資し、郷土おおさき

を活性化させる地方創生を積極的に取り組んでまいりたいと考えております。 

こうした認識のもと、私は幾つかの目標と指針を掲げさせていただき、可能なと

ころから取り組んでいく所存でございます。 

初めに、「ＳＤＧｓ持続可能な開発目標」でございます。 

大崎町持続可能なまちづくり条例にあるように「美しいふるさと大崎町を持続可

能なまちとして、次世代に引き継ぐ」ために、少子化対策や定住促進などの人口減

少対策といった、持続可能なまちづくりを目標とした施策を展開するとともに、誰

１人取り残さず、誰もが住みやすいＳＤＧｓ未来都市の実現に向けた取組を推進し

てまいります。 

次に、「資源リサイクル」でございます。 

「資源リサイクル」については、町民の皆様の高い意識と御協力により、「大崎
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リサイクルシステム」として全国でも高い評価をいただいております。また、民間

団体やその他自治体などからも視察・研修を受け入れ、指導・助言を行っていると

ころであります。 

この「大崎リサイクルシステム」を全国へ広め、大崎町が環境施策のひとつの指

針・目標となり、大崎町へ「ひと」を集め、「ひと」を育む施策を展開するだけで

なく、社会的弱者にも優しい「ごみリサイクル」施策を目指してまいります。 

３つ目は、「ふるさと納税」でございます。 

ふるさと納税については、財源不足を解消したいという強い思いで取り組んでま

いりましたが、各施策に充てられる貴重な自主財源として活用できるだけでなく、

その返礼品により大崎町産品を全国にアピールすることができ、事業主や中小企業

を育てることにつながっております。今後も積極的に取り組み、寄附を頂いた 

「ひと」ともつながりをもてるように、より注力してまいります。 

最後に、「スポーツ・観光振興」でございます。 

ジャパンアスリートトレーニングセンター大隅やくにの松原クロスカントリーコ

ース等のスポーツ・観光施設を活用し、「陸上競技の聖地実現プロジェクト」によ

りスポーツと観光を一体にした振興施策に努め、大崎町に滞在していただき、さら

に宿泊していただける環境づくりに努めてまいります。 

また、健康づくりや生きがいづくりのための生涯スポーツや運動の振興にも努め、

高齢者から子どもまで誰でもスポーツに触れ合える環境づくりを目指してまいりま

す。 

大きく４点ほど申し上げましたが、各般の施策に全力で取り組むとともに、既存

の事業等の効果をしっかりと検証し、見直しまたは廃止を含め、行政施策のスリム

化も図りながら、課題解決に努める決意でございます。 

以上、私の所信について申し上げましたが、こうした考えのもと編成しました令

和４年度当初予算につきまして、一般会計予算額は１００億６,６２５万１,０００

円で、対前年比３.０％の減となっております。 

目的別に歳出の主なものについて申し上げますと、商工費が３２億４,１８０万

円で、予算総額に占める割合は３２.２％、民生費が１６億３,１９６万円で１６.

２％、衛生費が１３億１,６９４万３,０００円で１３.１％、総務費が８億８,５０

６万８,０００円で８.８％、農林水産業費が５億４,４９７万９,０００円で５.

４％、教育費が５億９,８０６万２,０００円で５.９％となっております。 

なお、新型コロナウイルス感染症対策については、昨年に引き続き、国や県の対

応を踏まえ柔軟な対応に努めてまいりますので、予算措置に対しましては御理解の

ほどよろしくお願い申し上げます。 



 

－ 26 － 

それでは、各課の施策等について御説明申し上げます。 

はじめに、農林振興課関係でございます。農業従事者の減少や高齢化が進み、国

際的な経済連携に象徴されるグローバル化の急速な進展、地球温暖化に伴う気候変

動、新型コロナウイルス感染拡大など、農業環境も大きな変化に直面しております。

このような状況の中、農業者の経済的かつ社会的地位の向上と活力ある地域社会の

維持発展に寄与し、持続可能な営農体系を確立するため、核となる農業公社設立に

向けて関係機関と連携を図りながら準備を進めてまいります。 

水田農業関係については、早期水稲の品質向上に努め、収益性の高い安全・安心

な米づくりを推進します。また、農業経営の安定や生産性の向上を目的に、高収益

作物や飼料作物等の転換作物に対し各種交付金の支払いを行う経営所得安定対策等

推進事業に引き続き取り組んでまいります。 

営農関係については、サツマイモ基腐病の早期防除体制の確立に向け関係機関と

連携を図り、被害軽減に努めてまいります。さらに、担い手農家や新規就農者の発

掘に努め、主要農産物の振興を図るとともに、生産性と環境保全が調和する環境に

やさしい農業を推進してまいります。また、農地中間管理事業を通して、引き続き

担い手農家への農地集積を図ります。加えて、農用地の効率的な利用促進や生産性

向上と地域の活性化に努めるとともに、認定農業者及び新規就農者への支援等を行

ってまいります。 

畜産関係については、担い手や労働力の確保、農家の所得向上につながる生産基

盤の強化など、関係機関と一体となって引き続き取り組んでまいります。また、今

年、鹿児島で開催されます第１２回全国和牛能力共進会、和牛のオリンピックに、

本町からの出品を目指し、候補牛の育成及び支援を行ってまいります。 

家畜防疫については、高病原性鳥インフルエンザが県内でも発生し、国内外で依

然として豚熱、口蹄疫等の家畜伝染病が発生している状況に鑑み、飼養衛生管理基

準に従い消毒等を徹底し、自衛防疫の認識を高めていくとともに、関係機関と連携

し防疫対策に取り組んでまいります。 

林業振興については、木材の安定供給体制の整備確立のため各種補助事業を導入

し、健全な森林の育成と間伐や主伐後の新植・下刈り等による林業の成長産業化を

推進するとともに、全国的に課題となっている里山の放置竹林等の保全対策も取り

組んでまいります。また、観光資源「くにの松原」の美しい白砂青松の景観保全並

びに飛砂防備保安林機能の維持・向上を図ることを目的に、松くい虫等の森林害虫

から松林を守る防除事業を引き続き実施してまいります。 

有害鳥獣対策については、専門家を招き、地域での研修会や現地検討会を開催し、

地域ぐるみでの農作物等への被害対策や自己防衛手法の情報共有を図り、被害軽減
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の対策に努めてまいります。 

水産振興については、ウナギやヒラメ等の放流事業を実施し、継続した資源管理

型漁業を支援し、関係する漁業団体と連携を図りながら、漁港整備支援等、漁業経

営の安定化対策を進めてまいります。 

次に、耕地課関係でございます。 

近年の人口減少・少子高齢化の進行により、集落のコミュニティ機能が低下し、

集落道や農地の維持管理が困難となってきております。このようなことから、メン

テナンスフリーの施工や砕石、生コンクリート等の材料等支給制度の拡充を図り、

農道等の公共施設整備や集落の生活環境の保全に努めてまいります。また、農村地

域の良好な景観形成や農地保全、水源の涵養等の多面的機能の維持については、多

面的機能支払交付金を活用しながら各保全協議会と連携し、水田等の適切な保全管

理が図られるよう努めてまいります。 

県営事業でございますが、農村地域防災・減災事業については、畑地帯の農地浸

食防止を図るため、令和４年度も引き続き、西中沖地区と東中沖地区の排水施設整

備事業を県と連携を図りながら進めてまいります。 

海岸保全施設整備事業については、後背地の農地保全を図るために、高潮で被災

を受けた菱田海岸防潮堤の復旧工事を進めてまいります。 

水田ほ場整備事業については、農業者の費用負担のない農地中間管理機構関連農

地整備事業により、益丸地区及び有村下地区の整備を実施するとともに、次期整備

地区の谷迫地区及び神領地区をはじめ、その他の地区につきましても、今後、年次

的に進めてまいります。 

町が実施する土地改良事業については、農地耕作条件改善事業により、神領池尻

地区排水路及び中尾地区農道の整備を引き続き実施してまいります。 

農地・農業用施設災害復旧事業については、令和２年７月及び令和３年８月豪雨

等で被災しました農地・農業用施設の復旧を引き続き行い、早期完成に努めてまい

ります。 

次に、建設課関係でございます。 

道路は、地域の社会・経済活動を支えるとともに、私たちの日常生活を支える社

会基盤として大変重要な役割を担っております。この基盤を、より長く、安全に利

用していくために、道路の適切な維持補修、改善を行い、快適な道路環境の保全に

努めてまいります。準用河川については、防災・減災の観点から、出水期に向けた

維持補修や寄州除去を行い、適切な維持管理に努めてまいります。 

道路改良工事については、社会資本整備総合交付金事業により、本年も引き続き

町道永吉菱田線仮宿工区、町道三文字西迫線の工事を実施し、新たに町道南中組中



 

－ 28 － 

村線の測量設計委託を行い、児童・生徒の通学路や地震・津波時の避難道路及び緊

急輸送道路確保を図るための整備を行う予定でございます。 

橋りょう整備については、橋りょう長寿命化修繕計画に基づき、社会資本整備総

合交付金事業により、橋りょうの修繕工事と修繕設計委託を行います。 

公園整備については、ふれあいの里公園内の多目的広場に公衆トイレを整備し、

公園利用者の利便性向上を図ってまいります。 

住宅整備については、公営住宅等長寿命化計画に基づき、住民の安全で快適な住

まいを長期的に確保するため、適切な住宅環境の維持改善に努めてまいります。 

災害復旧事業については、令和２年の７月豪雨で被災しました飯隈橋及び田中橋

の復旧を引き続き行い、早期完成に努めてまいります。 

次に、国・県営事業関係でございますが、国営事業については、引き続き国道２

２０号益丸地区と菱田地区の自歩道整備が実施されます。県営事業については、地

方特定道路整備事業県道黒石串良線二子塚工区の工事が継続して実施されます。ま

た、特定交通安全施設等整備による県道大崎輝北線仮宿地区の歩道設置工事も、令

和４年度から用地交渉に入る予定となっております。これらの国・県事業について

は、早期完成に向けた要望活動を行ってまいります。 

次に、保健福祉課関係でございます。 

新型コロナウイルス変異株の感染拡大に対応するために、１８歳以上の方に対し

ての３回目接種及び小児に対しての速やかなワクチン接種と、安心して接種できる

体制整備を、引き続き行ってまいります。 

子育て支援については、子どもが健やかに生まれ育つための環境づくりを目指し、

妊産婦健康診査、産後ケア等、妊娠期から子育て期にわたる、切れ目のない支援を

担う子育て世代包括支援センターのより一層の充実を図るとともに、新たに、子ど

もの誕生を祝う「新生児１０万円給付金」をスタートします。また、高校生までの

住民税非課税世帯に対しての子ども医療費窓口無料制度や、子どもを望む夫婦への

不妊治療助成等、安心して希望する治療等が受けられる体制整備に引き続き努めて

まいります。併せて、認定こども園・保育園の保育事業や子育て支援センター等、

子ども・子育て支援等の充実に取り組んでまいります。 

健康増進対策については、健診を完全予約制へ切り替えることで、待ち時間のな

い、密を避けた健診を実施し、コロナ禍でも安心して健診が受けられるようにいた

します。また、保健師、管理栄養士等による未受診者や糖尿病重症化予防対象者及

び重複・頻回受診者への訪問を重ねて、住民の健康意識の向上を図ってまいります。 

高齢者福祉については、住み慣れた地域において安心して暮らせる支援策として、

配食サービス、介護手当及び介護用品支給事業を引き続き実施いたします。併せて、
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社会的つながりを持つことにより生きがい・やりがいづくり支援策として、老人ク

ラブ育成に力を入れてまいります。また、認知症や知的障がい等により物事を判断

する能力が十分でない方の権利を守るため、成年後見制度の普及や権利擁護の推進

に努めてまいります。 

障がい者福祉については、住みなれた地域で生活するための環境づくりを行うた

め、引き続き障害福祉サービスの充実や地域生活支援事業に取り組んでまいります。

また、「育ちにくさをもつ子ども」や、「障がい児」とその家族が安心して暮らせる

まちを目指して、早期発見のための専門員による保育園等巡回相談の実施や、療育

に関する広報や啓発活動に努めてまいります。 

次に、住民環境課関係でございます。 

窓口業務については、新型コロナウイルス感染防止に努めながら、来客される

方々、外国人技能実習生等に対して、笑顔と丁寧な挨拶を心がけ、迅速かつ正確な

事務処理と適切な窓口サービスの提供をしてまいります。また、マイナンバー制度

に係る個人番号カード取得のための支援や交付事務、今後に予定する住民票等のコ

ンビニ交付については、個人情報の適正な管理に基づく業務の遂行に努めてまいり

ます。 

環境関係については、住民の皆様をはじめとする衛生自治会等関係団体の共生・

協働の取組により、高いごみリサイクル率が継続され、最終処分場の延命化が図ら

れております。今後も、住民の皆様に御協力をいただいているリサイクルの取組を

維持できるよう努めてまいります。令和４年度においては、衛生自治会と協力して

環境パトロールや収集所体制整備に向けて取り組んでまいります。併せて、ごみ出

しが困難な高齢者世帯等のため、ごみ出しサポート等事業を継続し、安否確認を含

めた生活支援対策につなげてまいります。また、国が進める２０５０年までのカー

ボンニュートラルの達成に向けて、各自治体における脱炭素の取組が求められてお

ります。本町においても、令和４年度中に地域脱炭素ロードマップを策定し、国際

的な問題である地球温暖化対策を進めてまいります。 

次に、税務課関係でございます。 

町税は、町財政の根幹をなす重要な財源であります。住民と地域の特色に応じた

行政を自主的に進めるための重要な自主財源であります。町税の税収については、

引き続き新型コロナウイルス感染症の影響で、若干個人町民税は落ち込むものの、

法人町民税については一部回復傾向にあり、前年に対し増額を見込んでいるところ

であります。固定資産税については、新型コロナウイルス感染症に係る特別措置等

により一部減税措置があるものの、法人等の償却資産増設及び太陽光発電設備関係

分が安定してきており、前年度に対し増額を見込んでいるところであります。また、
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たばこ税については、社会的な健康志向等で毎年減収傾向が続いておりましたが、

昨年度の税制改正において、加熱式たばこも紙巻きたばこと同等の課税が開始され、

前年度に対し増額を見込んでいるところであります。このようなことから、全体的

に新型コロナウイルス感染症に伴う影響は避けられないものの、比較的影響の少な

い税目で補い、町税全体では前年度に対し増額した予算を計上したところでござい

ます。令和４年度におきましては、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策を重点

に、適正な賦課、公平な納税を念頭に、引き続き町税徴収率の向上に努めてまいり

ます。 

次に、企画調整課関係でございます。 

２月に開催を予定しておりました陸上大会「Japan Athlete Games in Osaki」を、

新型コロナウイルス感染症の影響により中止いたしましたが、改めて令和４年度に

開催するための関連予算を、「陸上競技の聖地創り実行委員会補助金」として計上

しております。また、陸上競技を中心に、多くの方々がスポーツ合宿に来町してお

りますが、さらなる合宿者の増加や大会等の誘致を促進し、宿泊、飲食業をはじめ

とする地域への経済波及効果を図るための新たな仕組みづくりが必要であると考え

ております。この仕組みづくりには、これまでの行政主導だけではない新たな組織

構築が必要であると考えており、合宿や大会の誘致を行いながら、利用者のニーズ

に迅速に対応し、スポーツ施設と観光関連業者の連携や調整をワンストップで行う

ための、行政、スポーツ団体、民間団体等が一体となった「スポーツコミッション

組織」の設立、また、その役割を担う人材の育成も含めて進めてまいります。 

次に、菱田中学校跡地の活用については、昨年、合宿所整備を前提とした事業の

継続は難しいと判断し、株式会社ＯＴＣに契約解除を申し入れ、了解を得たところ

でございます。地元の御意見や財政状況、また、国道２２０号の歩道改良の進捗状

況も踏まえながら、改めて検討を進めてまいります。 

次に、ＳＤＧｓ持続可能な開発目標については、総合計画に掲げる「まち・ひ

と・しごと世界の未来をつくる循環のまち」の実現のためには、人口減少社会の対

応等解決すべき地域課題が数多くございます。そのような中、本町の取組に賛同さ

れた多様な組織や人材と協働しながら、「一般社団法人大崎町ＳＤＧｓ推進協議会」

を設立し、企業版ふるさと納税制度を活用しながら、持続可能な社会づくりを進め

ております。昨年度は、ヤフー株式会社など多種多様な企業から多額の御寄附をい

ただき、また、町内を含め多くの企業からプロジェクト連携の相談も寄せられてお

ります。これらの取組が、内閣府主催の「企業版ふるさと納税に係る大臣表彰」を

受賞するなど、一定の評価をいただいているものと考えております。今後も、協議

会と連携しながら情報発信し、本町の取組に共感する企業等を獲得し、その取組が
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町民の福祉向上につながるよう努めてまいります。 

次に、国際交流事業については、本町は平成２９年に台湾のホストタウンに登録

されており、台湾の陸上競技代表チームが合宿に訪れ、児童への陸上教室を実施す

るなど交流が始まっております。異文化・異言語に触れることで国際感覚を養い、

国際化に対応できる人材を育成するため、台湾への海外派遣研修事業を検討してま

いります。既に、新年度、台湾からジャパンアスリートトレーニングセンター大隅

を活用した合宿の打診が来ており、今後、さらなる交流が期待されます。さらに、

外国人技能実習生に対しての行政としてのサポート体制の検討と併せまして、地域

おこし協力隊制度による専門人材の確保を図り、国際交流及び多文化共生事業の充

実を図ります。 

次に、移住定住対策については、本町を移住・定住先として選んでいただけるよ

う、県との連携による移住セミナー等を通して、本町の暮らしや子育て支援に関す

る情報を積極的に発信してまいります。併せて、従来の移住・定住関連補助を見直

し、住宅取得補助の大幅な拡充を行います。野方地区の宅地分譲事業については、

令和４年度内に募集を開始することで、さらなる移住・定住を促進してまいります。

さらに、結婚に伴う経済的負担軽減のため、住居費や引っ越し費用の一部を補助す

る結婚新生活支援制度に取り組み、少子化対策を講じてまいります。 

次に、新型コロナ感染拡大に伴う地域の経済対策については、感染状況や国の動

向を見極めながら、町内事業者に実施したアンケート等を参考にしながら、適切な

時期に随時、支援策等を進めてまいります。 

ふるさと納税については、令和２年度に過去最高額を更新するなど、全国から多

くの御寄附をいただいております。令和３年度も４０億円を越える御寄附をいただ

き、地域産業に与える影響がさらに大きくなってきており、「稼ぐ自治体」を目指

し、今後も魅力ある返礼品の開発と、制度の趣旨に合った健全な形でふるさと納税

寄附の充実を図ってまいります。なお、「地域を応援したい」という寄附者の意思

に応えられるよう、使い道についての情報発信に努め、寄附者に共感が得られるよ

うな施策を地域一体となって取り組み、町の活性化につなげてまいります。 

次に総務課関係でございます。 

消防防災関係については、住民の生命と財産を守るため、大丸分団の小型動力ポ

ンプ付積載車の更新や、防火水槽・消火栓を新設するなど、安心して生活できる環

境の構築を進めてまいります。また、消防団員の確保と処遇改善を図るため、出動

報酬等の見直しを行います。 

防犯対策については、近年、全国的に大雨や台風など災害が多発化・激甚化して

いることから、今年２月に完成した「大崎町総合防災マップ」も活用しながら防災
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意識の向上に努めてまいります。また、子どもたちに対するつきまといや声かけ事

案が発生しており、住民の安全・安心を守ることが喫緊の課題となっております。

関係機関・団体の意見や要望などを踏まえながら、下校時等の見回りパトロール活

動を継続してまいります。 

交通安全対策については、関係機関と連携を図り、交通安全意識の向上や交通安

全施策の推進に努め、交通事故が想定される危険箇所にカーブミラーやガードレー

ルなどを計画的に整備してまいります。 

町有地管理については、遊休化している土地等の財産処分や有効活用を促進し、

自主財源の確保を図ってまいります。 

情報通信関係については、新型コロナウイルス感染症によりオンライン会議やテ

レワークなど、社会経済活動の中でデジタル技術を使った新しい生活様式へ変化し

ております。このような社会活動の変化の中、デジタル社会の構築に向けた取組を

実行するため、「大崎町デジタル・トランスフォーメーション推進計画」のもと、

住民の利便性向上及び業務効率化を図ってまいります。また、コンビニ交付システ

ムを導入し、全国のコンビニエンスストアで住民票の写しや印鑑登録証明書など取

得できる環境を構築し、行政サービスの向上を図ります。 

次に、教育委員会関係でございます。 

管理課におきましては、「おおらか・さわやか・きわやかな大崎の教育」を合い

言葉に、引き続き、学力や体力の向上、道徳教育や人権教育の充実、特別支援教育

の推進、教職員の資質向上、地域の中の学校づくりなど、学校・家庭・地域の教育

力を様々な方向から総合的に高める取組を継続して推進し、教育環境の充実を図っ

てまいります。特に、ＳＤＧｓを踏まえた学校教育の充実やＩＣＴを活用した教育

の推進に取り組んでまいります。さらに、新型コロナウイルスの影響は今後も続く

ことを考慮し、感染対策の継続と学習機会の保障を確保する取組の充実を図ってま

いります。 

まず、ソフト面については、各学校においてＩＣＴ環境を整備したことから、引

き続きＩＣＴ支援員を配置し、充実したＩＣＴ教育が進められるよう支援体制を整

えてまいります。また、小学生の英語力向上を図るため、英語検定を受検する際の

検定料の助成を新たに行ってまいります。併せて、児童・生徒の保護者の経済的負

担軽減を図るため、新年度は学校給食費への補助額を拡充してまいります。大学等

へ進学する保護者の負担軽減や、大崎町で育った人材の育成を図るため、大崎町未

来創生奨学ローン償還補助金や、大崎町奨学金制度による助成を、引き続き行って

まいります。 

ハード面については、安全性の確保を図るため、学校施設整備に取り組んでまい
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ります。本町では、ＳＤＧｓ推進協議会が設立され、リサイクルを中心とした町づ

くりが一層推進されます。このことを踏まえ、令和４年度から、ＳＤＧｓに関する

教材開発委員会を立ち上げ、学校教員とＳＤＧｓ推進協議会、大崎町教育委員会が

合同で協議し、授業づくりを創造してまいります。また、教職員の研修や支援体制

等を整え、これからの社会に求められる資質・能力を育成する事業改善を図るとと

もに、昨年度、整備を進めるためＩＣＴ機器の利活用により、学力向上と教職員の

業務改善をさらに推進してまいります。 

次に、社会教育課でございます。 

生涯学習関係については、外国人を含め、住民の誰もが、生涯にわたって豊かで

充実した人生を送ることができるよう、多文化共生の社会づくりや生涯学習環境の

充実に努めてまいります。また、基本的人権が尊重される社会の構築に向けて人権

教育の推進及び啓発に努めてまいります。 

青少年教育については、青少年活動事業の推進に努めるとともに、国際的視野を

持った青少年を養成するため、海外研修派遣事業や語学研修事業などを実施します。

また、地域全体で子どもたちの学びや成長を支え、学校と地域が相互にパートナー

として連携協働していく「地域学校協働活動」の充実を図ってまいります。 

様々な地域活動の拠点である中央公民館は、地域に開かれた、利用しやすい施設

としての環境整備を図り、公民分館との連携のもと、家庭教育の推進、青少年の健

全育成など、地域活動や社会教育活動の活性化に努めてまいります。また、老朽化

が進み、施設の利用を停止しておりました大崎町研修センターについては、解体を

進めてまいります。 

文化振興関係については、町内の遺跡や郷土資料展示室を適正管理することによ

り、児童・生徒の教材及び観光資源として有効活用を図るとともに、文化財保護審

議会や歴史探学会おおさきの支援に努めることと併せまして、大崎町史の編さんに

継続して取り組んでまいります。また、文化協会と連携を図りながら、文化芸術活

動の推進及び人材の発掘を進めてまいります。 

図書館関係については、図書館が住民にとって必要な情報や資料を取得でき、地

域を支える拠点として機能するよう努めてまいります。今後も、利用者の利便性や

拡大を図るため、特設コーナーやリクエストサービスの充実、図書館ボランティア

の育成に努めてまいります。また、大隅広域図書館ネットワーク事業の利用促進を

図り、住民が多くの本に触れることのできる機会の提供に努めてまいります。 

生涯スポーツ関係については、生涯にわたって身近にスポーツに親しむことがで

きる社会の実現を目指し、総合体育館の大規模改修に向けて準備を進めてまいりま

す。また、スポーツ推進委員を中心に、関係団体等と協力して軽スポーツの普及を
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進めるほか、スポーツに親しむ機会の提供に努め、マイライフ・マイスポーツ運動

の定着を図ってまいります。併せて、スポーツを通じて豊かな地域コミュニティの

創造を育むために、総合型地域スポーツクラブとの連携や活動を支援し、スポーツ

にかかわる環境整備に努めてまいります。２０２３年に開催予定の特別国民体育大

会については、住民への周知・啓発活動及びリハーサル大会等の実践を踏まえ、開

催年までに万全の体制づくりに努めてまいります。 

次に、特別会計について御説明いたします。 

まず、水道事業会計については、企業会計原則に基づく地方公営企業法上の財務

規定が適用されるため、独立採算で運営されております。水道は住民生活において

重要なライフラインであり、常に安全・安定性を確保しなければなりません。現在、

本町の水道事業は、水道施設等の老朽化に伴う更新費用、維持管理費の増大、人口

減少等に伴う水道料金収入の減少により、公営企業としての経営環境は厳しい状況

ではありますが、老朽施設の更新や耐震化等適切な維持を図るとともに、漏水等に

よる無収入配水の縮減及びコスト削減に努めることにより経営の安定化を図ってま

いります。 

本年度の予定としまして、収益的収入は２億１,８３０万２,０００円を見込み、

このうち水道料金は２億５３０万９,０００円を計上いたしました。なお、収益的

支出は１億９,６２７万８,０００円を計上いたしました。また、資本的収入としま

して３５７万９,０００円、資本的支出としまして８,６３４万６,０００円を計上

しております。 

主な事業としまして、町道仮宿下原線下原地区配水管布設替工事、国道２２０号

益丸地区配水管布設替工事などを計画しております。 

次に、公共下水道事業特別会計については、公共下水道は快適で豊かな生活環境

を確保するための施設であり、河川等の公共用水域の水質を保全していく上で重要

な役割を担っております。近年は、少子高齢化に伴う人口減少や地域社会の構造変

化など、下水道を取り巻く環境は大きく変化しており、公共性を踏まえながら経済

性を考慮し、持続可能な下水道事業経営が求められております。本町においても、

人口の減少が推測され、下水道使用料の減少による財源不足が懸念されていたため、

令和３年１月１日以降の下水道使用料単価を改定したところでございます。また、

令和５年度末までに地方公営企業法を適用することが義務づけられたため、引き続

き移行業務を遂行しているところでございます。 

このような状況を踏まえ、大崎クリーンセンターやマンホールポンプ場の適正な

運転管理及び修繕に努めながら、管路施設の清掃・点検や下水道使用料収入の確保

に努め、財政の健全化を図ってまいります。 
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令和４年度の予算総額は、歳入歳出それぞれ１億９,７８４万４,０００円でござ

います。 

次に、国民健康保険事業特別会計については、予算総額は２０億６６８万５,０

００円でございます。国民健康保険制度を取り巻く環境は、少子高齢化、医療の高

度化による医療費の増大など、依然として厳しい状況にあります。国保財政の責任

主体として国保運営の中心的役割を担う県や国保連合会と連携を図り、安定的・効

率的な事業運営の確保と財政基盤の強化に努めるとともに、保険税の賦課方式を、

現行の４方式から３方式への移行に向けて取り組みます。また、医療機関からの特

定健診情報提供を促進することで、特定健診の受診率を向上させ、早期発見・早期

治療の推進や、保健師等による保健指導を強化するとともに、ジェネリック医薬品

の普及・啓発や重複頻回受診者への訪問指導による医療費適正化策を講じ、住民の

健康寿命の延伸を図ってまいります。 

次に、後期高齢者医療特別会計については、予算総額は１億９,２０５万７,００

０円でございます。後期高齢者医療制度は、県内全市町村が加入する鹿児島県後期

高齢者医療広域連合が保険者となり運営しております。町は、被保険者の身近な窓

口といたしまして各種申請を受け付けるとともに、長寿健診等の保健事業を強化し、

住民の健康の保持増進に努めることで安定的な事業の運営に努めてまいります。 

次に、介護保険事業特別会計については、予算総額は１８億７,４１４万４,００

０円でございます。本事業では、高齢者が可能な限り住み慣れた地域で、その有す

る能力に応じ自立した生活を営めるよう、医療・介護・予防・生活支援が一体的に

確保される地域包括ケアシステムを深化・推進していくことが求められております。

そのため、地域全体で支える体制として、在宅医療介護連携推進事業、認知症施策

の総合的な推進事業、生活支援体制整備事業、地域ケア会議の推進を図ってまいり

ます。また、自立支援・重度化防止のため、ころばん体操などの介護予防に力を注

ぎ、介護給付費や保険料を抑制できるよう適正な運営に努めてまいります。 

以上、新年度の施政方針と各会計の施策等につきまして御説明いたしましたが、

これらすべての会計で編成いたしました予算総額は１４５億５,５２８万３,０００

円で、対前年度比２.２％の減となっております。 

一般会計、特別会計予算の詳細につきましては担当課長等が説明いたしますので、

よろしく御審議いただき、御可決賜りますよう重ねてお願い申し上げます。 

○議長（神﨑文男君） あと７分で１２時が回りますので、補足説明については午後か

らということで、午前の部を暫時休憩いたします。午後は１時から行います。よろ

しくお願いします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 
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休憩 午前１１時５３分 

再開 午後 １時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（神﨑文男君） 再開いたします。 

まず、議案第８号について、補足説明を求めます。税務課長。 

○税務課長（本松健一郎君） それでは、税務課関係の主なものについて補足説明をさ

せていただきます。 

予算書の３８ページをお願いいたします。下の欄になります。款２総務費、項１

総務管理費、目１４諸費、このうち税務課関係につきましては、開けていただきま

して３９ページの一番上になります、節２２償還金，利子及び割引料で、５６９万

９,０００円を計上いたしました。これは、主に法人町民税等の決算時確定申告等

による還付金及び還付加算金に係る分でございます。 

同じく３９ページ、項２徴税費、目１税務総務費に７,６４３万８,０００円を計

上いたしました。前年度対比２０４万８,０００円の増額でございます。これは、

主に職員の人件費等になります。増員の要員は、人事異動に伴うものでございます。 

次に、目２賦課徴収費でございますが、新規事業等によりまして４,９２２万７,

０００円で、前年度対比２,９６９万３,０００円の増額でございます。増額の要因

につきましては、４０ページをお願いいたします、節１２委託料の説明欄にありま

す固定資産家屋全棟調査業務委託料１,９５０万３,０００円と、次の４１ページを

お願いいたします、節１８負担金，補助及び交付金の説明欄にございます全棟調査

事業関係に係る航空写真撮影事業負担金７９７万円によるものでございます。 

以上で、税務課関係の説明を終わります。 

すみません。１箇所訂正をさせてください。３９ページの項２徴税費、目１税務

総務費に７,６４３万８,０００円を計上いたしました。次に、前年度対比、私は

「２０４万８,０００円」ということで増額を申し上げましたが、「２０４万９,０

００円」で訂正をさせてください。 

以上でございます。 

○住民環境課長（岡留和幸君） 続きまして、住民環境課関係の主なものにつきまして

御説明いたします。 

予算書の３４ページをお願いいたします。款２総務費、目７支所費は、野方支所

の維持管理や事務処理に必要な経費でございます。 

次に、４１ページをお願いします。目１戸籍住民基本台帳費は、前年度比で１,

０５３万１,０００円の増となっております。増の主な要因は、異動等に伴う人件

費と戸籍情報システム改修委託料、通知カード・個人番号カード関連事務交付金な



 

－ 37 － 

どでございます。 

次に、５４ページをお願いいたします。款４衛生費、目３環境衛生費は、前年度

比で１,９３７万３,０００円の増となっております。ごみ分別などの環境衛生と海

岸環境保全に要する経費等のほか、新規としまして大崎町ゼロカーボン達成に向け

たロードマップ策定事業委託料、大崎町地域猫活動等事業補助金、大崎町衛生自治

会助成事業補助金を計上しております。 

次に、６０ページをお願いいたします。項２清掃費、目１し尿塵芥処理費は、前

年度比で１,０３０万９,０００円の減となっております。減の主な要因は、炭素循

環事業化可能性調査委託料、曽於南部厚生事務組合清掃センター負担金及び曽於南

部厚生事務組合衛生センター負担金の減でございます。 

以上で、住民環境課関係の説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○保健福祉課長（谷迫利弘君） 続きまして、保健福祉課関係の主なものにつきまして

御説明いたします。 

予算書の４６ページをお願いいたします。款３民生費、目１社会福祉総務費は、

前年度比で５９９万５,０００円の増となっております。増の主な要因は、人件費

及び、新規事業の大隅地域成年後見センター運営に係る委託料でございます。ここ

では主に、厚生調査委員の報酬や研修会等の費用弁償、町社会福祉協議会のほか、

各種福祉団体等への補助金を計上しております。 

４８ページをお願いいたします。目２老人福祉費は、高齢者を対象にした施策に

係る経費で、主なものは、長寿祝い金、曽於南部厚生事務組合養護老人ホームの負

担金、シルバー人材センター事業運営補助金でございます。 

４９ページをお願いいたします。目３老人福祉センター管理費は、老人福祉セン

ターの管理委託料でございます。目６食の自立支援事業費は、在宅の高齢者に対し

ます配食サービスでございます。目７障害者福祉費の主なものは、相談支援事業、

日中一時支援事業に係る委託料、施設や居宅等のサービスに係る経費であります障

害福祉サービス費などの扶助費でございます。 

５１ページをお願いいたします。目８老人措置費は、養護老人ホーム入所者に関

する経費でございます。 

次の項２児童福祉費、目１児童福祉総務費は、前年度比で１億４,３２８万９,０

００円の減でございます。減の主な要因は、施設型給付費の扶助費によるものでご

ざいます。ここでは、主として放課後児童クラブなどの特別保育事業等の委託料や

延長保育事業などの補助金、保育園や認定こども園運営にかかる施設型給付費を計

上しております。 

５２ページをお願いします。目２児童措置費は、児童手当に関する経費でござい
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ます。目３新型コロナウイルス感染症対策事業費でございますが、保育士等処遇改

善臨時特例事業補助金を計上しております。 

次の款４衛生費、目１保健衛生総務費は、前年度比で７５０万５,０００円の増

となっております。増の主な要因は、職員の人件費によるものでございます。ここ

では主として、大隅地域や曽於地域におけます医療確保対策事業及び救急医療等の

負担金や補助金を計上しております。 

５４ページをお願いいたします。目２予防費は、前年度比で４４７万４,０００

円の増でございます。増の主な要因は、子宮頸がんワクチン接種などの予防接種業

務委託料によるものでございます。ここでは、インフルエンザや各種予防接種に係

る業務委託料を計上しております。 

５５ページをお願いいたします。目４健康増進費は、主に健康診断に係る経費で、

各種健診委託料及びがん検診等の委託料でございます。 

目５保健指導費は、前年度比で７１３万１,０００円の増となっております。増

の主な要因は、新生児１人に対しまして１０万円を給付いたします出産祝い金の負

担金，補助及び交付金によるものでございます。ここでは、主として母子健診に係

る経費で、妊産婦健診診査等の委託料や子ども医療費助成金の扶助費を計上してお

ります。 

次の５６ページをお願いいたします。目６介護保険費は、前年比で６７０万６,

０００円の減となっております。減の主な要因は、介護保険事業特別会計への繰出

金によるものでございます。ここでは主として、高齢者元気度アップ・ポイント付

与の報償費、曽於地区介護保険組合負担金、介護保険事業特別会計に町の法定負担

金分を繰り出す繰出金を計上しております。 

５７ページをお願いします。目７国民健康保険事業総務費は、国民健康保険特別

会計への繰出金を計上いたしました。目９後期高齢者医療費は、前年度比で２,０

４８万６,０００円の増となっております。増の主な要因は、療養給付費負担金及

び保険基盤安定繰出金によるものでございます。 

５８ページをお願いします。ここでは主として、長寿健診としての各種健診委託

料、後期高齢者医療広域連合への負担金、後期高齢者医療特別会計への法定負担分

の繰出金を計上しております。 

最後に、目１０新型コロナウイルス感染症対策事業費は、前年度比で１,７２２

万７,０００円減となっております。減の主な要因は、ワクチン接種の１・２回目

が約９割の方が終了したことによります報償費や委託料によるものでございます。

ここでは主に、ワクチン接種に係る報償費や委託料を計上しております。 

以上で、保健福祉課関係の説明を終わります。 
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○水道課長（髙田利郎君） それでは水道課所管の事業につきまして御説明いたします

ので、５７ページをお願いいたします。目の２段目でございます。款４衛生費、目

８合併処理浄化槽整備費に３,０６８万８,０００円を計上しております。対前年度

比６,０００円の減でございます。合併処理浄化槽補助金が主なものでございます

が、合併処理浄化槽４３基の整備予定でございます。 

次に、６０ページをお願いいたします。中段になりますが、款４衛生費、目１水

道費２３２万８,０００円でございますが、対前年度比３０８万９,０００円の減で

ございます。これは、水道事業特別会計の簡易水道の企業債返還等に係ります補助

でございます。 

続きまして、７９ページをお願いいたします。１段目になります。款７土木費、

目１都市計画総務費のうち、節２７繰出金１億４,０８０万６,０００円は、５２２

万４,０００円の増でございます。公共下水道事業特別会計への繰出金でございま

す。 

以上で説明を終わります。よろしくお願いします。 

○農委事務局長（相星永悟君） それでは、農業委員会関係の主なものにつきまして御

説明いたします。 

６０ページをお願いいたします。下の表になります。款５農林水産業費、目１農

業委員会費は、前年比で８８１万２,０００円の減となっております。減の主な要

因は、職員人件費の減によるものでございます。ここでは主として、農地法や農業

経営基盤強化促進法などに基づく各種申請に対する現地調査や、案件の審議をはじ

めとする農業委員会としての業務運営管理などに係るものでございます。主なもの

は、農業委員及び農地利用最適化推進委員の活動に対して支払います報酬、事務局

職員の人件費などでございます。 

６１ページをお願いいたします。目２農地流動化推進費８万円は、農地の売買申

出による農地斡旋会開催時の報償費でございます。 

次に、６２ページをお願いいたします。目３農業者年金業務委託費は、農業者年

金制度への加入促進や経営移譲年金受給資格者の経営移譲を促進するための経費で

ございます。会計年度任用職員報酬及び当該業務の推進に対する活動謝礼が主なも

のでございます。 

以上で農業委員会関係の説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○農林振興課長（中村富士夫君） それでは、農林振興課関係の主なものについて御説

明いたします。 

予算書の６２ページをお願いいたします。目４農業総務費は、農林振興課等職員

の給与等の人件費でございます。目５農業振興費は、農業公社設立準備委員会出会
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謝礼の報償費や各種協議会等への負担金、補助金でございます。 

６３ページをお願いします。目６特産振興費は、環境保全型農業直接支払交付金

等の負担金，補助及び交付金でございます。目７園芸振興費は、町野菜・花き振興

協議会負担金など、各種協議会への負担金でございます。目８農業機械維持管理費

は、前年比９８万５,０００円の減となっております。主なものは、農業機械に係

る燃料費、修繕料などの需用費とオペレーター委託料及び基金への積立金でござい

ます。 

６４ページをお願いいたします。目９畜産業費は、前年度比１,０６３万１,００

０円の増となっております。増額の主な要因は、大崎町畜産施設整備支援事業補助

金、第１２回全国和牛能力共進会鹿児島大会負担金、大崎町高齢産歴牛更新事業補

助金など新規の補助事業等によるものでございます。そのほか、主なものは、負担

金，補助及び交付金の町畜産振興協議会負担金、全国県和牛能力共進会出品奨励事

業補助金、全国和牛能力共進会対象牛導入保留事業補助金をはじめとする各種協議

会等への負担金及び補助金でございます。 

６７ページから６８ページでございます。目１２農業研修施設管理費は、前年度

比１１８万８,０００円の減となっております。主な要因は、修繕料や委託料など

の減でございます。主なものは、需用費のうち、町内５箇所の農業研修施設の燃料

費、光熱水費と施設管理委託料でございます。目１３水田再編対策費は、水田関係

の交付金事務を行うための大崎町農業再生協議会への補助金でございます。目１４

営農推進費は、前年度比９３３万７,０００円の増となっております。増額の主な

要因は、大崎町担い手育成農業研修事業委託料や経営継承・発展等支援事業補助金

などによるものでございます。主なものは、会計年度任用職員の報酬や、負担金，

補助及び交付金の、機構集積協力金事業補助金及び農業次世代人材投資事業補助金

等でございます。 

７０ページをお願いいたします。項２林業費、目１林業振興費は、前年度比３,

０１８万３,０００円の増となっております。主な要因は、地域おこし研究員等業

務委託料や林地崩壊防止事業の工事請負費によるものでございます。主なものは、

委託料の松くい虫防除並びに駆除に関するものや有害鳥獣対策に関するもの、及び

造林事業に係るものや、負担金，補助及び交付金については、有害鳥獣捕獲事業補

助金や大崎町緊急間伐対策事業奨励金でございます。 

項３水産業費、目１水産振興費は、７１ページから次の７２ページまでですが、

対前年比１５３万円の減となっております。主な要因は、種子島周辺漁業対策事業

負担金の減でございます。そのほか、主なものについては、各種団体協議会等への

負担金、補助金でございます。 
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以上で、説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○耕地課長（竹本忠行君） それでは、耕地課関係の主なものについて御説明いたしま

す。 

６５ページをお願いいたします。款５農林水産業費、目１０農地費は、野方地区

活性化センターの維持管理に係る経費のほか、未登記処理農道台帳修正業務や施設

の清掃業務などの委託料及び農道等の維持管理補修用材料を支給する原材料費や、

各種負担金等でございます。前年比で２,０８９万９,０００円の減額となっており

ますが、要因は、第４曽於南部地区畑地かんがい事業完了に伴います負担金の減額

によるものでございます。 

６７ページをお願いいたします。目１１土地改良事業費は、主にせせらぎ公園の

維持管理業務委託料のほか、農道水路等の維持管理補修のための機械借上料及び農

道のメンテナンスフリー工事や、中尾地区農道と神領池尻地区排水路の農業用施設

の工事請負費でございます。前年比で１,８３２万６,０００円の減額となっており

ますが、主な要因は、農地耕作条件改善事業で実施しております神領池尻地区排水

路工事に伴います測量設計委託料の減額によるものでございます。 

次に、９９ページをお願いいたします。款１０災害復旧費、目１農林水産施設災

害復旧費は、梅雨前線豪雨や台風災害時の工事請負費や負担金、農道などの応急工

事に対処するための機械借上料や原材料費が主なものでございます。対前年比１億

１,９９３万５,０００円の減額となっておりますが、主な要因は、過年発生災害復

旧工事費の減額によるものでございます。 

以上で、耕地課関係の説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○建設課長補佐（美戸博明君） 建設課関係について御説明いたします。 

７６ページをお願いいたします。款７土木費、目１土木総務費は、職員の人件費

及び県事業負担金に伴う町負担金が主なものでございます。 

７７ページをお願いいたします。目１道路維持費は、町道等の年間を通して良好

な状態に保つための委託料と工事請負費等の維持管理費に係るもので、前年度比９

２３万９,０００円の増は、工事請負費の増が主なものでございます。 

７８ページをお願いいたします。目２道路改良費の主なものは、社会資本総合整

備事業に係る測量設計委託料及び道路橋りょうの工事請負費で、前年度比５,２４

４万６,０００円の増は、新規事業の町道南中組中村線、町道三文字西迫線の事業

増によるものでございます。 

７９ページをお願いいたします。目２公園費は、ふれあいの里公園及び中央公園

の清掃業務委託料などの年間を通した維持管理費に係る経費で、前年度比２,８４

１万円の増は、ふれあいの里公園への公衆トイレ建設費が主な要因でございます。 
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項５住宅費は、公営住宅１８３戸、町営住宅１５戸、特定優良賃貸住宅シャルム

文化通り、定住促進住宅なのはなタウンなどの維持管理費等に係る経費と、住宅借

上料等でございます。 

１００ページをお願いいたします。款１０災害復旧費、目１公共土木施設災害復

旧費は、台風災害等の災害対策経費と防災対策工事費などの２,５６２万８,０００

円を計上いたしました。 

以上で、説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○教委管理課長（上野明仁君） それでは、管理課関係につきまして御説明いたします。 

予算書の８３ページ、中ほどになります。款９教育費、目１教育委員会費は、教

育委員４名分の報酬や研修会等の費用弁償でございます。 

８３ページから８６ページにかけてになります。目２事務局費は、前年度比で４,

４０３万７,０００円の増となっております。増額の主な要因は、会計年度任用職

員に係る経費を事務局費に組み替えたものであります。ここでは、教育長並びに事

務局職員７名分の人件費のほか、外国語指導業務委託料、ＩＣＴ支援業務委託料、

各種団体等への負担金、奨学金貸付金、リサイクル未来創生奨学基金積立金などで

ございます。 

８６ページの中ほどになります。目３研修費は、陸上記録会や集団宿泊学習など

学校行事用送迎バスの借上料や、教職員の資質向上を図るための研修補助金が主な

ものでございます。 

目４学校給食センター管理費は、前年度比で７２１万２,０００円の増となって

おります。増額の主な要因は、学校給食費補助金であります。ここでは、職員の人

件費のほか、学校給食センターの維持管理に必要な経費と調理配送に係る学校給食

業務委託料、公用車リース料、学校給食費補助金が主なものでございます。 

８８ページの中ほどから９０ページにかけてになります。項２小学校費、目１学

校管理費は、前年度比で２,６６１万７,０００円の減となっております。減額の主

な要因は、会計年度任用職員に係る経費を事務局費に組み替えたものでございます。

ここでは、職員の人件費、各小学校の維持管理に要する経費のほか、学校ネットワ

ークサーバー更新機器等のリース料、小学校ＩＣＴ校務支援システム設備等リース

料などが主なものでございます。 

９０ページになります。目２教育振興費は、小学校６校分の各教材用備品と要保

護及び準要保護児童就学援助費などが主なものでございます。 

９０ページの下から９２ページにかけてになります。項３中学校費、目１学校管

理費は、前年度比で７５８万５,０００円の減となっております。減額の主な要因

は、会計年度任用職員に係る経費を事務局費に組み替えたものでございます。ここ
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では、職員の人件費、中学校の維持管理に要する経費のほか、校医委託料や不登校

対策支援業務委託料、中学校ＩＣＴ教育整備等リース料などが主なものでございま

す。 

９２ページから９３ページになります。目２教育振興費は、前年度比で２０８万

７,０００円の減となっております。減額の主な要因は、備品購入費の減によるも

のでございます。ここでは、スクールバス運行業務委託料や要保護及び準要保護生

徒就学援助費、中学校入学援助金などが主なものでございます。 

以上で、管理課の説明を終わります。よろしくお願いします。 

○社会教育課長（宮本修一君） それでは、社会教育課関係の主なものにつきまして御

説明いたします。 

９３ページをお願いいたします。款９教育費、目１社会教育総務費でございます。

ここでは、職員の人件費のほか、成人教育、人権教育等を推進するための経費及び

町ＰＴＡ連絡協議会等への活動事業補助金を計上しております。 

９４ページをお願いいたします。目２公民館費は、前年度比で４,８６２万６,０

００円の増となっております。増額の主な要因は、老朽化が進みました大崎町研修

センターの解体工事に伴います経費を計上したことによるものでございます。ここ

では、主に中央公民館など各社会教育施設の維持管理に係る経費で、電気料等に係

る光熱水費や空調機器保守などの管理委託料のほか、公民分館の運営の充実を図る

ための公民分館運営補助金を計上しております。 

続きまして、９５ページをお願いいたします。目３図書館費には、主に会計年度

任用職員の報酬、図書館の維持管理に係る経費で、図書館警備業務や図書館清掃業

務の管理委託料のほか、図書購入費の備品購入費を計上しております。 

次に、９６ページをお願いいたします。目４文化振興費には、主に町内遺跡等の

文化財の保護や維持管理に係る経費、及び地域の文化芸術活動の推進を図るため、

町文化協会活動事業補助金を計上しております。 

続きまして、９７ページをお願いいたします。目５青少年教育費には、青少年の

健全育成に係る経費のほか、町青少年活動事業補助金や社会教育団体への活動補助

金を計上しております。 

次に、目６生涯学習振興費でございますが、生涯学習講座に係る講師謝礼が主な

ものでございます。 

次に、目１保健体育総務費でございます。前年度比３２８万８,０００円の増と

なっております。増額の主な要因は、燃ゆる感動かごしま国体大崎町実行委員会補

助金の増によるものでございます。ここでは主に、スポーツ推進委員等の報酬や町

民体育祭をはじめ各種大会を開催するための関連経費のほか、町体育協会、大隅ス
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ポーツ交流拠点プロジェクトへの運営補助金を計上しております。 

次に、９８ページをお願いいたします。目２体育施設費は、前年度比で５０５万

円の増となっております。増額の主な要因は、総合体育館の大規模改修工事に向け

た設計委託料を計上したことによるものでございます。ここでは主に、町内６箇所

の運動公園の夜間照明電気料に係る光熱水費のほか、運動公園や総合体育館の体育

施設に係る管理委託料を計上しております。 

以上で、社会教育課関係を終わります。よろしくお願いいたします。 

○企画調整課長（中野伸一君） それでは、企画調整課関係の主なものについて御説明

いたします。 

まず、３２ページをお願いいたします。下のほうになりますが、款２総務費、目

３広報費に４４５万９,０００円を計上いたしました。毎月発行しております広報

おおさきの印刷製本費が主なものでございます。前年度と比較いたしまして２９万

円の増となっておりますが、主な理由は、今月、コミュニティラジオ局のＦＭおお

さきが開局することに伴い、住民への町政施策周知を図るための広告料を増額した

ことによるものでございます。 

次に、３５ページをお願いいたします。一番下の、目１０企画費に７,８２６万

４,０００円を計上いたしました。３６ページにかけてでございますが、主に移

住・定住関連予算を計上しております。前年度と比較いたしまして３,１９５万円

の増となっておりますが、主な理由は、３６ページの中ほどにございます、野方地

区の宅地分譲地造成工事３,３００万円を計上したことによるものでございます。 

３７ページをお願いいたします。目１１青少年女性費に７万８,０００円を計上

いたしました。令和３年度に男女共同参画推進計画を策定の予算を計上しておりま

したが、令和４年度では計画策定業務が発生しないために、前年度と比較して２０

万４,０００円の減額となっております。 

３８ページをお願いいたします。目１３地方創生費は、１億１,０８５万８,００

０円を計上いたしました。節１８負担金，補助及び交付金の大崎町ＳＤＧｓ推進協

議会負担金を含むＳＤＧｓ推進関連予算が主なものでございます。前年度と比較い

たしまして１,１１６万円の減となっておりますが、主な理由は地域おこし研究員

と業務委託料の減額と地域おこし企業人プログラムが期間終了したことが伴い、今

年度は負担金を計上しなかったことによるものでございます。 

若干飛びまして、４５ページをお願いいたします。中ほどにございます、目１統

計調査総務費８万３,０００円と目２委託統計調査費３９万４,０００円は、就業構

造基本調査等の関連経費を計上しているところでございます。 

次に、７２ページをお願いいたします。款６商工費、目１商工総務費４,４７７
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万６,０００円は、企画調整課職員の人件費のほか、かごしま産業支援センター負

担金でございます。 

次に、７３ページから７４ページにかけてでございます。目２商工業振興費に３

０億１,８４５万９,０００円を計上いたしました。昨年度に引き続き、ふるさと納

税目標額を３０億円と設定しております。４３２万７,０００円の増となっており

ますが、主な理由は、新規事業といたしまして、７４ページにございます、企業価

値向上補助金を創設したことなどが主な理由でございます。 

次に、７５ページにかけてでございます。目３観光費に４,０７９万４,０００円

を計上いたしました。前年度と比較して６２１万２,０００円の増となっておりま

すが、大崎町陸上競技の聖地創り実行委員会補助金の増と、合宿等奨励金をスポー

ツ合宿等誘致促進事業補助金に移行し増額したことが主な理由でございます。 

次に、一番下の、目４新型コロナウイルス感染症対策事業費といたしまして、全

世帯への地域応援商品券発行事業経費を含む大崎町新型コロナウイルス感染症対策

委員会補助金と県のまん延防止等重点措置に伴う営業時間短縮要請協力金の町負担

金として、総額１億３,７７７万１,０００円を計上しているところでございます。 

以上で、企画調整課関係の説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○総務課長（上橋孝幸君） 総務課関係の主なものについて御説明いたします。 

２９ページをお願いいたします。款２総務費、目１一般管理費は、前年度比で８

２８万４,０００円の減となっております。減の主な要因は、一般管理費に計上し

た職員数の減によるものでございます。ここでは主として、町長等の特別職のほか、

職員に係る人件費や自治公民館へ交付いたします運営補助金及び、がんばる地域応

援交付金を計上しております。 

３２ページをお願いいたします。目２文書費は、納付書等の発送に係る郵便料や

電話料などの通信運搬費のほか、電話交換業務、例規類集データベースシステムの

更新に係る委託料などでございます。 

３３ページをお願いいたします。目４財政管理費は、財政事務に要する経常経費

でございますが、主なものは財政調整基金等への積立金でございます。 

次に、目６財産管理費は、主に庁舎等の維持管理に係る経費でございますが、前

年度比で２,７７７万３,０００円の減となっております。減の主な要因は、城内共

有墓地跡地の災害防止対策事業費の減でございます。 

３５ページをお願いいたします。目８交通安全対策費でございますが、主なもの

はカーブミラーやガードレール等に係る交通安全施設の工事費でございます。目９

防犯対策費は、志布志地区防犯協会への負担金が主なものでございます。 

３７ページをお願いいたします。目１２電算情報管理費は、電算システムの維持
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管理費が主なものとなっておりますが、前年度比で３３９万３,０００円の減とな

っております。減の主な要因は、契約期間満了による電算リース料の減でございま

す。なお、新規事業として、コンビニで各種証明書を取得できるようにするための

システム導入業務委託料や庁舎別館へつなぐＬＡＮケーブルの配線工事費を計上し

ております。 

次に、４２ページをお願いいたします。こちらは、選挙管理委員会関係でござい

ます。項４選挙費、目１選挙管理委員会費と目２明るい選挙推進費につきましては、

選挙事務に係る経常的な経費でございます。 

次の４３ページをお願いいたしまして、目３参議院議員選挙費から、次の４４ペ

ージの、目５町議会議員選挙費までは、今後執行予定のそれぞれの選挙に要する経

費を計上しております。 

少し飛びまして、８１ページをお願いいたします。款８消防費でございます。目

１常備消防費は、大隅曽於地区消防組合負担金でございます。目２非常備消防費は、

前年度比で４０４万７,０００円の増となっております。増の主な要因は、消防団

員の処遇改善のための出動報酬等の見直しによるものでございます。ここでは主と

して、消防団員の出動報酬のほか、防火水槽２基を整備するための工事請負費と大

丸分団に導入予定の小型動力ポンプ積載車の備品購入費を計上しております。 

８２ページをお願いいたします。目３防災対策費は、主に防災行政無線等の維持

管理費でございますが、前年度比で６７５万４,０００円の減となっております。

減の主な要因は、令和３年度で実施いたしました総合防災マップ作成委託料の減で

ございます。 

１０１ページをお願いいたします。款１１公債費でございますが、目１元金と目

２利子の合計で８億３,３４０万８,０００円でございます。 

以上で歳出の説明を終わりまして、次に歳入の主なものについて御説明いたしま

すので、８ページをお願いいたします。款１町税でございますが、前年度比で４,

７９２万円の増でございます。主として固定資産税の伸びを見込みましての増でご

ざいます。款２地方譲与税から款１０地方特例交付金までは、国の地方財政計画や

前年度の実績見込みを参考に増減しております。 

款１１地方交付税は、前年度比で６,６００万円の減でございます。固定資産税

の増加により基準財政収入額への影響があることと、令和２年国勢調査人口の確定

により基準財政需要額の減額を見込んでおります。 

款１５国庫支出金は、前年度比で２億７５万３,０００円の減、款１６県支出金

は１億４,３９５万１,０００円の減となっておりますが、いずれも災害復旧事業に

係る国・県負担金の減が主な要因でございます。 
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款１８寄附金は、前年度と同額の３１億４,０００円でございますが、このうち、

ふるさと納税寄附金を３０億円、企業版ふるさと納税寄附金を１億円計上しており

ます。 

次に、款１９繰入金は、前年度比で１億７,９４３万円の増でございます。主な

ものは、減債基金及びふるさと応援基金の繰入金の増でございます。 

以上で、歳入の説明を終わります。 

次に、７ページをお願いいたします。第２表地方債でございますが、起債の目的

欄の過疎対策事業から臨時財政対策債まで、合計で３億４２０万円を計上しており

ます。なお、限度額、起債の方法、利率、償還の方法につきましては御覧いただき

たいと思います。また、１０２ページ以降に給与費明細書、地方債関係資料等を添

付してございますので御参照いただきたいと思います。 

以上で、説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（神﨑文男君） 次に、議案第９号について補足説明を求めます。保健福祉課長。 

○保健福祉課長（谷迫利弘君） それでは、国民健康保険事業特別会計の主なものにつ

きまして御説明いたします。予算書によりまして歳出から御説明いたしますので、

１１ページをお願いいたします。 

款１総務費、項１総務管理費は、４９９万１,０００円を計上いたしました。主

なものは、目１一般管理費、節１１役務費の２７３万１,０００円で、国保連合会

に支払う手数料等でございます。 

１２ページをお願いいたします。２段目の表になります。款２保険給付費、項１

療養諸費は、一般被保険者の療養給付費及び療養費、そしてレセプト審査支払手数

料でございまして、合計１３億４６２万３,０００円を計上いたしました。前年度

に対しまして１,１４５万７,０００円の増額でございますが、これまでの医療費の

実績により増加が見込まれることが要因でございます。 

次の項２高額療養費は、一般被保険者の高額療養費及び高額合算療養費でござい

ます。次の１３ページをお願いいたします、合計で２億２,２５５万２,０００円を

計上いたしました。前年度に対しまして７９０万２,０００円の増額となっており

ます。項４出産育児諸費は４２０万３,０００円を、項５葬祭諸費は８４万円を、

次の１４ページをお願いいたします、項６傷病手当諸費は９２万７,０００円を、

それぞれ計上いたしました。 

款３国民健康保険事業費納付金は、県への納付金に係るものでございます。まず、

項１療養給付費は３億９１６万１,０００円を、その下、項２後期高齢者支援金等

分は９,３９６万６,０００円を、１５ページをお願いいたします、項３介護納付金

分には３,０３０万４,０００円を計上いたしました。以上、納付金の合計額は４億
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３,３４３万１,０００円となっております。この財源は、国民健康保険税及び保険

基盤安定繰入金が主なものでございます。 

款４共同事業拠出金、目１共同事業拠出金１,０００円は、退職者医療制度の対

象者の把握に資するため、国保連合会宛に送付される年金一覧表の抽出に係る経費

でございます。 

次の款５保健事業費、項１保健事業費は７７５万８,０００円を計上いたしまし

た。目１保健衛生普及費６３５万８,０００円は、被保険者指導業務に従事します

会計年度任用職員の人件費及び、１６ページをお願いいたします、レセプト点検共

同事業手数料などが主なものでございます。目２疾病予防費１４０万円は、人間ド

ック等の受診に係る健康診断費助成金でございます。項２特定健康診査等事業費２,

３５３万５,０００円の主なものは、会計年度任用職員の人件費及び特定健診業務

委託料などでございます。 

１７ページをお願いします。款８諸支出金、項１償還金及び還付加算金は１６５

万円を計上いたしました。これは、保険税の過誤納金等に伴う還付金でございます。 

款９予備費は、６２万５,０００円を計上いたしました。 

以上で歳出を終わりまして、次に歳入を御説明いたしますので、７ページをお願

いいたします。款１国民健康保険税は、一般被保険者分、退職被保険者分を合計い

たしまして２億５,９１５万７,０００円を計上いたしました。前年度に対しまして

８７５万８,０００円の減額となっております。 

次に、８ページをお願いいたします。款４県支出金、項１県補助金、目１保険給

付費等交付金は、１５億６,０３２万４,０００円を計上しております。前年度に対

しまして２,２６４万２,０００円の増額となっております。節１保険給付費等交付

金（普通交付金）１５億２,３４６万１,０００円は、歳出で御説明しました医療給

付費に対応するものでございます。節２保険給付費等交付金（特別交付金）３,６

８６万３,０００円は、保険者努力支援分及び県繰入金２号分等でございます。 

次に、款５財産収入は、利子及び配当金として５万７,０００円を計上いたしま

した。 

次に、款６繰入金、項１他会計繰入金は、１億４,６７９万１,０００円を計上い

たしました。主なものは、節１及び節２の保険基盤安定繰入金が合計で１億４７０

万３,０００円及び節５財政安定化支援事業繰入金の３,３７０万１,０００円でご

ざいます。 

９ページをお願いいたします。項２基金繰入金は、主に事業費納付金の財源とし

て２,８００万円を基金から繰り入れるものでございます。前年度に対しまして４

００万円の増額でございます。この繰入金は、国民健康保険税とともに歳出の国民
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健康保険事業費納付金の財源に充てるものでございます。なお、２月末現在の基金

残高は１億７,００１万６,３１９円となっております。 

款７繰越金、項１繰越金としまして１,０００万円を計上いたしました。 

次の款８諸収入、項１延滞金，加算金及び過料は、目１延滞金として１２０万１,

０００円を計上いたしました。項２預金利子は頭出しの１,０００円を計上いたし

ました。次の項３雑入は、合計で１００万４,０００円を計上いたしました。主な

ものは、目１一般被保険者第三者納付金の１００万円でございます。目２から、１

０ページの目８までは、それぞれ頭出しでございます。 

なお、１９ページ以降に給与費明細書を添付しておりますので、御参照いただき

たいと思います。 

以上で、説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（神﨑文男君） 次に、議案第１０号について補足説明を求めます。保健福祉課

長。 

○保健福祉課長（谷迫利弘君） それでは、後期高齢者医療特別会計の主なものにつき

まして御説明いたします。予算書によりまして、歳出から御説明いたしますので、

８ページをお願いいたします。 

款１後期高齢者医療広域連合納付金１億９,１７８万５,０００円を計上いたしま

した。前年度に比較して８７９万２,０００円の増額となっております。被保険者

から徴収した保険料と低所得者等に係る保険料軽減分に対する保険基盤安定分担金

を、県の広域連合に納付するものでございます。 

次に、款２諸支出金、目１後期高齢者保険料還付金２５万円を計上いたしました。

前年度と同額でございます。過誤納に係る保険料の還付金で、県の広域連合から受

け入れた分を被保険者へ返還するものでございます。 

次に、款３予備費は、２万２,０００円を計上いたしました。 

以上で、歳出を終わりまして、次に歳入を御説明いたします。６ページをお願い

いたします。款１後期高齢者医療保険料１億５７４万６,０００円は、目１特別徴

収保険料６,６５９万８,０００円と目２普通徴収保険料３,９１４万８,０００円は、

被保険者に係る保険料でございます。 

次に、款２使用料及び手数料、目１督促手数料は、普通徴収分に係る保険料の督

促手数料として２万円を計上いたしました。 

次に、款３繰入金、目１保険基盤安定繰入金８,６０３万５,０００円は、低所得

者等に係る保険料軽減に対して、県と町の負担分を繰り入れるものでございます。

目２一般会計繰入金１,０００円は、一般会計からの繰入金で、頭出しでございま

す。 
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款４繰越金、目１繰越金は、頭出しの１,０００円を計上いたしました。 

款５諸収入、項１延滞金，加算金及び過料、目１延滞金につきましては、現年度

分、滞納繰越分、それぞれ頭出しの１,０００円の合計２,０００円を計上いたしま

した。 

７ページをお願いいたします。２段目の表になりますが、項２償還金及び還付加

算金、目１還付金は２５万円を計上いたしました。項３預金利子、目１預金利子及

び、その次の項４雑入、目１雑入につきましては、それぞれ頭出しで１,０００円

を計上いたしました。 

以上で、説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（神﨑文男君） 次に、議案第１１号について補足説明を求めます。保健福祉課

長。 

○保健福祉課長（谷迫利弘君） それでは、介護保険事業特別会計の主なものにつきま

して御説明いたします。予算書によりまして、歳出から御説明いたしますので、１

０ページをお願いいたします。 

款１総務費、目１一般管理費４８万３,０００円は、介護保険事務に係る電算共

同処理のための国保連合会へ支払う手数料及びシステム保守委託料でございます。 

次に、款２保険給付費、項１介護サービス等諸費は、１１ページの上の表までで

ございますが、合計で１６億６２７万５,０００円を計上いたしました。前年度に

対しまして４,２００万円の減でございます。減の主な要因は、目１居宅介護サー

ビス給付費によるものでございます。 

次に、下の表、項２介護予防サービス等諸費は、１２ページまでの表でございま

すが、５,４９９万円を計上いたしました。主なものは、介護予防サービス給付費

などでございます。 

１３ページをお願いいたします。項３その他諸費、目１審査支払手数料１６８万

円は、介護給付費明細書の審査支払事務に係ります国保連合会への手数料でござい

ます。 

次に、項４高額介護サービス等費は、合計で５,４１２万円を計上いたしました。

利用者負担が一定額を上回った場合に給付する保険給付費でございます。 

次に、項５高額医療合算介護サービス等費は、合計で６７２万円を計上いたしま

した。これは、介護分と医療分の自己負担を合算して、当該負担が一定額を上回ら

ないように、利用者の負担の軽減を図るための保険給付費でございます。 

次の１４ページをお願いいたします。項６特定入所者介護サービス等費は、合計

で８,６６５万５,０００円を計上いたしました。これは、特別養護老人ホーム、老

人保健施設等におきまして介護サービスを受けた場合に、その所得段階に応じて、
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利用者の居住費、食費の負担の軽減を図るための保険給付費でございます。 

次に、款３地域支援事業費、項１介護予防・生活支援サービス事業費は、合計で

２,９９７万８,０００円を計上いたしました。要支援者のサービスのうち、訪問介

護及び通所介護サービスに係る経費でございます。 

次の１５ページをお願いいたします。項２一般介護予防事業費として５２５万５,

０００円を計上いたしました。高齢者元気度アップ・ポイント事業の実施やふれあ

いサロン活動事業、マスターズプロジェクト、ころばん体操など、介護予防事業な

どに係る報償費や委託料が主なものでございます。 

次の１６ページをお願いいたします。項３包括的支援事業・任意事業費、次の１

７ページまででございますが、合計で２,５９９万６,０００円を計上いたしました。

これは、地域包括支援センター運営事業の委託料や、認知症対策、生活支援コーデ

ィネーター設置に係る経費が主なものでございます。 

次の１８ページをお願いいたします。款６諸支出金、目１第１号被保険者保険料

還付金は７０万円を、次の款７予備費は１００万円を計上いたしました。 

以上で歳出を終わりまして、次に歳入を御説明いたします。 

６ページをお願いいたします。それぞれ、款で御説明いたします。款１保険料は、

６５歳以上の第１号被保険者の保険料でございますが、３億２,０５１万４,０００

円を計上いたしました。昨年度に対しまして３０９万８,０００円の増額でござい

ます。 

次に、款３国庫支出金、項１国庫負担金に３億５２９万７,０００円を、項２国

庫補助金として、７ページの上の表までですが、合計１億６,８１０万８,０００円

を計上いたしました。 

次に、款４支払基金交付金は４億８,２５４万８,０００円を計上いたしました。 

款５県支出金は、項１県負担金２億６,４３０万円を、項２県補助金は、８ペー

ジの上の表まで、合計で１,０００万２,０００円を計上いたしました。 

次に、款６繰入金は、一般会計からの繰入金として２億７,０６１万２,０００円

を計上いたしました。 

次に、款７繰越金は５,２７２万９,０００円を、次の款８諸収入、次の９ページ

まででございますが、頭出しで２,０００円または１,０００円を計上いたしました。 

以上で、説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（神﨑文男君） 次に、議案第１２号について補足説明を求めます。水道課長。 

○水道課長（髙田利郎君） それでは、水道事業会計予算について御説明いたします。 

予算書の１ページをお願いいたします。 

第２条は、業務の予定量でございます。（１）給水戸数６,５５０戸。（２）年間
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総給水量１４８万９,０００立方メートル。（３）一日平均給水量は、４,０７９立

方メートルでございます。（４）の主要な建設改良事業から、次の３条の収入及び

支出と、２ページの第４条資本的収入及び支出は、午前中の施政方針にございまし

た水道事業分の説明のとおりでございます。 

それでは、予算説明書で御説明いたしますので、２３ページをお願いいたします。

収益的収入及び支出の主なものについて、収入から御説明いたします。 

第１款水道事業収益、項１営業収益、目１給水収益は水道料金でございますが、

２億５３０万９,０００円を見込んでおります。対前年度比３７５万６,０００円の

減でございますが、使用料の実績に基づきまして見込みでございます。項２営業外

収益、目２補助金７２万９,０００円は、簡易水道企業債償還金の利息相当分と児

童手当に要する経費の一般会計からの補助金でございます。 

次の目４長期前受金戻入１,０９５万８,０００円でございますが、負債に計上し

てあります過去に受けた補助金で、令和４年度減価償却金額分を長期前受金から振

り替えて収益化するものでございます。 

２５ページをお願いいたします。支出の主なものについて御説明いたします。款

１水道事業費用、項１営業費用、目１原水及び浄水費３,７２７万円は、対前年比

４７万１,０００円の増でございます。主なものは、水質検査に必要な手数料及び

水源地等の維持管理に必要な修繕費、送水施設の運転のための動力費等でございま

す。増の要因でございますが、水道機械設備損害保険の増でございまして、過去５

年間の保険使用料実績に伴いまして負担率の増によるものでございます。 

目２配水及び給水費３,６２２万４,０００円は、対前年比１６万５,０００円の

減でございます。主なものは、職員２名の人件費と、２６ページをお願いいたしま

して、中継ポンプ場の運転に必要な通信運搬費や動力費、配水施設の維持管理に必

要な委託料、それから修繕費等でございます。減の要因は、法定福利費の共済組合

負担金の減でございます。 

目３総係費４,２６６万円は、対前年比６３万９,０００円の増でございます。水

道事業運営に必要な一般的経費でございまして、職員３名分の人件費と、２７ペー

ジをお願いいたしまして、会計年度任用職員の報酬及び量水器検針業務等の委託費

が主なものでございます。増の要因は、旅費に水道技術管理者講習会費用を、令和

４年度のみでございますが、計上したことによるものでございます。 

目４減価償却費６,６８５万６,０００円は、有形固定資産の減価償却費でござい

ます。目５資産減耗費２４１万９,０００円は、固定資産の除却費とたな卸資産減

耗費でございます。 

２８ページをお願いいたします。項２営業外費用の目１支払利息及び企業債取扱
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諸費４０万９,０００円は、企業債の償還利息などで３２万８,０００円の減でござ

います。目２消費税及び地方消費税８００万円は、消費税の納付予定額でございま

す。 

２９ページをお願いいたします。資本的収入及び支出の収入でございます。款１

資本的収入、項１負担金、目１他会計負担金１９８円は、消火栓設置工事の負担金

でございます。項２補助金、目１補助金１５９万９,０００円は、簡易水道企業債

の償還金の元金償還分の一般会計からの補助金でございます。 

３０ページをお願いします。支出でございます。款１資本的支出、項１建設改良

費、目１建設改良事業費７,３７４万６,０００円で、対前年比９,５４０万９,００

０円の減でございます。職員１名分の人件費と配水管布設替工事の工事請負費が主

なものでございます。町道仮宿下原線下原地区配水管布設替工事外１０箇所の計画

をいたしております。目２営業設備費４６４万３,０００円を計上いたしました。

主なものは、機械及び装置購入費の水道検針システム購入でございます。項２企業

債償還金、目１元金償還金２９５万７,０００円は、水道企業債元金償還金でござ

います。 

以上で説明を終わりますが、７ページ以降にキャッシュフロー計算書、それから

給与費明細書等を添付してございますので参照をお願いたいいたします。よろしく

お願いします。 

○議長（神﨑文男君） 次に、議案第１３号について補足説明を求めます。水道課長。 

○水道課長（髙田利郎君） それでは、公共下水道事業特別会計について御説明いたし

ます。事項別明細書で、歳出から説明いたしますので、９ページをお願いいたしま

す。款１公共下水道事業費、目１下水道総務費１,９３２万４,０００円で、２５９

万１,０００円の減でございます。主なものは、職員２名分の人件費と公課費でご

ざいますが、減の主な要因は、職員給の減でございます。 

１０ページをお願いいたします。次に、目２維持管理費でございますが、３,１

５８万４,０００円で、６７万８,０００円の増でございます。大崎クリーンセンタ

ーとマンホールポンプ場等の維持管理に必要な消耗品費、光熱水費及び管理委託料

が主なものでございます。増の要因は、消耗品費、光熱水費等の増でございます。 

次に、目３下水道整備費は１,６６０万８,０００円でございます。公共下水道事

業の公営企業法適用支援業務委託料及び、令和４年度は工事請負費を計上いたして

おります。業務委託は３年目になりますが、内容は、下水道予算科目及び勘定科目

等の設定と下水道企業会計システムの構築でございます。工事請負費につきまして

は、大崎郵便局横のマンホールポンプの取替工事でございます。 

次に、款２公債費、目１元金１億１,２６７万８,０００円は、地方債の償還元金
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でございます。 

１１ページをお願いします。目２利子１,６６５万円は、地方債の償還利子と一

時借入金の支払利息でございます。 

続きまして、歳入を説明いたしますので、７ページをお願いします。款１分担金

及び負担金、目１下水道費負担金６１万円は、受益者負担金でございます。 

款２使用料及び手数料、目１下水道使用料は３,８７８万７,０００円を計上いた

しました。対前年比１１６万４,０００円の増でございますが、下水道使用料金の

改定によるものでございます。 

款３繰入金、目１他会計繰入金１億４,０８０万６,０００円は、一般会計からの

繰入金でございます。対前年比５２２万４,０００円の増でございますが、歳出の

目３下水道整備費の工事請負費を計上したことと、この後に説明いたします公共下

水道事業債が減額になること、これに伴いまして繰入金を増額し調整するものでご

ざいます。 

８ページをお願いします。最後の、款６町債、目１公共下水道事業債１,７６０

万円は、公共下水道事業債で資本費平準化債及び公営企業会計適用債の借入でござ

います。令和４年度の起債返済額が減額になることに伴いまして、資本費平準化債

の借入額も減額になるものでございます。 

前に戻りまして、４ページをお願いします。ただいま説明いたしました歳入の地

方債でございます。起債の目的は、資本費平準化債が８５０万円、公営企業会計適

用債が９１０万円となっております。起債の方法、利率、償還の方法につきまして

は、各欄のとおりでございます。 

以上で説明を終わりますが、１２ページ以降に給与費明細書等が添付してござい

ますので、参照いただきたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。 

まず、議案第８号「令和４年度大崎町一般会計予算」について質疑はありません

か。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

次に、議案第９号「令和４年度大崎町国民健康保険事業特別会計予算」について、

質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

次に、議案第１０号「令和４年度大崎町後期高齢者医療特別会計予算」について、

質疑はありませんか。 
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［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

次に、議案第１１号「令和４年度大崎町介護保険事業特別会計予算」について、

質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

次に、議案第１２号「令和４年度大崎町水道事業会計予算」について、質疑はあ

りませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

次に、議案第１３号「令和４年度大崎町公共下水道事業特別会計予算」について、

質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

ただいま議題となっております議案第９号、議案第１０号、議案第１１号は、会

議規則第３９条第１項の規定により、総務厚生常任委員会に付託いたします。 

次に、議案第１２号、議案第１３号は会議規則第３９条第１項の規定により、文

教経済常任委員会に付託いたします。 

次に、議案第８号についての審査方法についてお諮りいたします。議案第８号

「令和４年度大崎町一般会計予算」については、委員会条例第７条第１項及び第４

項の規定により、議長を除く１１名の委員で構成する令和４年度大崎町一般会計予

算審査特別委員会を設置し、これに付託して審査したいと思いますが、これに御異

議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、ただいま指名いたしました１１名を委員とする、令和４年度大崎町一般

会計予算審査特別委員会に付託して審査することに決定いたしました。 

これより、特別委員会の委員長及び副委員長の互選をしていただきます。委員会

条例第８条第２項の規定により、特別委員会の委員長及び副委員長は特別委員会に

おいて互選することになっております。さらに、同条例第９条第１項の規定により、

委員長及び副委員長が共にいないときは、議長が委員会招集日時及び場所を定めて

その互選を行わせることになっておりますので、これより特別委員会の委員長及び

副委員長の互選を議員控室でしていただきます。 
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これより暫時休憩いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後２時２３分 

再開 午後２時３２分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（神﨑文男君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

ただいま、特別委員会において互選されました委員長及び副委員長の氏名を報告

いたします。 

委員長に１１番、児玉孝德君、副委員長に７番、吉原信雄君が選任されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１８ 議案第１４号 大崎町個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定に

ついて 

○議長（神﨑文男君） 日程第１８、議案第１４号「大崎町個人情報保護条例の一部を

改正する条例の制定について」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。本案は、令和４年４月１日から施行される

個人情報保護法の規定に伴い、大崎町個人情報保護条例の一部を改正するものでご

ざいます。 

よろしく御審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 

なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○総務課長（上橋孝幸君） それでは、御説明いたします。 

本案は、国における個人情報保護制度の見直しにより、独立行政法人等の保有す

る個人情報の保護に関する法律が令和４年４月１日に廃止され、独立行政法人等に

係る個人情報の保護に関する規律については、令和４年４月１日から施行される改

正後の個人情報保護法において定められることになりましたので、大崎町個人情報

保護条例について、所要の改正を行うものでございます。 

それでは、新旧対照表に基づいて御説明いたします。 

アンダーラインの箇所が改正部分でございますが、第４条第３号中、独立行政法

人等の用語の定義について引用する法令を、現行から改正案のとおり整理するもの

でございます。なお、改正後の条例は、令和４年４月１日から施行することとして

おります。 

以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 
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○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第１４号は、会議規則第

３９条第３項の規定により、委員会付託を省略いたしたいと思います。これに御異

議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 異議なしと認めます。 

よって、本案は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。議案第１４号「大崎町個人情報保護条例の一部を改正する条例の

制定について」は、原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第１４号「大崎町個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定に

ついて」は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１９ 議案第１５号 大崎町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する

条例の制定について 

○議長（神﨑文男君） 日程第１９、議案第１５号「大崎町職員の育児休業等に関する

条例の一部を改正する条例の制定について」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。本案は、令和３年８月に人事院が報告した

妊娠、出産、育児等と仕事の両立支援のために講じる措置に基づき、非常勤職員の

育児休業等の取得要件等の緩和等を行うため、大崎町職員の育児休業等に関する条

例の一部を改正する条例を制定するものでございます。 

よろしく御審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 

なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○総務課長（上橋孝幸君） それでは、御説明いたします。 

令和３年８月に、人事院が国家公務員に係る妊娠、出産、育児等と仕事の両立支

援のために講じる措置を明らかにし、国家公務員について両立支援の措置が講じら
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れることに伴い、地方公務員についても、地方公務員法第２４条第４項の均衡の原

則に基づき、国家公務員と同様の措置を講ずることが求められております。本案は、

この措置を受けまして、大崎町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正するも

のでございます。 

改正の内容は、非常勤職員の育児休業及び部分休業の取得要件の緩和措置等でご

ざいます。これまでは、非常勤職員が採用から引き続き在職した期間が１年以上で

なければ、育児休業や部分休業を取得することができませんでしたが、今後は、継

続的な勤務が見込まれる非常勤職員につきましては、採用当初から取得できること

になるものでございます。 

それでは、お手元の新旧対照表で御説明いたしますので、１ページをお願いいた

します。右側が現行、左側が改正案で、アンダーラインの箇所が改正部分でござい

ます。 

まず、第２条第３号は、育児休業を取得する際の非常勤職員の要件について規定

しておりますが、現行の「（ア）任命権者を同じくする職に引き続き在職した期間

が１年以上である非常勤職員」となっている要件を削除し、（イ）及び（ウ）をそ

れぞれ繰り上げ、条文を整理するものでございます。 

次に、２ページをお願いいたします。第１９条でございますが、こちらは部分休

業、いわゆる子を養育するため２時間を越えない範囲で勤務しない場合の職員の要

件について規定しております。現行の第２号の「（ア）特定職に引き続き在職した

期間が１年以上である非常勤職員」となっている要件を削除するとともに、（イ）

を削除し、第１９条第２号の条文を整理するものでございます。 

次に、３ページをお願いいたします。左側の改正案でございますが、第２３条は

新設でございます。こちらでは、妊娠、出産等を申し出た職員に対する個別の周知、

意向確認に関する措置が義務づけられることになります。次の第２４条も新設にな

りますが、勤務環境の整備に関する措置についての規定でございます。こちらでは、

職員に対する育児休業に係る研修の実施などの措置が義務づけられることになりま

す。 

なお、改正後の条例は、令和４年４月１日から施行することとしております。 

以上で、説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第１５号は、会議規則第
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３９条第３項の規定により、委員会付託を省略いたしたいと思います。これに御異

議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、本案は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。議案第１５号「大崎町職員の育児休業等に関する条例の一部を改

正する条例の制定について」は、原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第１５号「大崎町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する

条例の制定について」は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２０ 議案第１６号 大崎町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定

について 

○議長（神﨑文男君） 日程第２０、議案第１６号「大崎町国民健康保険税条例の一部

を改正する条例の制定について」を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。本案は、全世帯対応型の社会補償制度を構

築するための健康保険法等の一部を改正する法律及び施行に伴う政令の整備等によ

り、子育て世帯の負担軽減の観点から、子どもの均等割部分を軽減する措置が講じ

られたため、国民健康保険税条例の一部を改正するものであります。 

改正する内容は、軽減を図るため、国民健康保険に加入している６歳以下の未就

学児１人当たりの均等割額を２分の１に減額するものです。 

よろしく御審議賜り、御可決くださいますようお願い申し上げます。 

なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○税務課長（本松健一郎君） 今回の改正につきましては、先ほど町長のほうから説明

がありましたとおり、全世帯対応型の社会保障制度を構築するための健康保険法が

中心になった法律改正が主なものでございます。 

世帯主に対して賦課する被保険者均等割型から、当該世帯に属する未就学児であ
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る被保険者につき算定した被保険者均等割額を減額する等の措置を講じられるため、

国民健康保険税条例の一部を改正するものでございます。 

具体的には、子育て世帯の負担軽減を図るため、国民健康保険に加入している子

どもの均等割額を軽減する措置で、６歳以下の未就学児１人当たりの均等割額を２

分の１軽減をするものでございます。 

では、実際の均等割の軽減額につきまして、議案の次にございます新旧対照表の

８ページをお開きしていただきまして、それに基づいて説明をさせていただきます。 

８ページ、９ページに新設されておりますアンダーラインの部分が、今回の改正

箇所でございます。国民健康保険税の減税額第２３条第２項が新設され、第１項は

現行の基礎課税額均等割額、現在２万７００円になりますが、これに対して減額さ

れた後の納税額でございます。 

次の９ページを御覧ください。第２３条第２項第２号は、現行の後期高齢者支援

金等課税額均等割額が、現在７,８００円に対しまして減額された後の納税額でご

ざいます。一般の未就学児を含む世帯については、同項第１号のエの記載のとおり

で、現行の２分の１軽減額の基礎課税額均等割額２分の１になりますので１万３５

０円であります。同項第２号エも記載のとおり、現行の２分の１の減額の後期高齢

者支援金等課税額均等割額３,９００円となります。令和３年度の実績で申し上げ

ますと、国民健康保険加入未就学者が６６名でございました。この数字をもとに計

算をいたしますと、最大で９４万円程度、最小で２８万円程度が影響額と、今、考

えているところでございます。これにつきましては、国からの交付金等で補填をさ

れるということですので、特別会計のほうには影響は出ないということで考えてお

ります。 

以上で、新旧対照表による条例改正の説明を終わりまして、次に、今回の改正に

よる施行年月日について御説明させていただきますので、議案の下段を御覧いただ

きたいと思います。附則の第１項でございますが、この条例は、上位法の改正に伴

う条項の整理等は、公布の日から施行となりますが、未就学児に係る負担金軽減措

置に関するものにつきましては、令和４年４月１日からの施行となります。 

第２項は、改正前、改正後それぞれの適用区分について規定するものでございま

す。 

以上で、説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 
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お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第１６号は、会議規則第

３９条第３項の規定により、委員会付託を省略いたしたいと思います。これに御異

議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、本案は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。議案第１６号「大崎町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

の制定について」は、原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第１６号「大崎町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定

について」は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２１ 議案第１７号 大崎町介護保険基金条例の制定について 

○議長（神﨑文男君） 日程第２１、議案第１７号「大崎町介護保険基金条例の制定に

ついて」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。本案は、介護保険財政の調整を図り事業の

健全化に資するため、大崎町介護保険基金を設置することとし、その管理、運用及

び処遇に関する事項を定めるものでございます。 

よろしく御審議賜り、御可決くださるようお願い申し上げます。 

なお、詳細につきましては担当課長が説明いたします。 

○保健福祉課長（谷迫利弘君） それでは、御説明いたします。 

本案は、介護保険事業の円滑な運営に資するため、大崎町介護保険基金を設置す

るに当たり、必要な事項を定めるものでございます。 

条文に沿って説明をさせていただきます。 

第１条では、基金の目的及び設置について定めております。第２条では、基金と

して積み立てる額について定めております。第３条では、基金に属する現金の管理

について定めております。第４条では、基金の運用から生ずる現金の処理について
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定めております。第５条では、基金に属する現金の処分について定めております。

第６条では、基金に属する現金の理解運用について定めております。第７条では、

委任事項について定めております。 

次のページをお願いいたします。最後に、附則でございますが、本条例は、令和

４年４月１日から施行するものとしております。 

以上で、説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

ただいま議題となっております議案第１９号は、会議規則第３９条第１項の規定

により、総務厚生常任委員会に付託いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（神﨑文男君） 以上をもって、本日の日程の全部を終了いたしましたので、本

日はこれをもって散会いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

散会 午後２時５１分 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 ２ 号 

 

３月１６日（水） 
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令和４年第１回大崎町議会定例会会議録（第２号） 

 

令和４年３月１６日 

午前１０時００分開議 

於 会 議 議 場 

１．議事日程 

日程第１ 会議録署名議員の指名（１番，２番） 

日程第２ 一般質問 

日程第３ 議案第１号 令和３年度大崎町一般会計補正予算（第８号） 

（総務厚生常任委員長報告） 

日程第４ 議案第２号 令和３年度大崎町国民健康保険事業特別会計補正予算

（第２号） 

（総務厚生常任委員長報告） 

日程第５ 議案第３号 令和３年度大崎町後期高齢者医療特別会計補正予算 

（第１号） 

（総務厚生常任委員長報告） 

日程第６ 議案第４号 令和３年度大崎町介護保険事業特別会計補正予算 

（第２号） 

（総務厚生常任委員長報告） 

   日程第７ 議案第１８号 ２災８３６号飯隈橋橋梁災害復旧工事（上部工）請負

契約の締結について 

 

２．出席議員は次のとおりである。（１２名） 

１番 平 田 慎 一 ７番 吉 原 信 雄 

２番 富 重 幸 博 ８番 中 山 美 幸 

３番 稲 留 光 晴 ９番 上 原 正 一 

４番 諸 木 悦 朗 １０番 小 野 光 夫 

５番 宮 本 昭 一 １１番 児 玉 孝 德 

６番 中 倉 広 文 １２番 神 﨑 文 男 

 

３．欠席議員は次のとおりである。（０名） 

 

４．地方自治法第１２１条の規定により、会議事件説明のため出席した者の職・氏名 

町 長 東   靖 弘 農林振興課長 中 村 富士夫 
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副 町 長 千 歳 史 郎 耕 地 課 長 竹 本 忠 行 

教 育 長 藤 井 光 興 建 設 課 長 時 見 和 久 

会 計管理者 西 髙 和 義 農委事務局長 相 星 永 悟 

総 務 課 長 上 橋 孝 幸 水 道 課 長 髙 田 利 郎 

企画調整課長 中 野 伸 一 教委管理課長 上 野 明 仁 

住民環境課長 岡 留 和 幸 社会教育課長 宮 本 修 一 

保健福祉課長 谷 迫 利 弘 税 務 課 長 本 松 健一郎 

 

５．職務のため出席した事務局職員の職・氏名 

事 務 局 長 本 髙 秀 俊 

次長兼調査係長 福 永 浩 二 

議 事 係 長 上 床 就 路 

庶 務係主幹 西   ゆかり 
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開議 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（神﨑文男君） これより、本日の会を開き、直ちに会議いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（神﨑文男君） 日程第１「会議録署名議員の指名」を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、１番、平田慎一君、及び

２番、富重幸博君を指名いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第２ 一般質問 

○議長（神﨑文男君） 日程第２「一般質問」を行います。 

一般質問は、通告順により許可いたします。まず、３番、稲留光晴君の質問を許

可いたします。 

○３番（稲留光晴君） 皆さん、おはようございます。日本共産党の稲留でございます。

通告書に基づき質問をいたします。 

まず、はじめに、コロナ禍での感染予防についてでございます。オミクロン株が

出て以来、症状が軽いとのマスコミ報道があります。この間、鹿児島県を含め、全

国でも爆発的感染が広がり、本町も連日感染者が出ております。３月からは、特に、

感染者との接触による感染増加が目立っております。 

それでは、本題に入りまして、公共の屋外施設利用をどこまで認めるか、特にグ

ランドゴルフ場利用です。知り合いの方も町外でのグランドゴルフで感染をされま

した。症状はなくても、家族に感染させてしまったとのことでありました。また、

あすぱる大崎グラウンドへは、町外の方も多く来られている状況であります。グラ

ンドゴルフは健康増進の一翼を担っていますので、グランドゴルフ場禁止とはなか

なかいかないのではないかと考えます。どこまで認めるかについて答弁をお願いし

て、最初の質問といたします。 

○町長（東 靖弘君） 公共屋外施設利用はどこまで認めるかとの御質問でございます。

現在、本町におきまして、グランドゴルフで使用できる公共屋外施設は、運動公園

等やふれあいの里公園の多目的広場などを含め、合計９箇所でございます。コロナ

禍における公共屋外施設利用につきましては、町内の感染状況、近隣自治体や鹿児

島県が有する施設の対応状況などを考慮して、施設利用に当たっては感染防止対策

を徹底した上で利用可能としているところでございます。 

また、住民の方々の健康を維持するためには、運動を継続して行うことが大切な

ことであると認識していることから、利用者自らも感染症対策を十分行った上で御
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利用いただきたいと考えております。 

以上でございます。 

○３番（稲留光晴君） 今、町長から答弁をいただきました。グランドゴルフ場が禁止

ということが、昨年、オミクロン株が出る前、使用禁止という期間があったと思う

んですが、そのときの状況と最近の状況というのは当然違うと思うんですが、その

辺はいかがでしょうか。 

○町長（東 靖弘君） 新型コロナウイルスが発生して、緊急事態宣言が出されたり、

あるいはまん延防止重点措置が、現在解除されておりますけど、緊急事態宣言等に

おいては、その時点での感染拡大は急速に広がっておりましたので、国・県もそう

いう使用上については十分、厳重に注意することとあって使用禁止ということをや

っていたところでございます。 

だんだん、新型コロナウイルスの変異株が変わってきて、現在オミクロン株とい

うことであります。オミクロン株が発生して、まん延防止等重点措置がずっと取ら

れておりまして、鹿児島県においても３月６日をもって重点措置を解除する、そし

て飲食店の営業時間等についても解除していくという方針が取られてきているとい

うことが今日であると思います。 

公共施設の使用についてということでのお尋ねですけど、オミクロン株が発生し

てきて、そしてまた、その中でも利用される方々、高齢者の方だけでなくしてすべ

ての人々が感染防止対策を講じてきているという状況があります、認識も大分高ま

ってきているということがありましたので、今回も、それぞれの団体の皆さん方に

も、使用に当たっては厳重にマスク着用、間隔を空けることということもお願いし

ながら使用を認めているという状況でございます。 

○３番（稲留光晴君） そういう関係者の代表の方とか、毎週練習されている方、あと

は試合をされている方なんかの代表者の方には、行政のほうから、こういう状況だ

からということで注意をしてくださいと、直接そういうお話というのはされている

というような町長の答弁でよかったんでしょうか。 

あと、私も持留改善センターによく行くんですが、感染予防の看板等がちょっと

見づらいとか、もっと注意を喚起するようなそういうふうな工夫というかですね、

そういうのも必要ではないかと思うんですが、持留改善センターに限ったことでは

ないんですが。その辺の看板等のかけ直しとか、そういうのは考えていらっしゃら

ないのかなと思いますが、いかがでしょうか。 

○町長（東 靖弘君） 持留改善センターによく行かれるということでございますが、

グランドゴルフをされる皆さん方、その代表者からも、利用される方々にはマスク

着用と、それから間隔を空けること、休憩時間においても間隔を空けることという



 

－ 71 － 

のは再三、再三注意していただいていることも、こちらのほうからも再三そういっ

た情報を発信して、そういうふうな指導をしてくださいということもお願いしてき

ておりますので、利用される皆さん方は認識をされておられると思います。その上

で、注意書きがよく見えづらいということでありますので、その点については担当

課と協議しながら、どういう対応をすればいいかということは考えてまいりたいと

思います。 

○３番（稲留光晴君） その辺は、再度検討をしていただいて、大きく目立つものにし

ていただければと考えます。 

それでは、２番目に入ります。学校のトイレに生理用品の常備についてですね。

この件は昨年、教育長に面談をさせていただきまして、要望として話をいただいた

経緯でございます。この間、鹿児島県男女共同参画室が、生理の貧困に関するウエ

ブアンケート調査結果を公表をいたしました。調査目的は、女性や女の子が経済的

な理由などから生理用品が買えない、また使えない、いわゆる生理の貧困に関する

状況を把握し、課題を整理して今度の施策の参考とするためです。令和３年９月２

１日から１０月１０日の二十日間で、回答数４,０３５人でありました。生理用品

が買えなくて困った経験のある人の内容として、「子どもの学費、部活動費、家族

の食事や交際費で出費が多く、そちらのほうを優先してしまう」これは２０代パー

トの女性。２番目に、「給料が少なく、うち小学生が３人で、長期間勤務が困難な

ため、収入が少ない」４０代契約社員。３番目、「父と妹と３人暮らし。父に頼み

づらい」など、コロナ禍で増えていると分析をしています。 

「生理用品を無料で配布される場合、どの場所がよいか」との回答では、「公共

トイレ」が５１％、「学校トイレ」が５９％となっています。また、今年の県の新

年度令和４年度当初予算で、市町村への支援金の中で生理の貧困支援促進事業とし

て７００万円が予算化されたそうです。ということを報告し、本題に入りましてで

すね、教育長に昨年９月に一般質問を求めました。その後の対応等についてお聞か

せをいただきたいと思います。 

○教育長（藤井光興君） ただいまの質問にお答えいたします。 

現在、学校で生理用品が必要な児童・生徒に無償で提供できる状況にあります。

特に大崎中学校では、校内のすべての女子トイレの手洗い場の横に生理用品を設置

し、誰にも断ることなく生理用品を取れるようになっています。使用量としては、

月に３５枚程度使われていると報告を受けておりますが、これらは昨年の１２月か

ら実施しておりますが、今のところ大きな問題はないようです。今、中学校につき

ましては、今、申し上げましたように、保健室に行かなくても、自由に取れるよう

にしたということです。 
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あと、このことにつきましては、２月の校長会で中学校の校長から報告してもら

いましたけども、小学校につきましては、今のところ、まだ従来どおり保健室で管

理していると、これは発達段階もあるでしょうから、そういうことです。 

以上です。 

○３番（稲留光晴君） 教育長から、現在、大崎中学校のほうに配備していると、常備

しているということでございます。この件に関して、鹿児島県内でも１４市町村が

取り組んでおりますが、学校でもですね中学校とかそういうふうな区別はなくて、

トイレに置いているというところが、垂水市、日置市、志布志市、姶良市、さつま

町、それであと大崎町ということになりましたので、あと小学校も高学年からは、

そういう女の子の日が来ると、そういう月に１回の子がおりますので、またその辺

は引き続き検討していただければと思います。よろしくお願いします。 

もう１点ですね、先ほど申しました、県の補正が組まれて、７００万円の支援金

ということで、各市町村への促進事業で支援金が７００万円出ておりますので、ま

たそこ辺もちょっと利用していただければというふうに思っております。 

それでは、３番目に入ります。自治公民館文書発送の利用の在り方についてでご

ざいますが、昨年、２年前ですね、神奈川県のほうから大崎菱田のほうに帰られて

こられた男性の方がいらっしゃいますが、奥様が菱田の生まれということでですね

帰ってこられた。その方からのですね、私はちょっと抗議的な言葉で話をされたん

ですね。町長、鹿児島県護国神社奉賛会大崎支部長、東靖弘のほうからですね自治

公民館長班長様ということで、令和３年度護国神社奉賛会費とりまとめ方について

お願いということでですね「奉賛会費額が１戸当たり５０円となっておりまして、

今年も町民の皆さんの浄財を募っていただくよう、県護国神社より依頼がまいりま

した。つきまして、下記のとおり皆様の御協力をよろしくお願い申し上げます。以

上、とりまとめの上、６月１５日までに、老人福祉センター内社会福祉協議会窓口、

または大崎町役場野方支所まで御入金くださるようお願いいたします。なお、個人

への領収書は準備しておりませんので、自治公民館宛の領収書を発行いたします。

よろしくお願いします。問い合わせ先は、鹿児島県護国神社奉賛会大崎支部、大崎

町社会福祉協議会内」というふうになっておりますね。それとまた、鹿児島県護国

神社水系奉賛会趣旨という文書もその方からいただいてですね、こういった文書が

自治会のそういった自治会費からですね引かれているんですね。 

町長、当然御存じだと思うんですが、自治会のこういうルートでこういうお金を

集めていると。私も当初は全くこういうのを知らないし、公民館長さんだけが御存

じだったのか、見たこともないものを突き付けられまして、こういうことをしても

いいのかみたいなですね言われたんですよ。ルートとしては、住民に協力を求めな
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ければならないという、こういう寄附でも何でもそうなんですが、今後はやっぱり

ルートを変えてですね再検討が必要じゃないかと考えるんですが、町長、いかがで

しょうか。 

○町長（東 靖弘君） 問題は、護国神社からの文書が社会福祉協議会に来るわけであ

りますけれども、そちらのほうからずっとやっていたということで、文書発送が役

場の公文書発送の中で実施していたということであります。護国神社の奉賛会に対

する寄附自体は神社が主催してやることですので、個人のそういった考えの方々は

寄附していただくということはあって当然だと思っておりますが、ただ、御指摘が

あった、行政が宗教団体の文書を出していいのかどうかということがありますので、

その点については十分検討をしてまいりたいと思います。 

○３番（稲留光晴君） 金額ではないということを、私も実際のところですね、いろん

な団体の方から来ておりますので、その辺は、今、町長がお答えになりましたとお

りでいいかと思いますが。多くの住民の方も、役場の総務課からこうやって回覧が

来れば、何の気なしにしてしまう。それは私のほうに抗議をされた方もですね、

「ずっとお袋が何十年もやってきたから、あんたもしなさい」みたいなことを言わ

れたそうですね。また、そこ辺がやっぱり当然おかしいんじゃないのということが

ございましたので、ちょっとそこ辺を質問をさせていただきましたので、再検討を

ということでですねお願いしたいと思います。 

それでは、最後の質問になります。地域おこし協力隊員についてでありますけれ

ども、本町に地域おこし協力隊員の方が初めて来られたのは、ちょっと私の記憶は

確かかどうかわかりません、７年前だったと思うんですよね。それから、もう何期

目かが交替とかいうことでいなくなられたりという現状がございます。 

それでは、地域おこし協力隊員のですね活動状況について、現状をお示しをお願

いしたいと思います。 

○町長（東 靖弘君） 地域おこし協力隊の活動状況についての御質問でございます。

御承知のとおり、地域おこし協力隊制度は、総務省が定める地域おこし協力隊推進

要綱に基づき、人口減少や高齢化等の進行が著しい地方において、地域外の人材を

積極的に誘致し、その定住・定着を図る趣旨のもと、活用されており、令和２年度

末では全国で５,５６０人が委嘱されております。 

その委嘱形態については、非常に自由度が高い制度となっており、行政職員の補

助的な役割であったり、熊本県高森町では、劇団を設立するために２０名の地域お

こし協力隊を募集するなど、多種多様な活用がなされているようであります。本町

におきましては、これまで通算１１名の方を任用してまいりましたが、現在は４名

の方を、地域おこし研究員という名称で業務委託契約の形態で任用しております。 
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この４名の今年度の活動状況についてお答えさせていただきます。お一人は、特

産品事業者間のコミュニティ構築や事業者間連携による商品開発、及び認知拡大イ

ベント開催などの活動を行っています。２人目は、特産品の販路拡大、及び本町特

産品の知名度向上に資するシェフツアー、鹿児島相互信用金庫と連携した事業承継

支援などでございます。３人目と４人目は、多文化共生推進業務、旧大崎マルシェ

の活用促進、男女共同参画推進計画策定へのアドバイスなどを行っていただいてい

るところであります。 

残念ながら、新型コロナウイルス感染症の拡大により、多人数でのイベントが開

催できないなどの制約を受けている中ではありますが、本町の地方創生推進に客観

的な視点での御協力をいただいております。 

以上でございます。 

○３番（稲留光晴君） 現在４名いらっしゃるということでですね、最初のほうは地域

おこし協力隊員という呼び方でやっておりました。これが、今、研究員というふう

に変わっているんですね、私は議案等を見て、そう思ったんですが。これはどこが

どう違うのか、委託の中身、そういうのがあるんですか、ちょっと教えていただけ

れば。 

○町長（東 靖弘君） ただいまの御質問につきましては、担当課長が答弁いたします。 

○企画調整課長（中野伸一君） お答えいたします。 

あくまでも国の制度上は地域おこし協力隊ということで、間違いございません。

本町が慶応大学との連携協定を結んだ際に、慶応大学の大学院生を受け入れる名称

が地域おこし研究員という制度がございましたので、その名称を代用させていただ

いているだけで、中身といたしましては地域おこし協力隊と何ら変わりはございま

せん。 

以上でございます。 

○３番（稲留光晴君） 例えば、契約というか、本町に例えば７月に来られたと、年初

に来られた場合、例えば途中で来られて活動をずっとされて、それから年度ごとに

契約更新になるわけですよね。それの契約更新はどのようになっているのかをちょ

っとお尋ねをしたいと思いますが。 

○町長（東 靖弘君） 契約更新についての御質問でございますが、本町で活動されて

おります４名の地域おこし研究員の契約につきましては、単年度ごとの契約になっ

ており、すべてが本年３月での契約終了となっております。 

   以上です。 

○３番（稲留光晴君） 例えば、今申しましたように、６月でも７月でも来られておら

れても、年度末、３月末をもって契約が満了になるという理解でよろしいんですか。
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６月に来たから、例えば新しい年度になって６月までということではないんですか。

ちょっと、そこ辺を再度お願いします。 

○企画調整課長（中野伸一君） 地域おこし協力隊の制度につきましては、総務省の推

進要綱に基づいて行っているわけでございますが、最長３年間となっていることは

御指摘のとおりでございます。 

ただ、予算を編成する際には、あくまでも単年度ごとの予算措置をしますので、

とりあえず今回は、年度で終了ということに措置しているところでございます。 

以上でございます。 

○３番（稲留光晴君） あとですね、契約満了後の処遇はどうなるかと、私はこういう

質問をしたんですが、契約満了後の処遇というのは、もう本町とは全く関係のない、

対応していないよということなんですかね。ちょっと、私、処遇はどうなるかと質

問があったんですが、ちょっとそこ辺はどうですか。 

○町長（東 靖弘君） 契約満了後の処遇についての御質問でございます。先ほどの答

弁と重なりますが、本年３月での契約終了となっておりますので、４月以降におけ

る地域おこし協力隊としての本町との契約は発生しない予定でございます。 

○３番（稲留光晴君） 了解いたしました。 

あと、さかのぼっての話になるんですが、地域おこし研究員の方もですね、学校

の教職員の免許を持っていらっしゃった方が、先生の助手とかですね、そういった

ところで事務的助手、教師助手として働く内容ではなかったのかと。当然、本町に

定住をしてほしいという、私の気持ちと言いますか、私たちの気持ちがあったんで

すが、それが目的ではないということに理解を私なんかもしていいのかなと。地域

おこし協力隊の方にですねずっと定住をして仕事をしてほしいという気持ちを持つ

べきではないのかなと、最近思うようになったんですが、ちょっとそこ辺をお聞か

せください。 

○町長（東 靖弘君） これまで、本町への地域おこし協力隊として来てこられた方々

で、２０代から４０代ぐらいまでという層でありますけれども、当然、契約期間終

了後、本町での仕事ということで、そういった説明をこれまでもしてはまいりまし

たけれども、やはり、次の自分のステップということを考えての地域おこし協力隊、

研究員としてということで来ている方々がおりますので、一通りは移住・定住とか、

あるいは本町で活躍ということは、私自身は説明もしてきたつもりであります。 

しかし、当の本人たちが、また次のステップで活躍したいという意向を持ってお

りますので、そこは実現していないというところです。 

○３番（稲留光晴君） 次の、町の職員として採用の考えはないのかというふうに質問

になりました。隣の東串良町はですね職員として採用をしたらしいですよ。ちょっ
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とそこ辺で、町長のお考えをお聞かせください。 

○町長（東 靖弘君） その点につきましては、担当課長のほうで答弁をさせていただ

きます。 

○企画調整課長（中野伸一君） 御指摘の、東串良町に採用されたというお話で、東串

良町のほうにちょっと問い合わせをしてみました。 

東串良町の協力隊員であった方が、３年経過後に、今、移住コーディネーターと

いう形で委嘱をされているようでございます。それは、最初からその方のために用

意された職というわけではなくて、たまたま移住コーディネーターという募集を公

募をかけたときに、協力隊員の最終年度に当たっていた方が応募をされて、たまた

まそれに採用されたということでございますので、退任後、その方のために職を用

意したという形ではございませんということで、東串良町のほうから回答を得てい

るところでございます。 

以上でございます。 

○３番（稲留光晴君） 移住コーディネーターということで、今、課長はおっしゃった

ですよね。本町にはそういう、似たようなのはございませんでしたか。そういうこ

とで来られたというのはないんですか。 

○企画調整課長（中野伸一君） 移住コーディネーターという職でしょうか。本町では、

今のところはそのような職は設けていないところでございます。 

以上でございます。 

○３番（稲留光晴君） たまたま、じゃあ、東串良町で移住コーディネーターで募集を

かけて、その方が、今、町の職員ということなんですね。中野課長が、今、早速問

い合わせをしましたということでございますけども、ちゃんと職員として東串良の

行政の仕事の内容というのはお聞かせ願いますか、問い合わせをした中身。 

○企画調整課長（中野伸一君） 私の知り得る限りの話になりますけれども、移住コー

ディネーターの話しか聞いておりませんので、詳しくはそこまで存じ上げないんで

す。東串良町が、大崎町の町境のところに宅地分譲をやったりだとか、この前もニ

ュースで人口が増えているというような紹介がございましたけれども、いろいろ暮

らし体験住宅だとか、空き家を使っての移住希望の方を住ませる住宅だとか、移住

政策にかなり力を入れているようでございまして、それをなかなか役場職員だけで

は人員的に回らないというところもあって、移住コーディネーターという職を設け

て、その方を中心に、いろいろ移住相談の窓口を設けているというような形ではな

かろうかというふうに考えているところでございます。 

以上でございます。 

○３番（稲留光晴君） 説明をいただきました。了解でございます。 
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以上で、私の質問を終わります。 

○議長（神﨑文男君） それでは、コロナ関係の換気もありますので、１０分間休憩を

行います。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１０時３２分 

再開 午前１０時４２分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（神﨑文男君） 休憩前に引き続き再開いたします。 

次に、８番、中山美幸君の質問を許可いたします。 

○８番（中山美幸君） 私は、さきに通告をしておきました新年度予算と町長の施政方

針演説、選挙公約等の関係について質問いたします。 

先般の令和４年度の施政方針において、ＳＤＧｓ持続可能な開発目標を掲げ、少

子高齢化対策・人口減少問題に取り組むとのことが第１点。２点目として、資源リ

サイクル・ごみリサイクルによる人を集め、人を育む政策の展開、３点目として、

ふるさと納税を活用した産業育成、４点目として、スポーツ観光振興政策における

スポーツコミッションを掲げられております。 

そこで、この４点における予算措置がどのような形で計上されているかを問い、

１回目の質問といたします。 

○町長（東 靖弘君） 選挙公約と施政方針がどのような内容で新年度予算に反映され

ているか、また、その効果についての御質問でございます。 

今回、１０項目の公約を上げさせていただいておりますが、新年度におきまして

は大きく４つのテーマを柱として予算編成いたしました。 

まず、１つ目の柱、ＳＤＧｓ持続可能な開発目標としまして、野方地区における

宅地分譲地造成工事や、環境配慮型定住住宅取得補助金などの移住・定住、年少人

口対策に関する予算、大崎町ＳＤＧｓ推進協議会負担金など、ＳＤＧｓに関する予

算、大崎町の主産業である農業の振興を図るため、農業公社設立準備、担い手育成

や新規就農者への支援、有害鳥獣対策などに関する予算を計上しております。 

次に、２つ目の柱、資源リサイクルとしましては、ゼロカーボン達成に向けたロ

ードマップの策定など、全国に誇る環境施策に関する予算や、大崎町衛生自治会の

活動に対する補助金など、大崎リサイクルシステムの継続と発展に係る予算などを

計上いたしました。 

３つ目の柱、ふるさと納税におきましては、ふるさと納税の寄附者に対する謝礼

や、ＰＲ業務の委託料など、ふるさと納税促進事業に係る予算を計上しております。 

４つ目の柱、スポーツ観光振興政策におきましては、陸上競技の聖地実現に向け
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た取組に対する助成や、ジャパンアスリートトレーニングセンター大隅などを活用

したスポーツ合宿等誘致促進事業補助金などのスポーツ振興施策に関する予算など

を計上するとともに、合宿誘致や地域経済波及のためのスポーツコミッション組織

の設立に向けた準備を進めてまいります。 

そのほか、空き店舗対策や新規創業・企業支援事業、企業価値向上補助などの稼

ぐ自治体、地域経済循環のまちづくりに関する予算や、海外へのホストタウン・ホ

ームステイ事業や青少年海外派遣事業など、教育環境の充実、児童・生徒の国内外

交流の推進に関する予算、地域元気づくり推進事業などの産官学民連携推進に関す

る予算、生きがい・健康づくり支援として、老人クラブ活動への助成や、ふれあい

の里公園多目的広場公衆トイレの整備などの健康長寿・生涯学習環境の充実に関す

る予算、出産祝金や学校給食費補助など、子育て支援に関する予算、持留改善セン

ター裏の林地崩壊防止工事や防火水槽新設工事等の防災・減災等いのちと暮らしの

安全対策、生活環境の整備などの予算を計上しております。 

総括いたしまして、私の公約と施政方針を反映させ新年度予算は編成いたしまし

たが、既存の事業や新規事業も含めて効果をしっかりと検証し、見直しや廃止を行

い、今後も行財政改革を進める所存でございます。 

最後に、施策予算に対する効果についてでございますが、新年度においては、公

約の達成に向けた土台づくりのための効果的な予算が編成できたと考えております。

人口減少対策など一朝一夕ではその効果を実証・検証しがたい施策もございますが、

大崎町総合計画で定めた重点業務評価指標の達成に向け、全力で取り組んでまいり

たいと考えております。 

以上でございます。 

○８番（中山美幸君） 今、町長にお答えをいただいたわけですが、当初の予算審査委

員会の冒頭のあいさつもろもろとほぼ同じようなといいましょうか、これ、変わっ

たら、またおかしくなるわけですけども、そういったようなことが、今、町長のほ

うから答弁をいただきました。 

予算審査の中でですね、私、３点ほど、非常に行政としてはよかったなというよ

うなことをですね考えておりまして、まず、１２月議会でも申し上げておきました

が、給食費の予算化、保護者の方々に対する助成金額、これも増額されておりまし

た。非常にこれはよかったんじゃないかなと思いますけども、若干、助成額がもう

ちょっとあってもよかったのかなと思いますが。徐々に、これは増やしていただい

てもよろしいのかなというふうな感触を持ったところでございます。 

予算委員会の中でも、これは確認申し上げましたが、小学校及び中学校の給食費、

幾らになるのかというのをまず、お伺いしましたけど、確認のため、もう一回お願
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いいたします。 

○教育長（藤井光興君） 給食関係の質問でございますが、町長のほうと相談の上で、

保護者の経済的負担の軽減を図るために、学校給食費に対する補助額を増額いたし

ました。 

小学生の場合、一月２,０００円を５５０円増額し２,５５０円に、中学生の場合、

一月２,０００円を９００円増額し２,９００円にし、実質の負担額を、小学生が１,

５００円、中学生が２,０００円としております。 

以上です。 

○８番（中山美幸君） 今、教育長のほうから、小学校の給食費は１,５００円、中学

校が２,０００円の保護者負担ということでございますので、私が予定していたよ

り、先ほど申しましたように若干助成額というのが少なかったかなというふうに考

えますが、善処していただきましたことには評価を申し上げます。 

そこで、以前にも申し上げましたけども、給食についての農畜産物、本町のそう

いったところをどのような活用を今後考えられるのか。やはり、町長の施政方針の

中にもそういったことが若干触れられております。そこを、教育委員会として、も

しくは町長として、どういった考えを持っておられるか、そのことについてお示し

をください。 

○教育長（藤井光興君） その件につきましては、給食担当とも話をしましたが、でき

るだけ地産地消でということでお願いしてあります。 

月に１回か２回でいいけれども、大崎町のいろんな産物を使うということで、そ

んな日を設けてもいいんじゃないかと、そして、今、一生懸命、給食のほうで給食

だよりやら献立表を出しておりますけど、生産者の顔を出してみたりとか、紹介を

してみたりとかいうこともやっておりますので、これからもだんだんそれを広げて

いって、これは大崎のどこどこさんの何のあれですという紹介もしておりますので、

そんなふうに広げていったらいいのかなと思っているところです。 

以上です。 

○８番（中山美幸君） そちらのほうもですね、今おっしゃったように、もう少し重点

的に、確実に実行していただきたいというふうに要望申し上げておきますし、また、

近々のソビエトとウクライナの関係で小麦もかなり上がっております。そういった

関係で、パン食を米飯に代えていくとか、そういった方法を取ることによって価格

の変動といいましょうか、そういったことにも対応できると理解しておりますので、

また、燃料等の高騰もあろうと思います。そういったことをですね十分加味しなが

ら努力されるように要望申し上げておきます。非常に、この件については、予算化

されたことについては評価を申し上げます。 
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もう１点、防災についてですが、町長、よく防災等のことも話をされます。非常

によかったのはですね、よかったといいましょうか頑張っていただきましたねと思

ったのは、建設課です。建設課の努力もあったんでしょうけども、持留川の寄り州

除去、かなり進んでいまして、本町の三文字地区の浸水対策にもかなり、今回は６

月、７月の豪雨に対する排水といいましょうか、そういったものについては貢献す

るんじゃないのかなと、貢献するというふうに私は確信を持っていますけども、こ

のことについては高く評価を申し上げます。あとは水門の管理ですね、県から委託

事業として受けている水門管理をしっかりしていただくように、これも申し上げて

おきます。 

それから、先般、防災の関係で、災害備蓄品について、うちの備蓄がどの程度あ

るのかということをお伺いしました。資料提供を予算委員会の中で求めたんですが、

ほかの市町村の中でもですね、かなり、うちの備蓄については幅広く備蓄されてい

ましたことについては、これも評価をいたします。よく考えて備蓄がなされている

なと思いましたけども、内容については、先ほど同僚議員も生理用品について、同

僚議員が小中学校のほうに置いたらどうかということを質問されて、中学校には既

に配置されているということをお伺いしましたけども、この生理用品を見てみます

とですね、２０２５年４月３０日が消費期限なんですね。そうした消費期限が来る

前、１年ぐらい、もしくは６か月ぐらい前にですね、そういった使えるやつは小中

学校のそういったものに使うことによって、私はこれ、予算削減にもなるのかなと

いうふうに考えるんですよ。だから、そこら辺を十分に考えながら、そういったも

のについては小中学校で持っていって、その期間だけ使ってくださいと、そうする

と必然的に備品費が削減できるわけじゃないですか。そういった対策といったこと

ももう少し進めていただければなというふうに思います。 

若干気になったのが、乳幼児用の使い捨ての哺乳瓶です。これ、大体、うちのほ

うで１８０本、保存がされているようですが、これでは若干数が足りないのかなと、

多くの方々が避難された場合には足りないのかというふうに思いましたけども。洗

浄用を使うことによっては水の確保が大変必要ですので、使い捨ては結構いいのか

なと思いますので、あとは数量の問題ですね、そこをもう少し研究されることによ

って、すばらしい備蓄が達成できるんじゃないかなというふうに思って、この３点

については私も本当に高い評価をしたいなと思っておりますので、今後とも努力を

していただくように要望申し上げておきます。町長、この件で何かありますか。 

○町長（東 靖弘君） 中山議員のほうで十分説明いただきましたので。ただ、ただい

ま生理用品等の消費期限が来る前の事前配布ということについては、以前、総務課

長ともそういう協議はしたいきさつもありますので、それを適宜判断しながら、や
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はりそれを消費に回していく、提供していくということはちゃんと対応していくべ

きだと思っております。 

防災・減災の事業に対して、防災対策も持留川の寄り州除去についてお話いただ

きましたけれども、これまで、建設課を通し、また直接、地域行政懇話会の中でそ

ういったお願いをしながら、県としても、県内の河川の寄り州除去については前向

きに進めていくという答弁もいただいておりまして、そういうふうにつながってい

ると思っておりますので、やはり浸水被害等が発生するということを事前に防止す

ることと樋門の管理ということは、前回もそこのところの御質問があったように覚

えますが、そういったところも適切にできるように指導していきたいと思っており

ます。 

以上です。 

○８番（中山美幸君） それと、町長の推進されるＳＤＧｓ持続可能なというところで

すね、第１点目のところなんですが。本町でＳＤＧｓ推進協議会を立ち上げていら

っしゃいます。２０２１年４月設立されて、副町長のほうが代表理事という形でし

ょうか、代表者となってございますが、これは、かなりの金額の予算を使っている

ようです。具体的にどのようなことをしているのか、かなり経っていますよね、設

立された後、どのような結果が出てきているのか、今後どのような方向性を持って

進めていくのかということについてお伺いします。 

○町長（東 靖弘君） 議員も御存じのように、大崎町のリサイクルについては、御協

力もいただいておりますし、また、県内・国内でも高く評価されてきているという

状況であります。リサイクルを通してＳＤＧｓという形で推進協議会をつくって、

環境の面で大崎町のまちづくりを担っていくという観点から大崎町ＳＤＧｓ推進協

議会発足に携わりました。実際、事務局をやっているというところについては御存

じのところでありますけれども、まず、１点目は、やはり環境の問題の中でリサイ

クルが今、容器包装リサイクル法が国においても非常に推進されてきている、そし

てサーキュラーエコノミーが非常に推進されてきているときであります。やはり分

別ということもしっかりと国民でやるというようなことでの役割も決められてきて

おりまして、大崎町はそれを先んじてやっていて、それが評価されてきて、それを

もとにして現在、企業版ふるさと納税を募集しながら、大崎町が環境に対して取り

組んでいることに対しての研修等の受け入れとか、あるいは再生利用品の研究とい

ろいろと取り組んできているところであります。 

企業版ふるさと納税等については、取り組んでいる事業の中での分析もこれから

やっていくわけでありますが、具体的な事業等の内容等につきましては、担当課長

のほうで答弁をさせていただきます。 
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○企画調整課長（中野伸一君） ＳＤＧｓ推進協議会の事業の中身についてでございま

すが、これまでも予算の御審議の際にいろいろ説明申し上げたところでございます。 

今回の総合計画にも載っておりますサーキュラーヴィレッジ大崎町ということで、

未来の大崎町をイラストの形で示してございますが、持続可能な世界をつくるため

に、大崎町が１つのフィールドとなって、大崎町がまず先駆者となって世界の未来

をつくっていこうということでビジョンを立ち上げました。その方針に共鳴された

企業の方々が、いろんな企業版ふるさと納税とか個人版のふるさと納税等も含めて、

大崎町に多額の寄附金を御寄附いただいているところでございまして、中身といた

しましては、今までリサイクルということで大崎町がすごく評価を受けております

けれども、大崎町が行っている大崎リサイクルシステムそのものがＣＯ₂の削減だ

とかそういうものに実際に役立っているのか、どれくらい効果があるのかという研

究の実証事業であったり、ここ数年行っております紙オムツの資源リサイクル、使

用済み紙オムツの再生を行うことによる埋め立てごみのさらなる削減であるとか、

それから、大崎町が行っていることを広く世界に発信するための情報発信事業、ま

た、これからの大崎町をつくっていく人材を育成するための学校と教育委員会とも

連携しての教材作成等を行っているところでございます。 

以上でございます。 

○８番（中山美幸君） サーキュラーヴィレッジ大崎、先ほど申しましたように副町長

がここの代表理事であるようですけども、この中で、先ほど若干、課長のほうで触

れられました人材育成、これは小中学生で勉強会をする、それだけですか。それだ

けで、この目標が達成できるのかどうか。これは社団法人になっていますよね。社

団法人を設立された場合の目標というのがあったはずです。その目標にはどういっ

たものをうたっているのか、ちょっと、これ、私、不明なのでお伺いします。 

○副町長（千歳史郎君） このＳＤＧｓ推進協議会の代表理事ということで、私のほう

でなっておりますけども、今言われた人材育成の中で、町内小中学校で使用される

教材、また教育手法とか、大学等と連携しながら作成をするという事業も入ってお

りますので、今後もまた、それに向けて、教育委員会と協議をしながら小中学校の

教材等も含めて、まず人材育成ということも含めてやっていくことも事業の１つで

ございます。 

○８番（中山美幸君） 今、代表理事であります副町長から答弁をいただきましたけど

も、先ほど課長のほうからも、人材育成の中でそういったものについてはというこ

とと、議会の審査委員会の中でもそれをお伺いしているんですよ。だから、小中学

生の教材をつくる、小中学生のそういった環境問題についての勉強会をする、研修

会をする、それだけでこと足りるのか、この人材育成ということに対してこと足り
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るのかということを私は申し上げておりますが、どうなんしょうか。 

○企画調整課長（中野伸一君） お答えいたします。 

ただいま、中山議員のほうから御指摘があったとおり、今行おうとしているのは

小中学生の教材開発だけなんですけども、ただいま御指摘がありましたように、当

然、私たち大人といいますか、社会人になっている我々のリカレント教育というん

でしょうか、学び直しといいますか、そういうところから大崎町の今置かれている

状況であったり、そういう生涯学習的な役割は必要であろうと思いますので、今の

ところの予算措置の中には入っておりませんけれども、今後、町民向けの報告会と

か計画されておりますので、その中で、やはり学習の側面といいますか、そういう

ところはやっぱり必要であろうかと思いますので、理事会等を通じてそのような方

向性を持っていきたいなと考えております。 

以上でございます。 

○８番（中山美幸君） 努力をしていただきますように申し上げておきます。この法人

の中でもう１つあったんですね。このプロジェクトは協議会を事業費を負担するも

のではないということもちゃんと書いてあるんですね。ということは、これはどう

いうことなんですか、すべてが本町からの予算でやるということですか。私は若干

不思議だなと思ったんですよ、法人をちゃんとつくられていて、その法人からのこ

の事業に対する出資というのはみておられない、この法人は出さないということを

明確にこれに表記してありますね、協議会が。それはどういうことなのか。予算を

出される最終な決定を持っていらっしゃる町長にお伺いしますが、これはどういう

ことなんでしょうかね。 

○町長（東 靖弘君） 答弁が十分でないところは、また担当課長のほうで答弁をさせ

ていきたいと思っておりますが、ＳＤＧｓ協議会に予算化して経費を出すと、予算

はそうなっているわけでありますけれども、ＳＤＧｓ推進協議会が現在、企業版ふ

るさと納税を取っておりますので、この企業版ふるさと納税をもとに事業遂行に充

てていくという形で進めていくということであります。 

現時点で、ＳＤＧｓ推進協議会自体は予算を持っていない、そして町の予算化の

中でそれを予算化していく、そして事業をスタートさせ、そしてまたＳＤＧｓ推進

協議会としては企業版ふるさと納税をもって、それでカバーしていくという形にな

りますので、それを原資にしながら事業を進めていくという形になっていると思い

ます。 

○８番（中山美幸君） これに関しては最後になりますが、団体を募集されたと思いま

す、２０２１年度は５団体を募集しているはずですね、目標として。どういった企

業、どういった団体がこれに参加しているのか。そして、どのような形で動かれて
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いるのか、そこについて詳しくお示しをください。 

○町長（東 靖弘君） ５団体の活動についてということでございますので、担当課長

の答弁とさせていただきます。 

○企画調整課長（中野伸一君） お答えいたします。 

設立当初に、大崎町、それから南日本放送、鹿児島相互信用金庫、合作、そらの

まちという５つの会社で始まりました。今、リサイクルセンターまで追加で加盟さ

れて、６社になっているところでございますが、大崎町は当然、この旗を振った当

事者でございますので、予算措置であるとかそういうところを担っております。 

それと、ＭＢＣ南日本放送においては、本町の行っている取組の番組製作、その

ようなところの情報発信を担っていただいているところでございます。 

それから、相互信用金庫さんにつきましては、取引先に企業版ふるさと納税の御

紹介であったりとか、財源確保のための御協力をいただいているところでございま

す。合作に至っては、本町の今まで培ってきたものを、見せ方といいますか、外向

けに、東京であったり首都圏の企業に営業活動を行っているということで補正予算

まで出しておりますが、３億３,０００万円を超える寄附金の実績が上がっている

ところでございます。 

それから、そらのまちさんにつきましては、保育園を経営されているところで、

いわゆる幼児教育であるとかそういうところを、そらのまちについては、まだ具体

的な活動ができておりませんので、今後プロジェクトを立ち上げようということで

準備を進めているところでございます。 

以上でございます。 

○８番（中山美幸君） 今、説明をいただきましたけども、まだまだですね、これは住

民から見ても目に見えない部分なんですよ。非常にこれはわかりにくいです。大き

なプロジェクトの絵というんですか、それを見ただけでは、これはなかなかわから

ないんですよ。そういったところをもう少しＰＲするなり、活動を充実させていた

だいて、多額の予算を使っていますから、非常に大きい予算ですよ、効果が出るよ

うな活動の仕方を望みます。 

それから、次ですけども、衛生自治会について、よく町長が、衛生自治会と相談

して、衛生自治会と相談しながらということをよくおっしゃるんですね。町長、衛

生自治会というのはどういった立ち位置、どういった根拠があるかということを、

まずお伺いします。 

○町長（東 靖弘君） 衛生自治会は、ごみの分別をスタートする時点から、当初の時

点でスタートしているわけでありますが、町民の組織されている衛生自治会という

ことになります。ごみの分別を住民に説明をする段階で衛生自治会の方々も参加し
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ていただいて、住民が住民に説明するという形になりますけれども、ごみの分別に

ついて協力をお願いしてきたといういきさつがあります。その時点で衛生自治会と

しては、ごみの収集場においては衛生自治会イコール大崎町民であるし、各集落の

皆さん方も衛生自治会員でありますので、衛生自治会がこの部分については担うと

いう形でスタートしてきているのが今日に至りまして、現時点でも、ごみのステー

ション等についての管理、あるいは資源ごみ等の収集のときの立ち会いなどはすべ

て衛生自治会の会員という形でやっているという状況であります。 

○８番（中山美幸君） 住民の任意団体ということで了解してよろしいですか、町長。 

○町長（東 靖弘君） 衛生自治会という、１つの大崎町の住民を代表する組織という

ことでありますので、任意団体と捉えればそうかもしれないんですけれども、公的

機関と連携している組織だと思っていただければいいと思います。 

○８番（中山美幸君） 国の廃棄物の処理及び清掃に関する法律というものがございま

すね、住民課も保健課も、これは承知だと思いますが。この中のですね、町長、町

の責務、地方公共団体の責務の中で、一般廃棄物そういったものについては行政が

責任を持つべきだということが書いてあるんですね、第４条にそれは書いてありま

す。それと、第５条の６に、その計画達成に対して必要な措置を努めることと書い

てあって、その次の５条の７項です、市町村はその区域における一般廃棄物の減量

等に関する事項を審議させるために廃棄物減量等推進議会を置くことができると、

これは任意ということなんでしょう、置かなくても置いてもいいということなんで

しょうけども、そして、それについて必要なことは条例をつくりなさいということ

も書いてあるんですね。それから、５条の８の中では、市町村は社会的信望があり、

かつ一般廃棄物の適正な処理に熱意と見識を持つ者のうちから、そういった推進員

を委嘱するということが書いてあるんですね。そうであれば、今の衛生自治会に置

き換えて、これも法人化されたらどうなんですか。例えば公益法人にしていただい

て、一般ごみの処理については広域法人をつくられて、その法人にお任せするとい

ったようなことも１つの策じゃないですか。そうすると、住民負担もかなり、私は

少なくなってくるだろうというふうに思いますが、いかがですか。 

○町長（東 靖弘君） ただいま、衛生自治会を法人化するべきじゃないかという御質

問でございました。こちらのほうについては、衛生自治会のほうで法人化に向けた

取組を準備を進めるという方向で話は聞いておりますので、御指摘がありましたよ

うに、令和４年度中にはそういった法人化に向けての取組がされると思っておりま

す。 

○８番（中山美幸君） そういった形を取りながらですね住民負担を、前にも申し上げ

ましたけども、個人、個人のごみ出し困難者、そういったものについての対策を町
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長も言っていらっしゃるんですね。そして、町長の施政方針の中で、町長はこうい

うことを言っていらっしゃるんですよ、「衛生自治会と協力して、環境パトロール

や収集所体制整備に向けて取り組んでまいります」ということをおっしゃっている

んですね。これ、この前の施政方針演説です。そして、この前、私がこの質問をし

たときに、ユーチューブを見られた衛生自治会の方から答えをいただきました。そ

の中にですねこういったことが記載してあります。衛生自治会はごみ分別に関して

は主体であるということですね。それと、そういったごみの収集所については賛同

しないというようなことが書いてあるんですよ。「これまで数回理事会で協議をし

たが、志布志市のような収集方式ではルール違反のごみが多いと聞いている。その

ごみの分別の経費が拡大するため、行わないとし」というふうに書いてあるんです

よ。私がこれを提案しましたよね、有料で大きな袋をつくったらどうかということ

も提案しました、そのことも書いてあります。町民の経費負担増を考え、有料で何

でも入れられる袋は考えていない。そして、また、常設の収集所は考えていないと、

はっきりとこういう文書を私はいただいております。同僚議員も同じ文書をいただ

いているはずです。 

これは、町長の意向と衛生自治会の意向が真逆じゃないですか、町長、いかがで

しょうか。 

○町長（東 靖弘君） 先ほど説明しましたけど、ごみ収集場の管理、立ち会い等につ

いては衛生自治会が責任を持って実行をしているということで、それは当初から現

在までずっと続いているところであります。 

前回も常設の設置という御質問がありまして、衛生自治会と協議いたしますとい

うことでお答えをしたことを記憶しておりますけれども、衛生自治会のほうにはそ

の旨伝えて、実際、今、中山議員に渡った資料、理事会での協議はそういうふうに

なされたと理解しているところであります。 

ただ、これから、少子化もですけど、高齢化がどんどんどんどん進行してまいり

ます。当然、ごみ出し困難者が出てくるわけでありますので、あるいはごみの不法

投棄とかやっぱりそういうこともあるわけですから、衛生自治会としては環境パト

ロールに力を入れていくということで、そういったお話も聞いているところであり

ます。 

また、私の考え方の中で、いろんなところに常設の場所を提示するより、やはり

ごみを分別するという法律もございますし、大崎町の進み方もあるわけであります

から、環境教育の中でそういったことに取り組んでいくような対策を考えていくべ

きではないかと思いますので、そういった面については衛生自治会に再度協議を図

ってまいりたいと思います。 
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○８番（中山美幸君） 是非ですね、同僚議員もそれについては何回と一般質問の中で

も町長と議論していますので、その折りでも町長は、そういった方向で進むという

ことも言われておりますので、是非、行政の力を発揮していただいて、そしてまた、

そういったことについては、先ほど申しましたように法人化されて、ちゃんとした

経営ができるような、そうすると、本町からの一般財源の持ち出しも若干少なくな

ってくる可能性が出てきますよね。そういったところをもう少し研究していただい

て、ちゃんとした組織として認証されるような、そして住民の、先ほど町長もおっ

しゃいましたけども、特に高齢化が進んでまいりますと、そしてまた、地域性とい

うことも考えてほしいんですよ、ごみ出し困難者をどうやって救うかということな

んですが、そうした場合に、なかなか遠慮がちで住民の方々がそれにお願いできな

い、そういったことも私は心の中にはあるだろうというふうに思います。隣の人が、

じゃあ持っていってあげるよといっても、そのごみの中には、ごみを見ることによ

って、外からでも見えますから、見ることによってそこの生活様式というのがすべ

て見えるんですよ。だから、そういったことがあって、特に我々の人口の少ない町

だと、そういったこともものすごく懸念されている方がいっぱいいらっしゃいます

ので、そこら辺のそういった方々を救うためにもですねもう少し地域住民の困った

方々のために、ＳＤＧｓでもあるじゃないですか、１人も残さないというような言

葉がありますので、それを推進している本町ですので、もう少しそこを努力してい

ただいて、解決するような方策も練っていただければなというふうに御要望申し上

げておきます。 

さらにですね、この件について、ごみ出し困難者の対応についてですね住民課が

７２万８,０００円、それから保健福祉課が２４万円、それからＳＤＧｓ推進委員

会の説明資料を見ますと、そういったことについてのかなりの金額が計上されてお

りますよね。これ、企画調整課、住民環境課、保健福祉課、３つで同じような予算

が組んであるですよ、同じような仕事のために、予算は大小ありますが、これ、な

ぜ連携できないのか。バラバラに組んだって効果が上がりますか。私は、効果を上

げるんであれば、一括して、もしくは、そういった共同の会なんかをしてやるべき

だと思います。そして、そうするんであれば、推進協議会でやってもいいんじゃな

いんですか、そういった方向に持っていくんであれば。だから、３つの課が個別に

事業をしているんですよ。予算書を見たとき、私びっくりして聞いたんですけれど

も。ほかの担当課の方は、ほかの課がこの事業をやっているということは御存じあ

りませんでした。町長、その件についてはいかがでしょうか。 

○町長（東 靖弘君） ただいまの御質問で、同じ事業であれば一括して１つの課のと

ころでまとめて提案すべきだということで、その意見はごもっともであると思いま
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す。ただ、内容についてどういうことで予算計上してきたのかということは担当課

長のほうで、説明を一旦させていただきます。 

○企画調整課長（中野伸一君） お答えいたします。 

企画調整課で計上させていただいている分については、ＳＤＧｓ推進協議会の負

担金の中で補正予算で４００万円、当初予算で２,０００万円という形で計上して

いるかと思うんですが、それにつきましては、先ほど来議論していただいておりま

す資源ごみの回収場の構築のための費用ということで計上しております。 

以上でございます。 

○住民環境課長（岡留和幸君） 住民環境課の予算におきまして、ごみ出し困難者のサ

ポート事業を行っておりますが、リサイクルセンターと一緒になりまして、ごみ出

し困難者のサポートを行っております。 

このサポートにつきましては、例えばヘルパーさんだったり、包括支援センター、

そういった福祉的な分野の方々からの情報であったり、あるいは民生委員さん、そ

れから家族の方、そういった方たちでごみ出しの困難ということで情報を得まして、

調査をしながら進めてまいっております。 

ただ、住民環境課側の仕事としましては、ごみを出された分を、またリサイクル

センターが取りにいって持っていくというような運搬作業になりますので、福祉的

な分野が多分にありますので、今後、こういった部分につきましては、先ほど申さ

れましたように関係課の保健福祉課、あるいはそういった包括支援センター、民生

委員さん、情報をよく知られる方々の関係団体とよく打ち合わせをしながら、今後

進めてまいりたいと思います。 

以上でございます。 

○保健福祉課長（谷迫利弘君） 保健福祉課で予算計上しております２４万円の分につ

いては、ポイントアプリ業についてでございまして、これについてはごみ出し困難

者への対応もですけれども、それ以外にも家庭でいろいろ困っていること、草むし

りとか家の掃除とかというのも入っているところがあります。ごみ出しだけではな

いので、その分もありますから、共通する部分については、やはり議員指摘のとお

り、横の連携を取りながら進めていきたいと考えております。 

以上でございます。 

○８番（中山美幸君） 今、町長もお聞きになられたと思いますが、担当課で重なる部

分というのは幾つかありますよね。そういった部分については、やはり、もう少し

横のつながりを持っていただいて予算組みをされるなり、そして、その事業につい

ても、お互いにそこは周知できていて、じゃあ、ここはうちが中心となってやって

もいいよねというような考えのもとで、できれば１つのところでこれをやってもら
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ったほうが私はスムーズに進むのかなというふうに思ったところです是非、そこら

辺もですね検討していただきたい。 

企画調整課のＳＤＧｓの資源ごみの集積場については、先ほど課長が申されまし

たように、かなりの金額を使っているんですよ。そういったところはですね非常に

やっぱり無駄なものが出てくるような可能性も私はなきにしもあらずかなというふ

うに思いますし、それから、推進協議会の話の中でそういった指導者といいましょ

うか、そういった人材を育成するということもございましたけども、そういったこ

とも今度は、今、保健福祉課の課長から答弁がありましたようなそういった人材の

育成、そういったものにも私はつながってくるであろうというふうに考えておりま

すので、是非、そういったところは１つにまとめるといいますか、横のつながりを

十分密にして活動をしていただきたいというふうに申し上げておきます。 

続きまして、町長は有害鳥獣の件についても、施政方針でも、今回の予算組みで

もなされておりますが、あともって同僚議員も質問しますので、若干別な方向から

御質問を申し上げたいと思います。非常に有害というのは多くものが出ているよう

でございます。町長、現状、この前もちょこっと触れたんですが、現状を把握され

て、今後、新年度に向けてどのような活動をされようとしているのか。まず、町長

のお考えをお示しをいただきたいと思います。 

○町長（東 靖弘君） 有害鳥獣対策については、被害を被っている割合が全国的に高

いということで、どこの自治体、あるいは広域的な対応をしているところもありま

すけれども、どこの自治体も大きな課題になっております。そしてまた、特に農産

物が被害を受けているという状況がありますので、それを楽観視しているわけには

いかないというのが現状であると思います。 

本町の取組、あるいは捕獲数は、また後ほどのところで出てくるわけですけれど

も、やはり産業の振興にも大きな影響、そして人々の生活にも大きな影響をしてい

く、そして、このまま、余り対策を強めないでいると、どこまでも繁殖していくと

いう非常に大きな問題を発生をしております。これまで、２年間にわたって有害鳥

獣対策について、井上雅央先生においでいただきながら、各集落と、あるいは農業

集団とかいろんな方々に御講演をいただいてまいりました。また、参考になるもの

も非常に多くて、いい教材ができたと感謝しているところであります。ただ、現実

はそれぞれ発生する地域において、野菜類がやられたとか、あるいは堤防が壊され

た、畦が壊されたとかいろんなことの状況は、それぞれ被害を受けた方々はわかっ

ているし、集落の方々もそういったことを聞いたり、現場を見たりしているわけで

ありますけれども、それ以上、集落で対策を打とうとか、地域で対策を打とうとか、

そういったことがなかなか進んでいないという状況でありますので、令和４年度に
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おいては、被害を受けている地域の各集落、あるいは校区の方々に働きかけながら、

現状認識という形で十分説明をやっていただいて、そして、やっていきながら地域

の方々が自分たちが被害を受けている実体、そしてまた、それを防除するための手

だて、そういったものを理解するということをまずそういう対策を打っていきたい

と考えております。 

以上です。 

○８番（中山美幸君） そういったことについては、多分、あと、同僚議員が質問する

んじゃないかと思いますので、若干残しておきますが。私はですね有害鳥獣につい

て、先般、志布志市が猟期間の駆除について、１頭５,０００円ずつ出すというこ

とをやりましたね。そして、県外でもちょっと若干調べて見ました。そしたら、猟

期間中のそういった限られた鳥獣について、やっぱり出してあるところがかなりあ

ります。１１月から３月までの猟期間中に捕獲した、ある限られた鹿とかイノシシ

とかそういったものですけども、そういったものについては、やはり有害鳥獣期間

中とは違った、定額ですけれども、助成金を出していらっしゃるという市町村もあ

るようですので、そういったところももうちょっと考えていただければいいのかな

と。そうでないとですね猟友会の方々と私、話す機会があって、猟期に獲ってしま

うと有害のときの猟が少なくなるよねというようなことをこっそりと話をされた方

もいらっしゃって、私、非常に残念だったんですけれども。私が資格を取ったのは

目的が有害鳥獣ということで私は資格を取ったわけですから、ちょっと残念でした

けども。そういったこともあるということですので、若干でもそういった助成金を

出すということにおいて、もっとそういった対策について活力が出てくるんじゃな

いのかなというふうに考えます。そこらへんはもう少し考えていただいて、善処し

ていただければよろしいのかなというふうに考えますし、現在、資格を取るのにワ

ナで１万５,２８２円かかっているんです。行政のほうで５,０００円だけ補助事業

として出していらっしゃいますけども、もうちょっとそこら辺もですね出していた

だいて、若い方、もうほとんどが年寄りですので、私が一番若いぐらいですので、

もっと若い方をですね各集落で、さっき町長がおっしゃったように、集落単位ぐら

いでですね養成していただくという方向を考えていただけないかどうかということ

を、まずお伺いしたいと思います。 

○町長（東 靖弘君） 猟期に対しての、イノシシ、鹿とか獲ったときの助成金を出す

ということでの御質問でありました。 

先般、農業新聞を見ておりましたら、多分そのことだったのか、国の予算の中で

もそういったことを新たに別途で組んでいくということが出ておりましたので、そ

こらも十分参考になると思いますから、こちらは担当課とも十分協議していきたい
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と思っております。 

役場の農林振興課の職員が資格を取ったりとかしておりますけれども、役場職員

をはじめ、集落に住んでいる若い人たちがワナに対する資格、あるいは狩猟免許と

かそういったことを取る人たちも少ないという状況であったりします。集落におい

ては、担う若い人たちもいるわけでありますので、そういった方々が自分たちの地

域を守るという形でそういったものへの助成というのは当然考えるべきではないの

かなと思っております。 

いろいろ捕獲する過程の中でいろんな経費がかかるということも最近わかりまし

たので、有害鳥獣という形になりますけれども、やはり、ここらは十分対策をとっ

ていく、手当していくということは考えていますので、担当課とも十分協議してま

いります。 

○８番（中山美幸君） 先ほど申しましたけども、資格を取るのに１万５,２８２円、

それから、ワナに限りますが、普通だと有害鳥獣をやらない方だと、毎年２万３,

０００円負担するんですね。有害鳥獣をやっている実績があると１万８,９００円

ということなんですけども、そういったところにもかなりの経費が、今、町長が申

されましたよう、かかっているということでありますので、是非、そこらを検討し

ていただきたいということと、現在、有害鳥獣については猟友会の中でやっていら

っしゃるんですが、私は先ほど申しました例みたいな話があると、別組織として有

害鳥獣対策の、先ほどＳＤＧｓじゃないんですけど、協議会みたいなやつを設立し

て、その中で運営していく。そして、捕獲した写真の確認だとかいろんな部分があ

ると思いますが、それは日時を決めて、農林振興課の下のほうでもいいでしょうし、

一括してそういうふうにやるという方法を取ることによって、私はもっと進むんじ

ゃないのかなというふうに思いますし、いろんな方々が、猟はするけれども有害は

やらないよと、有害の資格は取っていても有害期間中はやらないよねというような

こともあろうと思うんですね。そういった方々は、最初に有害をやるんですよとい

うことでちゃんと確約をいただいて、そういった資格証を出していく、そして別組

織でちゃんとつくっていくというような方法を考えたらどうかということで私は提

案申し上げたいんですが、いかがでしょうか。 

○町長（東 靖弘君） 集落ぐるみで被害を受けているという感じがあります。実際、

私の集落を見てみても、イノシシが走り回っているという状況じゃないのかなと思

うぐらい、田んぼと集落の間の山林にはいるという、自分自身がそういった認識を

しておりますし、結構、イノシシの足跡が無数にいろんなところにあって、山から

田んぼに下りてきて川に行って、池に行ってという形で生息している、そこで食を

食べながら生息しているという状況があります。これは一年中、猟期以外のところ
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でも一年中活動しているという状況でもありますので、以前から、校区とか集落と

かで対策協議会という位置づけを持ちながら、年間を通して捕獲できるような体制

はどうだろうかと、今、担当課長ともそんなことを話をしたりしたんですけれども。

御質問はそういった意図でもありますので、こういったところについては十分検討

してまいります。 

○８番（中山美幸君） 研究していただいて、なるべく早い時期にですねそういった組

織を立ち上げていただいて、農家の人たちやら、町の近くにも出没しているんです

ね、通学路に出てきたとかというような情報もいっぱい聞いておりますので、安全

という観点からも十分考えていただきたいなというふうに思います。 

ほかにもまだ質問したいことが、定住もありましたけども、定住もあともって同

僚議員がやりますので省きたいと思います。 

最後に、稼ぐ自治体ということで、町長、私、これいいなと思っていたんですが、

非常にいい言葉なんですよ。ところが、鹿児島市長も稼ぐ自治体ということを言っ

ていらっしゃって、え、同じことを言っているんだというふうに私は思ったんです

が。この件について、やはり予算がある程度つかないと稼ぐこともできないでしょ

うし、元を入れないとですね。そういったところは、町長はどのような見解を持っ

て稼ぐ自治体、もうかる自治体ということでこの前申されたのか、その点について、

最後ですけれども、御答弁をお願い申し上げたいと思います。 

○町長（東 靖弘君） 公約の中で稼ぐ自治体と入れました。ちょっと大きすぎるかな

と思ったんですけれども。背景にあったのは、コロナ禍で飲食業をはじめ商工事業

者が非常に大打撃を受けている状況があります。その中で、いかに活力ある業態に

戻していくかということが非常に大きな課題であると思いました。そしてまた、大

崎町においてはジャパンアスリートトレーニングセンターの供用開始、あるいは先

ほど出ましたリサイクルＳＤＧｓ推進協議会、あるいはふるさと納税とかそういっ

たことで４つの核をつくって、ここで人がたくさん集まってくる、そこから衣・

食・伝統の活用という形につなげていって、中小事業者等の経済が回るという状況

をつくり出していこうということで、行政というより中小事業者に稼いでいただく

ような段取りを行政でやっていきたいと考えました。それが税につながっていけば

すごくうれしいことですので、やはり、ここは町の活力を上げるためにも、そうい

う多くの人が集って、そして大崎町に宿泊して、大崎町で飲食して、そういった中

から事業者の利益につながるということに一生懸命取り組んでいきたいということ

で１点は上げております。 

もう１つは、いろいろ事業を展開する中で、一般財源を多用するということに暗

に走りがちでありましたので、やはり、１つの事業をやるときに、この中にほかに
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いろんな補助事業があるんじゃないかと、いろんな各種団体、国の機関等の中でも

補助制度があるんじゃないかということを探しながら、一般財源を減らしていくと

いう取組をしっかりとやろうと考えて、それも１つの稼ぐ自治体の中に入れてまい

りました。それぞれ職員がそういった認識を持って当たっていく、あるいはお互い

に、先ほど出ましたように共有するという形での検討をやってくると、予算を減ら

せることができたり、あるいは新たな財源を確保できたりということになりますの

で、行政としても収益につながるということで上げております。 

それから、ふるさと納税が大崎町は非常に順調に来ている、昨年が５０億円、今

年は４０億円という形できております。総務省の２１年度の発表によりますと、や

はり、それに参加した中小事業者の方々の事業利益はかなり上がっているというこ

と、あるいは、それに基づいて広告費等も上がっているということでありますが、

やはりふるさと納税を推進することによって民間の参加事業者等の利益がさらにグ

レードアップしていくような取組ができればということで、稼ぐ、それが表向きに

パッと出てくるわけではありませんが、地道ですけれども、そういう思いを持って

進めていきたいという考えであります。 

以上です。 

○８番（中山美幸君） 大方了解できました。是非ですね稼ぐ自治体、本当に目指して

いきたいというふうに思います。もう少し、一般財源以外のものを見いだすという

こと何ですけども、これはかなり注意をしておかないと、いろんなところにアンテ

ナを張っておかないと見つけられないということが私はあろうかと思います。私た

ちもいろんなそういった財団とかのいろんな助成事業を探しながらいろいろ運営し

たりしておりますけども、かなり、本当に注意をしないとわからないということが

いっぱいあります。申請期限が過ぎてしまっていたとかというのもありますので、

そういったところをやっぱり職員の教育といいましょうか、そういったところにア

ンテナを張るような職員の資質の向上というのも私は必要かなと思います。是非、

そこはリーダーシップを、特に総務課長あたり、企画課長あたりはそういったとこ

ろに目を配らせて職員の養成に努めていただければなということを申し上げまして、

あとの一般質問に期待をしながら私の質問は終わります。 

○議長（神﨑文男君） ここで休憩に入りますが、１１時４５分から再開します、中途

半端になりますけども。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時４０分 

再開 午前１１時４５分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 



 

－ 94 － 

○議長（神﨑文男君） 休憩前に引き続き、再開いたします。 

次に、７番、吉原信雄君の質問を許可いたします。 

○７番（吉原信雄君） 皆さん、お疲れ様です。先ほど同僚議員も質問されましたけれ

ども、私は私の目線から質問をいたしたいと思います。 

昨今、少子高齢化が進む中にあって、我が町内においては空き地・空き家対策問

題、耕作放棄地の増加など、特に中山間地を中心に増えている現状について、町長

も十分承知されているかと思います。このような中にあって、最近、私たち議会議

員にも増えてきた有害鳥獣に関する相談を受けることが特に多くなりました。 

そこで、令和４年第１回議会定例会にあたり、さきの通告に基づいて有害鳥獣対

策の充実を図れと、大崎町中央運動公園活用の充実を図れという観点から質問をし

てまいります。 

そこで、まず、有害鳥獣対策についてお伺いいたします。本町においては、有害

鳥獣対策についてはこれまでも町の広報紙を通じて住民への情報提供を行うととも

に、猟友会等を通じた様々な対策を講じられてきたことと思いますが、全体的に見

て被害の実態、その対策について、町長としてどのように評価されておられるか説

明を求め、１回目の質問といたします。 

○町長（東 靖弘君） 有害鳥獣被害と対策の実態はどうなっているかとの御質問でご

ざいます。本町におきましても、町内の広範囲にわたり有害鳥獣による被害が発生

していることは認識しております。特に野方地区を中心に、サルによる被害が顕著

となり、猟友会の御理解と御協力により被害の軽減を図られました。 

それ以外の住地においても被害相談が寄せられるようになったことから、その対

策として、自己防衛対策の必要性を認識していただくことも重要であり、令和元年

度から令和２年にかけまして、有害鳥獣対策アドバイザーである井上雅央氏の指導

のもと、手順に沿った被害防止対策につきまして研修会等を実施し、これに基づき

まして獣害対策を推進しているところでございます。 

まずは、野生鳥獣について、みんなで学習し、その習性や被害状況等について地

域で情報を共有し、次に、野生鳥獣がえさ場と認識しにくい、守れる集落、田畑や

環境を改善していきます。それでも進入してくる有害鳥獣の対策として、トタン柵

や電気柵等の設置やロケット花火等による追い払いで被害の軽減に努めております。

最後に、猟友会等による捕獲や、地域全体を囲むワイヤーメッシュ柵設置などの事

業導入対策と行ったステップで取り組んでいるところでございます。 

このような取組を踏まえまして、悪いのは野生鳥獣ではなく、無意識な餌づけを

している自分であることの認識による自己防衛意識が芽生えてきていると認識して

います。 
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以上でございます。 

○７番（吉原信雄君） ２番目に移ります。近隣市町村において、猿やイノシシ、アナ

グマ等によるサツマイモ引き抜き被害や、イノシシによる甘藷畑の被害やトウモロ

コシなどの被害の声が寄せられているようですが、最近、農地だけでなく住宅地の

家庭菜園等においても出没する、これら有害鳥獣による被害の声を聞きますが、町

としてどのような対応をし、また被害額等についておよそどれくらいになるかにつ

いて把握しているかお尋ねいたします。 

○町長（東 靖弘君） 農作物等の被害状況の把握はどうなっているかとの御質問でご

ざいます。有害鳥獣による被害相談については、担当係で受け付けて、年次別に、

日時、場所、対応策など記録しております。 

農作物の被害状況把握は、水稲被害については共済組合の水稲共済金支払い実績

の数値を採用し、その他の作物については、ＪＡそお鹿児島大崎支店の営農指導員

に被害状況の照会や農業生産法人等への聞き取り調査、猟友会等の情報により、被

害状況を確認しております。令和２年度の野生鳥獣による農作物の被害状況調査で

は、被害面積１５８アール、被害量３７.８トン、被害額は２７８万円となってお

り、特に稲や野菜類への被害が多く発生しております。 

○７番（吉原信雄君） ３番目に入ります。被害対策の結果については、先ほど、捕獲

頭数や実績でおおむね把握できますが、実際、町民から相談を受けた場合、担当課

としてはどのように対応しているかをお尋ねいたします。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

被害報告への対応はどのように行っているかとの御質問でございますが。野生鳥

獣等の被害相談があった場合は、担当者が現地に出向き、状況を確認し、人的被害

等が予測される場合は警察などへの情報提供や、猟友会との情報提供など、関係機

関と情報を共有し、先ほど答弁いたしました手順に沿った対策の理解を求めており

ます。 

また、町広報紙に、令和元年度から２年間、毎月、井上雅央氏から御投稿いただ

き、延べ２４シリーズにわたり連載しました「みんなで取り組む被害対策講座」の

冊子を持参し、効果のある獣害対策の参考にしていただいているところでございま

す。 

以上です。 

○７番（吉原信雄君） ４番目です。私の手元の資料によりますと有害鳥獣を防ぐ３つ

の対策というものがあります。まず、第１の対策は寄せつけない、第２の対策は進

入を防止するとあり、第３の対策は個体を減らすというものであります。 

そこで、この３点について説明を求めたいと思います。まず、第１の対策の寄せ
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つけないという考え方について尋ねます。本町においては、これまで井上雅央氏に

執筆を依頼し、これまで２年間にわたり獣害対策講座を開催していただきました。

このほど、前編と後編からなる２冊の冊子がまとめられております。これを参照す

ると、有害鳥獣を寄せつけないためには、農地の適正な管理や収穫残渣を残さない

などということが重点的に上げられております。これには地域ぐるみ、集落ぐるみ

の取組があって初めて効果が見られているということでございます。町においては、

井上氏の成果を、集落レベル、地域ぐるみまで広げるために、広報紙等で情報提供

のみで効果を出せないことは紹介しておりますが、この点について、どのように評

価し、今後、いかに考えられるかについて、各関係課・機関等の連携を含めて、町

長としてのお考えをお示しください。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

鳥獣害対策としての関係各課・機関等との連携はどうなっているかとの御質問で

ございます。集落や地域ぐるみでの取組を広げていくためには、住民参加型の研修

会等を開催し、農作物の収穫残渣の撤去や、潜み場となる茂みや荒廃農地の解消な

どを実践していくことが非常に重要でありますので、令和４年度におきまして、専

門アドバイザーによる地区単位の講座開催を予定しております。 

また、大崎町鳥獣被害防止捕獲対策協議会において、構成メンバーである大隅森

林管理署、大隅地域振興局担当部署、志布志警察署、ＪＡそお鹿児島大崎支店、曽

於地区森林組合、鹿屋大崎ソーラーヒルズ、大崎町猟友会、野方猟友会の代表者の

間で、野生鳥獣生息状況等の情報を共有し、関係各所と連携した被害防止・被害対

策に努めているところでございます。 

以上でございます。 

○７番（吉原信雄君） ただいま、町長としての考えを示していただきました。ただい

ま、耕地課関係でいけば、昔、農地・水事業、今は多面的支払交付金事業となって

おりますが、動物の隠れ場所を見つけたら草木伐採を徹底していくなど連携や、農

業委員会等の連携などを通じた遊休農地対策についても、農林振興課としてしっか

り連携を深め、住民の相談に応じた対策づくりをしていくことは大事かと思います

が、この点についていかがでしょうか 

○町長（東 靖弘君） 地域ぐるみでの取組ということを考えますと、集落の住民の方

はもちろんのこと、水利組合や土地改良区などにも声かけをして、野生鳥獣の潜み

場になる遊休農地等の解消に向けて適正な管理を実施するためには、関係各課の連

携は重要と認識しております。 

○７番（吉原信雄君） ここで、次の獣害侵入防止対策に関する質問に入る前に確認し

ておきたいことがあります。私のほうでも、担当課から令和３年度までに過去５年
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間の捕獲実績に係る一覧表をいただいておりますが、有害鳥獣対策で被害をもたら

すものに、ニホンザル、タヌキ、アナグマ、イノシシ、カラス、ヒヨドリなどが上

げられます。これらについて、全体的に質問を進めていく論点が外れるおそれがあ

ることから、本町で農作物に被害を及ぼす代表的なものとしては、近年、猟友会等

の苦労により減少してきているサルを除けば、イノシシ、アナグマ、タヌキなどで

はないかと思います。この点についてはどのように考えますか。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

本年度の有害鳥獣の捕獲実績につきましては、猟友会に捕獲指示書を出して捕獲

した法人捕獲では、５年前と比較し増加している獣種はイノシシで、１７０頭の捕

獲実績で１.５倍に増えております。その他に、大崎町鳥獣被害対策実施隊による

捕獲が２０頭、加えて自己防衛での一般捕獲として１４頭の捕獲実績となっており

ます。一般捕獲は、畜産や園芸農家等が自己防衛のために自ら捕獲対策を講じるも

のですが、令和元年より申請されており、イノシシのほかタヌキとアナグマの捕獲

が報告されています。これらのことを踏まえますと、議員が言われるとおり、イノ

シシ、タヌキ、アナグマによる被害の割合が多いと認識しております。 

○７番（吉原信雄君） それでは、次の５番目に入ります。ただいま言われました３種

の動物については、その対策として侵入防止柵が有効といわれております。この場

合、電気柵が最も有効なものとして認識されており、これに複合柵としてワイヤレ

ス柵の上に電気柵を設置したものであります。この電気柵について、担当課の資料

によると、平成２８年８件で１８万円の補助が行われ、令和２年度では１４件、２

６万９,０００円の補助が行われており、５か年間トータルで４５件、金額にして

８８万１,０００円の補助額であります。 

そこで、本町における有害鳥獣電気柵設置等事業補助金について、基本的な補助

金設定の考え方についての説明を求めます。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

獣害の侵入防止対策について、どのように考えているかとの御質問でございます。

被害を受けた方は、その対策として、まずは捕獲を第一に上げられますが、多くの

場合、狩猟免許をお持ちでないため、猟友会への駆除依頼を要望されております。

野生鳥獣を近づけないようにすることも、田畑等の被害を未然に防ぐことにも限界

があることを理解していただき、その作物を２４時間３６５日守ってくれるのは電

気柵であることをお伝えしているところでございます。 

有害鳥獣電気柵等設置事業補助金の申請件数は増加の傾向にあり、当該事業要綱

で補助額は１件当たり、事業費の３分の１以内、３万円を上限としております。 

○７番（吉原信雄君） ６番目に入ります。ただいまの説明によりますと、対象事業費
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の３分の１が補助金額となっていますが、実際電気柵を設けた大隅カントリークラ

ブにおいては、過去に見られたイノシシの被害が全く見られなくなったと聞いてお

ります。 

ここで、せっかくですから、副町長はゴルフをされておりますので、大隅カント

リーの事実を御存じかと思いますので、感想をお示しください。 

○副町長（千歳史郎君） ゴルフをしているということですが、まだ今年は１回も行っ

ていないんですけれども。これまでも、今、吉原議員が言われるように、以前、至

るところが、コースの中に穴が掘られている状況がございました。最近は、さすが

に電気柵をされておりますので、ここ２、３年、イノシシの穴は全く見られないと

いう状況でもございます。 

また、電気柵だけでなく、周りの草刈りもきれいにされて、ゴルフ場はそういう

こともされておりますのでイノシシも潜むヤブがないからイノシシも出てこないん

じゃないかなと思っているところでございます。電気柵の効果というのは十分ある

と思っております。 

以上です。 

○７番（吉原信雄君） ただいま、副町長は実体験をもとに話してくれたところでござ

います。ただいま、副町長の感想について、町長として、電気柵の有効性について

どのようにお考えなのかお示しください。 

○町長（東 靖弘君） 今までも説明してきておりますけれども、最終的な手段として

は電気柵をということは農家の皆さん方、被害を受けられた方々は考えられるのは

当然であるし、そういった補助制度もつくってきているところであります。 

○７番（吉原信雄君） ただいま、町長として電気柵の有効について示していただきま

した。 

そこで、現在、電気柵補助金申請を見ると、年々わずかでありますが、申請者数

が確実に増加しておられるとみております。近年、有害獣と人との生活は大変近く

なり、里山から人家の近くまでイノシシ、アナグマ、タヌキ等が出没するようにな

ってくると、農家だけでなく、子どもの通学時の危険も増してくるのではないかと

思います。農家への獣害から守り、住民生活を守るためには、動物を山のほうに追

い返すためには電気柵の補助率の引き上げを考えるべきに来ていると私は思います

が、町長としてのお考えをお示しください。 

○町長（東 靖弘君） 有害鳥獣電気柵等設置事業補助金の引き上げを図れないかとの

御質問でございますが、電気柵用の電源装置は、種類により最大有効柵線距離に違

いはありますが、井上氏監修のもと、曲集落が取組をしましたモデル菜園に設置し

た機種は二段張りで、１６ヘクタールを囲えます。現在のところ、すべて個人での
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導入ですが、地域ぐるみの取組が重要であることから、隣接者との共同導入を進め

てまいりたいと考えております。 

また、今月、立小野水利組合では、組合員より、ワイヤーメッシュ柵の導入要望

があり、担当者が補助事業による導入を説明したところでございます。この事業は、

採択されれば、その材料費を全額補助するもので、設置管理は導入する団体が行う

ものです。複数年にわたり、地域ぐるみの獣害対策の必要性を、研修会や町報等を

通して広報してきたことが実を結ぼうとしており、次のステップへ進める団体の育

成に努める所存でございます。 

なお、有害鳥獣電気柵等設置事業は、今後も推進を図り、補助金の引き上げにつ

きましては検討させていただきたいと考えております。 

以上でございます。 

○７番（吉原信雄君） 提案という形で申し上げます。先ほど申しましたが、鳥獣被害

を防ぐ３つの対策の残りは、個体を減らすということであります。これについては

要望という形で、猟友会や支援と後継者対策を上げられると思います。熟練した先

輩の十分な指導に当たってこそ、未来を担う後継者がいろいろな経験を積むことで

あります。 

さて、本年３月６日の南日本新聞広報欄で、鹿屋市在住の畜産業の方が、「有害

鳥獣駆除の体制強化を望む」と題して意見を載せておられました。私としても大い

に共感することでありますので、この場を借りまして紹介を申し上げます。鹿屋市

において、最近、住宅地でイノシシ、鹿、タヌキなどの野生動物の姿を見ることが

珍しくはなくなった。逆に勢いを増しているとの意見であります。日本各地で頻発

する家畜伝染病の豚熱や病気にかかった野生のイノシシも感染を拡大しているとは

いわれている。２０１０年に宮崎で発生した多数の牛・豚が殺処分された口蹄疫も

発生農場によっては感染病経路の不明というケースも多く見られました。この事情

で野生動物が増え続ければ、家畜伝染病のリスクは高まるばかりか、嘆いておられ

ます。特に大隅半島のような大畜産団地では、一旦病気が入ると大変な被害が出る

ことを避けられない。有害鳥獣対応は猟友会が有害鳥獣捕獲に貢献しているが、高

齢化が進み、なり手不足もしていることから、駆除の補助見直し、捕らえた野生の

動物の肉の活用を図るなど、行政には有害鳥獣駆除の体制づくりを努められてもら

いたいとの言葉で結んでおりました。私も、この方の意見に全く同感であることか

ら、この機会に紹介した次第であります。 

このような観点から、予算面を含めて支援策を講じていただくよう申し上げ、こ

の質問を終わります。 

○議長（神﨑文男君） では、昼食のために、ここで暫時休憩します。午後は１時１０



 

－ 100 － 

分から再開いたします。ここで、暫時休憩します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後０時１０分 

再開 午後１時１０分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（神﨑文男君） 休憩前に引き続き、７番、吉原信雄君の質問を許可いたします。 

○７番（吉原信雄君） ２番目の質問に入ります。 

大崎中央運動公園については、過去にも活用方策について質問をした経緯がござ

います。今回、新たに提案もありますので、答弁については最初から町長にお願い

したいところであります。ふり返りますと、運動公園は、平成２２年、照明施設の

改修を皮切りに、平成２５年度、暗渠排水施設整備工事点検及び用地改修工事整備

を含め約８,０００万円余りの経費を投じ、今日の形に整備されました。グランド

ゴルフ場として利用促進の意味で整備が図られたところでありますが、このグラン

ドゴルフ場について、別に約２,０００万円を投じて大崎ふれあいの里公園におい

ても同様の整備がなされたところであります。以後、大崎中央運動公園は、通称田

中グラウンドにおいては、これまでの整備に係る維持補修費として毎年２００万円

の町費が投じられております。この大崎中央運動公園は、大崎町民の健康増進、体

力の向上を通じて福祉の向上に大きく寄与することが期待されたというまでもあり

ません。さきの整備も一段落し、本格的に使用開始が平成２７年度からすると、こ

のときの利用状況、年間を見てみますと利用者数で９,００２人、利用者日数で３

１９日、利用者時間で１,２７２時間というものでありました。 

そこで、この利用について係る今日の実態について、令和元年度の実績のもとに、

どのような団体が利用したかも含め、説明を求めます。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

大崎中央運動公園の利用実態について示せとの御質問でございます。過去３年間

の利用実績について御説明いたします。令和元年度におきましては、利用日数５５

日、延べ６,０２２人、令和２年度は利用日数３２日、延べ２,４２７人、令和３年

度は１月末現在、利用日数３２日、延べ１,２４０人でございます。 

令和２年度及び令和３年度の利用人数につきましては、新型コロナウイルス感染

症拡大により利用制限などを行ったことが影響しております。 

また、ただいまの数字につきましては、申請書が提出された実績に基づくもので、

このほかにも公園として自由に家族の方に御利用いただいております。なお、利用

者につきましては、スポーツ少年団、部活動、公民館、自治公民館等に幅広く御利

用いただいているところでございます。 
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以上です。 

○７番（吉原信雄君） ただいま説明をいただいたところでありますが、この実績につ

いては私も前もって資料をいただいておりますので、別の角度から触れてみたいと

思います。 

これによりますと、平成２７年度に比べて令和元年度における年間利用にかかる

実績は、利用者数で約３,０００人の減で、率にして３３％減、利用日数にして２

６２日減で８３％の減、さらに利用時間は９５５時間の減で約７５％の減というも

のであります。なお、本質問にあたっては、昨今、コロナウイルス感染症対策がさ

れて行事等の中止を考慮し、令和元年度までの実績をもとに参照いたしました。 

そこで、大崎中央運動公園の現況の利用実態に係る課題について、町長はどのよ

うに認識しているかお示しください。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

現況の利用実態に係る課題について、どのように認識しているかとの御質問でご

ざいます。中央運動公園の利用実績につきましては、年々減少傾向にあることは認

識しているところでございます。その理由としまして、中央運動公園は全面芝生の

ため、町内外問わず多くの利用申し込みがありますが、芝の状況によっては利用に

制限をかけていることが理由の１つであると考えております。 

今後は、運動公園の利活用を図るため、使用にあたっては活動場所のローテーシ

ョンを行うなど、利用拡大の対策を講じるとともに、町内の宿泊業者等による合宿

誘致や、近隣市町との広域的な連携を図っていく必要があると考えております。 

以上です。 

○７番（吉原信雄君） それでは、３番目に入ります。この利用実態の移り変わりの中

で、特に目を引くのがグランドゴルフ場の利用日数で、平成２７年度２９１日をピ

ークに、徐々に減少して、令和元年度にはわずか１５日というものであります。 

今後、この傾向が引き続くものと思われます。現在、年間２００万円を維持管理

費に投下していることを考えると、利用状況の移り変わりを踏まえて、この中央運

動公園の在り方について再検討していく必要があると思いますが、町長としての考

えをお示しください。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

多角的な活用方策の充実を図るための検討を進めるべきではないかとの御質問で

ございますが、先ほど議員からもありましたように、中央運動公園は平成２２年度

から平成２５年度にかけまして芝生の張り替えや駐車場整備、管理等の建設などの

整備を行ってまいりました。 

また、令和３年７月１７日に、東九州自動車道の鹿屋串良ジャンクションから志
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布志ＩＣまでが開通し、大崎ＩＣが新設され、今後は町外や鹿児島市内からもアク

セスがよくなり、利用が多くなるものと考えております。 

また、住民が健康で豊かな生活を送るためには、体育、スポーツ及びレクレーシ

ョンの振興はもとより、誰もがいつでもスポーツやウオーキング、ジョギング等に

親しむことのできる環境を確保していくことが大切であると考えておりますので、

今後も、引き続き当該施設を運動公園として活用した上で、利用促進に努めてまい

りたいと考えております。 

以上でございます。 

○７番（吉原信雄君） もう最後の４番目に入らせていただきます。我が町における少

子高齢化の動向を見て定住化人口の増加を図っていくために、大崎中央運動公園に

ついては、高速道路東九州自動車道に近いという地の利を活かし、思い切って住宅

用地として活用するものも検討していく必要があるのではないかと思いますが、こ

のことについて、町長としてどのようにお考えかをお示しください。 

○町長（東 靖弘君） お答えいたします。 

中央運動公園を定住促進のための住宅用地として活用する考えはないかとの御質

問でございますが、大変貴重な御提案でございます。令和４年度当初予算で野方地

区の宅地分譲関連予算を上程し、住宅所得に伴う補助金も、環境配慮型定住住宅取

得補助金を創設するなど、大幅な拡充を図っており、早期の分譲地販売につなげた

いと考えております。 

このような状況から、まずは野方地区の宅地分譲に注力してまいりたいと考えて

おりますので、現段階での中央運動公園の宅地としての活用は考えていないところ

でございます。 

以上です。 

○７番（吉原信雄君） 提案という形でお願いいたしたいと思います。私としても、こ

のグランドゴルフ場利用実態の今後の在り方については、町長としての方向性を示

す時期に来ているのではないかと思っております。 

そこで、多方面からの望ましい在り方について、町民各位の希望を聞きながら検

討を深め、確かに未来に希望を持てる明るい方向性を示していただけるよう要望申

し上げまして、私の全質問を終わります。 

○議長（神﨑文男君） 次に、１１番、児玉孝德君の質問を許可いたします。 

○１１番（児玉孝德君） 「コロナが怖い」、３月９日の南日本新聞の不登校の特集記

事は、こんな書き出しで始まりました。新型コロナウイルス感染症で、今、私たち

の平和な日常生活が大きく失われています。その中でも、最近はオミクロン株で若

者たちに感染が広まり、多くの子供たちが不安を抱えています。 
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そこで、今回、私は、通告いたしました本町の教育行政について質問いたします。 

現在、少子高齢化が進むことで様々な社会問題が出てきています。今の子どもた

ちには、情報化社会において自分に必要なものを判断し、グローバル化のために必

要となる力を培い、社会人として自立することが求められます。コロナ禍の今、未

来の子どもたちの活躍につながる学力向上のための取組をしっかりと進めなければ

ならないと考えます。 

では、学力向上にはどのようなことが必要なのか、学力向上に必要なのは学習の

量と質の両方です。勉強しなさいと強制するだけでは駄目で、生活全体を見直し、

効果的な学習方法を子どもたちに習得させることが大事です。単に量をこなすだけ

でなく、効果が高いとされる学習方法を子どもたちにきちんと身に付けさせる。テ

ストの点を上げるためのものではなく、持続的に子どもたちの学力を高めるための、

自分で計画を立てた家庭学習ができるようにする、テストで間違えた問題を理解で

きるまで勉強をする、このような学習方法を身に付けさせることが学力向上につな

がると思います。 

つまり、子どもの学力向上のために必要なことは、勉強を習慣化させることです。

勉強は一度やればいいということではありません。習慣、つまり勉強を継続してい

く子の学力は、必ず向上します。 

そこで、今までも何回か学力については質問してまいりましたが、コロナ禍の中

で本町の子どもたちが影響を受けてないか、現在の学力状況と学校現場の指導につ

いてを１回目の質問といたします。 

○教育長（藤井光興君） ただいまの質問にお答えいたします。 

令和３年５月２７日に、小学校６年生、中学校３年生を対象に行われました全国

学力学習状況調査の結果では、令和３年９月の町報にも掲載したとおり、小学校に

おいては国語・算数の両方とも、全国平均を５％余り上回っております。中学校に

おいては数学はほぼ全国平均でございましたが、国語においては、やや全国平均を

下回る結果でありました。 

また、令和４年１月に、小学校５年生、中学校１年生を対象に行われました鹿児

島学習定着調査では、小学校は４教科すべてで県平均を超えております。中学校１

年生は５教科中４教科、中学校２年生は５教科中３教科が県平均を超えております。

詳しくは、町報の４月号に掲載する予定です。 

小学校は、ここ数年、全国平均前後で推移しており、中学校では、開校以来、

徐々に全国平均との差を縮めております、上がってきています。 

取組につきましては、すべての学校が演習問題を行う時間を設定しており、一定

の成果が見られていると捉えております。特に大丸小学校では、はなまるタイムと
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名付けて、全教職員が教室に入り指導を行っております。また、大崎中学校では、

過去問をプレテストとして実施し、課題に応じて補充する指導も進めております。 

来年度は、教員の授業力を向上させるために委員会を立ち上げて、授業の質を向

上させることで子どもたちの確かな学力が育成されるよう努めてまいりたいと思い

ます。 

先ほど、大崎中学校から電話がありましたけど、何の電話かなと思いましたら、

今日は公立高校の発表日なんですけど、全員合格したと、変更もなくてということ

でした。校長さんのあれでは、やっぱり学力が上がってきていることを感じました

ということでした。 

以上です。 

○１１番（児玉孝德君） ただいま、学力については向上しているということで、全国

平均を上回ったり、全国平均に近づいたりしているということで、大変喜ばしいこ

とだと思います。 

以前、何回か質問したときは、小学校の生徒たちは県平均を上回っているけど、

中学校になったら県平均を下回ってくるという実態がありました。これまで、教育

長が取り組んだ結果となってあらわれたことだと、大変ありがたく思っております。

好評価に満足せず、引き続きですね努力していただきたいと思います。 

それでは、対策として、引き続き努力していただくということで、勉強を習慣化

させるにはどうすればいいのか、それには子どもが自発的に勉強するということで

すが、勉強をやらされているという感じでは継続ができないと思います。子どもた

ちが自発的に勉強を面白いものと感じてもらうことが必要です。自発的に勉強に取

り組む指導はどのようにされるのかお伺いいたします。 

○教育長（藤井光興君） 難しい問題ですが、すぐきちんと答えることができませんけ

ど。 

大崎の子どもたちについては家庭学習が足りないと思っています。先生方の頑張

りでこの結果が出ているんですけど、家庭で学習する時間は、以前から少しは伸び

てきてかもしれませんけど、まだまだ家での勉強時間は足りないと。恐らくテレビ

やらゲームを見ている関係なのかと。それから、本も読んでいません。本はたくさ

ん読んでいますけど、本の質が、ただ走り読みするだけで、だから読解力がないん

ですね。中学校の国語がちょっと低かったですけど、やっぱり読解力の問題だと思

っています。そのあたりは問題ですけど。 

やっぱり子どもたちが学習するようになるについては、子どもたち自身が目標を

持っていることが大事なのかなと私は思っております。今、中学校の状況を話しま

したけど、今年の状況は、先ほどの話では私立が４４名、公立が４３名、それから
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国立が３名、国立３名というのは隼人高専が２人、都城高専が１人ということでし

たが、希望じゃなくて全部１次で通ったということで校長先生も喜んでいらっしゃ

いまいたけど、学力の向上はあっているのかなと思います。 

先ほど言いましたとおり、やっぱり子ども自身が目標を持つということは大事な

ことで、３月号の広報おおさきに載せておりますけど、広報おおさきの中に教育委

員会のコーナーがございますけど、二月にいっぺん、上のほうは教育委員会の情報

で、下のほうに「私の夢と僕の夢」とありますね。各月のもう１つのほうは、「教

えの庭、学びの窓」がございますが、学びの窓としたのは、保護者の方々、町民の

方々に子育てはどうすればいいか、親としてはどんな関わりをしたらいいかという

ことについて書いていただいて読んでもらったところです。もう１つの「僕の夢、

私の夢」につきましては、子どもに目標を持たせようということで夢を語らせよう

と思って、２か月にいっぺん、書いてもらっているんですけど、今回の３月号では

中沖の子どもが書いていますけど、「私の将来の夢は養護教諭になることです」と

あります。そして、その中に、１つは、その夢を持ったのは養護教諭との出会いで

したと書かれています。２番目には、とにかく誰でもいいから手当てをしたいとい

うことが書いてございますが、では、そのために自分はどのようにやっていったら

いいかということを書いてございますけど、今までも全部そんな文章でした。 

やっぱりそのあたりで、これから夢の次に、じゃあ自分で今は何をすべきなのか、

小学校の段階で、中学校の段階で。御存じのとおり、小学校の学習内容でも、高校

入試の中では４５０点のうちの９０点は出ていますよね。５分の１は小学校の問題

なんです。それを目安点といいますけど、目安点を取りきっていない子どもたちも

結構いるわけです。小学校の子どもたちは高校入試をやった場合では９０点満点取

れるところなんですけど、そんな状態。あとは中学校の問題が出ているんですけど、

そうしたときにやっぱり小学校は小学校なりの、中学校は中学校なりの勉強をしっ

かりしていって、その内容を理解していくことが大事だろうかと、それをするため

には予習復習だろうなと。学校でも、当然、先生は家での勉強の仕方を教えますけ

ども、定着していない。それを繰り返し、繰り返しなんですね。そういう意味では

やっぱり家での家庭学習が足りないなと思っていますけど、そのあたりから、まず

は目標を持たせる、そこから、今、何をすべきなのか、中学校では何をすべきなの

か、そういうことを考えていくことが大事なのかなと思います。昨日も、中学校は

卒業式で告辞の中で言いましたけど、大谷翔平の例を出しながら語りましたが、大

谷翔平が去年大変な活躍をしましたけど、彼が高校時代に掲げたのはドラフト１位

８球団という目標ですよね。それに向けて彼は努力したわけで、そしてその中に幾

つかの項目を設けていますけど、彼はそのために１つの運というのを大きなテーマ
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で上げています。その中に、運をつけるために何をするかと書いてありますが、例

えばごみ拾いですよ、彼が上げたのは運をつけるためにごみ拾いとか本読み、それ

から審判に対する敬愛する態度、それから挨拶というのを上げていますけど、自分

がなりたい目標のために、じゃあ今、僕は何を努力すべきなのか、そういうことを

やっぱり考えさせることが大事なのかなと思っているところです。 

以上です。 

○１１番（児玉孝德君） 今、教育長から答弁をいただきました。やはり、子どもたち

はですね目標を持って、夢に向かって努力することが大切ということで、毎日の学

習を夢のために継続していっていくように指導のほうをよろしくお願いいたしたい

と思います。 

では、次の質問です。先ほど、冒頭で言いました「不登校は今」という南日本新

聞の特集記事で不登校が取り上げられています。コロナの問題でも不登校が全国的

にですね最多になったというふうにいわれております。不登校がコロナの問題、中

１ギャップの問題、悩みの共有で変われたとか、学校復帰は焦らずにとか、一人一

人に向き合うということで書かれております。 

そこでですね、南日本新聞にこんなに毎日のように連載されるわけですから、本

町の状況はどうなのか。不登校の子がいるのであれば、その対策をどのように行っ

ているのか具体的にお聞かせください。 

○教育長（藤井光興君） ただいまの質問にお答えいたします。 

令和４年２月末現在、今年度、３０日以上欠席している児童・生徒は、小学校で

５名、中学校で１２名おります。これは、昨年度と比較すると、小学校は同数、中

学校は４人増であります。また、不登校が増えている割合は、県と比較すると中学

校においては、鹿児島県は令和２年度で３.２９％に対しまして、今年度、大崎町

は４.１７％と、県の数値よりやや高い状況です。これは、人数に置き換えますと

１人多かったという平均になりますが、そういう状況です。小学校においても同様

の傾向は見られますけど、全国平均に比べると、やや低い数値となっております。 

不登校の原因ですが、コロナ感染等による不登校はおりません。主な原因として

は、中学校では無気力や学業不振などが多いのかなと思っております。小学校では、

原因不明の登校しぶりが多い状況です。 

対策としましては、各学校は専門機関と連携し、教育相談やケース会議を開き、

子に応じた対策を検討しております。また、学習を少しでも進められるよう、タブ

レット端末を活用して課題の受け渡しを行ったり、保護者と連携できるよう、直接、

担任が家庭訪問をしたりするなどして学校とのつながりを切らさないようにしてお

ります。特に大崎中では、新たな試みとして、不登校の保護者を集めて悩み等を共



 

－ 107 － 

有する「お父さんとお母さんの語り場」を設定することで保護者の孤立感を払拭す

る活動も始めております。 

以上です。 

○１１番（児玉孝德君） 小学校が５名、中学校は１２名もいるということで、非常に

心配される事態だと思いますが。保護者を集めて語り場をつくったり、いろいろタ

ブレットを渡して課題を与えたりとかやられていらっしゃるようですけど、コロナ

で不登校になった子はないということですけど、しかし増えているわけですから、

その対策ですね十分に行ってほしいと思いますが、指導員とかそういう方もいろい

ろ対策をされているとお聞きしておりますが、助言を受けた子どもたちが問題を解

決して登校できるようになるのか、なっているのか、そんな子がいたのか。今後、

そうやって登校できるようになるのか、その辺をちょっとお聞かせください。 

○教育長（藤井光興君） 不登校の問題は難しい問題で、大崎町は、今先ほど、中学校

の場合を言いましたけど、大規模校は３０名、４０名いる状況ですよね、昔と比べ

て増えている状況です。そのあたりがどんな問題があるか、あるいはそれをするた

めに学校側は、今度は登校、刺激をあまり与えてはますます引っ込んでいきますの

で、不登校の子どもたちは学校まで、家を出てくるんだけど、校門に入るところで

ちょっと吐き気が出たりしたりとか、入れなくなる。そのあたりが抵抗感が多いん

だなと思いながらいるんですけど。 

その理由につきまして、先ほど言いましたとおり、いろんな理由がありまして、

それぞれ違うんですね。今朝の新聞にも載っていましたとおり、一人一人に向き合

わなきゃいけない。じゃあ、その子はどんなことを考えているのか、向き合って対

抗することが大事なのかなと私も思っているんですけど。学校側はその子に応じて

ケース会議を開きながら対策を取っておりますけど、まだ、見えるようないい結果

は出ていないというのが全国の状況だと思います。これについては、やっぱりこれ

からも継続的に根気強くやっていく必要があるのかなと思っているところです。 

以上です。 

○１１番（児玉孝德君） それぞれの問題があって、なかなか一概には言えないと思い

ますけど、対応はされているみたいですけど。この特集記事なんかを読んだり、い

ろんなのを読んでみますと、現場の先生方がですね何も考えなしに対応されること

があって、それがちょっと不登校気味の子がよけい学校に来れなくなるというよう

なことがあるということもありました。その辺はですねしっかり指導をされて、先

生がちゃんと助言をして問題解決に取り組んでいかれるように御指導のほうをよろ

しくお願いします。 

それではですね次に、児童・生徒のＳＮＳでのトラブルについてお伺いします。
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多くの児童が所有していると聞きます、中学生は特にですね、スマホとかですね。

また、本人は持っていなくても、親のものを借りて使用している場合もあると思い

ます。 

そこで、いわゆるいじめとか、ゲームなどで高額な料金を請求されたとか、事件

に巻き込まれるおそれがあった事案などがないかお聞かせください。 

○教育長（藤井光興君） ただいまの質問にお答えします。 

学校での指導については指導や人権同和教育と関連づけて授業で指導したり、Ｎ

ｅｔ村に関するアプリをタブレットに入れて指導したりしております。特に菱田小

学校では、すべての学年で一、二時間、Ｎｅｔ村で学習を行っております。その他

の学校においても、総合的な学習の時間や道徳の時間などでＳＮＳによって人を傷

つけたり、被害に遭わないようにする行動について学んでおります。 

また、トラブルが発生した場合は、当事者から状況を丁寧に聞き取って、保護者

と連携し、解決を図っております。なお、本年度、ＳＮＳ関連によるトラブルの報

告は１件で、双方に誹謗中傷を言い合う内容でした。 

このように、ＳＮＳのトラブルの未然防止に関する対応については、学校外での

行動によって発生しており、学校教育だけは限界があると考えております。家庭で

もルールを十分話し合っていただけるよう、大崎町携帯・スマホ等使用ルール１０

箇条をはじめとした継続的な啓発活動を行ってまいります。 

御存じのとおり、教育委員会のほうでは、小中学校の校長会と町Ｐ連の研究協議

会で、四者でこのように、携帯・スマホの使用ルール１０箇条を出しております。

これについては、上のほうが児童の努力義務が６箇条あります。実際、学校で指導

しております。下のほうには、保護者の努力義務が４つありますけど、学校には持

たせません、多分持ってきていないと思いますけど、それから、必ず購入時にフィ

ルタリングを設定する、これをやってないのがあるんですね、親がですね。それか

ら、９番目が、使用方法、使用時間について話し合います、このあたりがどうなの

か、徹底していっているのか、そのあたりもちょっとわかりません。それからあと、

最初の段階で、暗証番号、ＩＤパスワードを管理しますとありますが、このように

１０箇条を出しておりますので、この辺りについては今後また保護者のほうにも指

導してもらいたいと思っています。 

以上です。 

○１１番（児玉孝德君） ＳＮＳでのトラブルがですね不登校とかいじめにつながると

思います。そこで、トラブルが行われないような指導を行っていただきたいと思い

ます。 

テレビのニュースで、最近、歩きスマホをやっていると、男性が近づいてきてわ
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ざとぶつかって、壊れたスマホを落として「壊れた」というふうにクレームをつけ

て高額な請求が行われるという事案が多数、県内というか鹿児島市のほうですね、

発生しているというニュースがありました。その対象が中学生ということで、大変

心配になっております。そういった場合の対処も指導していただきたいと思います。 

携帯・スマホ等使用ルール１０箇条ですね、これは先月、菱田小のほうから手紙

でですねこういったのがありますということで案内がありました。しっかりと周知

されるよう要望します。 

高額な請求のクレームに対しての指導をやっていただきたいと思いますが、教育

長、どうでしょうか。 

○教育長（藤井光興君） そのあたりについては学校のほうでも常時指導しております

し、確か、町の生活指導研究会でも二、三年前に話題になって、そのあたりについ

ては指導してあると思います。 

○１１番（児玉孝德君） ではですね、歩きスマホは絶対するなということで、そうい

ったトラブルがあった場合も、その場で自分で解決しようとせずに親や警察に、学

校の先生なんかに相談するということで、しっかり指導をしていただきたいと思い

ます。 

では、以前ですね、学習用タブレット端末を児童・生徒に配備をと質問したこと

がありました。今では、本町の児童・生徒全員に配備されていますが、どのような

使われ方をされていて、今までとは子どもの理解がどう違うのか。つまり、今まで、

教科書、黒板で授業を進めていただいていたと思います。タブレットによる理解度

の違い、進み具合など、その成果と、何か課題があるなら、今後、どのようにして

成果につなげていくのかをお聞かせください。 

○教育長（藤井光興君） お答えします。 

タブレット端末については、今年度から配備されて、すべての児童・生徒が使用

しております。例えばロイロノートというアプリを使って、先生と子どもたちが資

料や作成物のやりとりを行うことで、円滑な意見交換を可能にしております。 

また、ナビマという学習ドリルを使い、学習の振り返りや個人の課題に合った演

習問題を行っております。このナビマについては、毎月、利用状況が業者から報告

されておりまして、持留小や大崎小の利用が特に進んでおります。 

成果としましては、先ほど述べた活動によって、子どもたちの学習が効率的に行

われるようになったことと、教職員の負担が軽減されたことが上げられます。 

課題としましては、学校や学級によって利用状況に差が見られるところです。タ

ブレットの利用は、学力向上の手段の１つですので、利用が多ければよいというわ

けではありませんが、これからの時代を考えたときに、その時代に対応する資質・
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能力を育成する立場で考えたときに、子どもたちがある程度、タブレットを利用し

た学習経験を積むことは必要と考えます。町教としても、継続的に情報提供や研修

を計画していきたいと思います。 

学校を訪問してもらったらわかるんですけど、子どもたちが１年生、２年生、３

年生であっても自由に使っています。もうツールですよね、学習用に使っている、

そんな状況が見れますので、是非、学校訪問等をしていただきまして、その状況を

見ていただければありがたいと思います。 

○１１番（児玉孝德君） 成果が上がっているということですけど、問題は利用の差が

あるということですけど、先生によってですね、そんな利用の差があることはちょ

っと問題かなと思いますので、一律になるようにですねその対応を今後お願いいた

します。 

では、次にですねタブレットを家庭へ持ち帰って、宿題や勉強に使っているとお

聞きします。家庭へ持ち帰ったときの利用状況、また、トラブルなどの事例は報告

されていないのか。現在なくても、トラブルがあった場合の対処について、どのよ

うに考えているのかお答えください。 

○教育長（藤井光興君） お答えします。 

家庭へ持ち帰ったときの利用については、頻度は異なりますが、ほぼすべての学

級で行っております。その内容は、先ほどタブレット端末に関する御質問で答弁し

た内容に加えて、動画の視聴や学習を行っています。トラブルに関しては、深夜に

もタブレットを使用している例がございましたので、９時オフの原則に基づき、３

月１日から、午後９時３０分から翌朝の朝６時までの使用ができない状態に設定し

ております。 

ちなみにトラブルではございませんが、以前、社会的に問題になったチャットに

ついては、子どもたちだけでやりとりすることができないような設定にしておりま

す。 

以上です 

○１１番（児玉孝德君） 深夜まで使っている子どもがいるということで、９時オフと

いうことで指導されているということですが、この前、大丸小学校の教頭先生から

お伺いしたんですけど、家に持ち帰ったときに通信環境がなくて携帯のルーターを

持たせているということで、それの電波状況が悪いところがあるということをお伺

いしました。その件についてどうされるのか、対処方法を教えてください。 

○教育長（藤井光興君） そのことは私も聞きましたが、委員会の管理課の担当のほう

で大丸小さんに聞いたようです。おっしゃったとおりウエブ環境というんですか、

最初に持ち帰ったときに、その環境が家の中でも部屋によって違うみたいです。よ
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く捉えるところと捉えられないところがあったりして、大丸小さんは１件あったよ

うですけど、２回目はつながったと、昨日、教頭さんに確認しましたけど、問題は

ありませんということでした。そういう状況があったんだろうなと思っています。 

○１１番（児玉孝德君） 電波状況が悪いところはですね、その環境を整えるように要

望しておきます。 

それでは、持ち帰ったタブレットで宿題をやったりとかするということなんです

けど、わからないときですね、行き詰まった場合、タブレットを使い、考え方など

をその場で先生に質問できないかお尋ねします。 

その場ですぐにというと、先生方もですね家に帰ってゆっくりされる時間がなく

なりますので、例えばですね土日の連休とか、その前の金曜日に３０分ぐらい時間

を設けて、わからない子どもたちが質問できる時間帯を取るというような方法もあ

ろうと思いますが、子どもたちがつまずいたとき、わからないのが出てきたとき、

次の日だったらまだいいかもしれないですけど、２日後、３日後ぐらいに学校に持

っていって宿題を提出して、それから答えが返ってきたとしても、どこでつまずい

たかを自分自体が復習しないとわからなくなると思います。だから、その場ですぐ

に答えていただければ、理解も得られることじゃないかなと思いますので、こうい

った体制をつくれないかお尋ねいたします。 

○教育長（藤井光興君） 学校内ではできると思います。ところが、夕方、家に持ち帰

って、そこでちょっとわからなくなったと、学校の先生につないでと。それは時間

外ですので、そこまで先生方を制約できませんので、それはちょっと無理かなと思

います。そういうことをするんだったら、また別に組織をつくってやればできるか

もしれませんけど、先生方を使うことについてはちょっと今のところ考えておりま

せん。 

○１１番（児玉孝德君） 先生方には時間外ということでできないというお答えでした

が、役場のほうで誰か、指導員とか立てられて、そういう事業もできるんじゃない

かなと思いますので、その辺のところは、今後ちょっと考えていただいて、いい解

決策があればと思います。 

それでは、コロナでですね学級閉鎖になり、オンライン授業が行われたと聞きま

した、菱田小学校だったですけど。今回はＩＣＴ支援員の方がちょうど対応してス

ムーズにできたと聞いております。今後考えられるオンライン授業の成果と課題は

何かお尋ねいたします。 

○教育長（藤井光興君） お答えします。 

これまでオンラインで授業を行ったことがある学校は、町内に４校あります。う

ち３校は、コロナ感染による学級閉鎖や濃厚接触者となっている無症状者に対して
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双方向の授業を行っています。１校は、双方向ではなく不登校生に対して視聴のみ

の形態で行っております。 

成果としましては、コロナ禍でも子どもたちの学びを止めないための緊急対応や、

顔を確認することで体調の確認ができているということがあります。 

また、課題としては、通信環境の不具合による通信の遮断があったと報告を受け

ております、先ほどの件ですね。 

さらに、通常の教育活動と同様に、終日６時間の授業をすることや複数の学級が

一斉にオンラインで授業を行うことについては、子ども健康管理の問題や教員の準

備などから、現段階では難しいところです。 

町教としましては、オンライン授業については、やむを得ず登校できない状況の

児童・生徒に対して行う有効な手段として整備していきたいと考えております。 

○１１番（児玉孝德君） コロナでですね学級閉鎖になったときとかはですね有効な手

段だと思いますので、ほかの学校と差ができないように慎重に行っていただきたい

と思います。 

また、不登校の子どもたちにも活用されているということで、是非、取り組んで

ほしいと思います。 

次は、体力面についてお伺いいたします。コロナ禍で昼休みを取らずに早めの帰

宅を行っているという学校があります。感染拡大を防ぐためにしっかりとした必要

な対策だと考えます。しかし、子ども同士のコミュニケーション不足、つながり、

信頼関係などや、昼休みに校庭をかけずり回るなどができなくて体力不足になって

いないか、精神的な面も踏まえ、持続的で即効性のある対策はどのようにされるの

かをお伺いいたします。 

○教育長（藤井光興君） ただいまの質問にお答えします。 

今のことについては菱田小の件だと思いますけど、昼休みについては御存じのと

おり感染予防のためです。その代わり、朝の活動で動き回っているわけです。その

あたり、御理解いただきたいと思います。 

体力の現状につきましては、昨日付の、先ほど言いました広報おおさきの３月号

で、今年度の小学校５年生と中学校２年生の体力・運動能力調査の結果を掲載して

おります。小学校においては、８種目中、男子が６種目、女子が７種目が全国平均

以上、中学校においては、９種目中、男女ともに３種目は全国平均以上でした。 

体力向上の取組については、継続的な取組として各学校のランニングや縄跳びな

どの運動を計画的に行っております。特に鹿児島県教育委員会が行っている「チャ

レンジかごしま」は、年に２回の調査があり、昨年度後期は、大崎中学校は長縄跳

びで学校賞をいただきました。 
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また、即効性のある取組としては、反復横跳びなど児童・生徒が不慣れな動きに

よる調査によって、その能力が発揮できないことがあるため、動きを十分に知る指

導が必要となると考えております。 

体力については、生きる気力にもつながり、生涯にわたって必要な力と考えてお

ります。暑さや寒さ、雨風に負けずに歩いて登校することを町教委としては推奨し

ているのも、取組の１つと捉えております。体力は、保護者の方々は、学校は体育

の時間があるじゃないかと捉えていらっしゃるかもしれませんけど、小学校だった

ら４５分授業、ところが昔は、体育の時間に鍛える、汗をかかせる授業をやってお

りましたけど、今、運動の楽しさに変わってきました。そうしたときに、１週間に

２時間から２.何時間の授業になりますけど、これで体力がつくかというと大きな

疑問だと思います。それから、スポーツ少年団の子どもたちと、入っている子と入

ってない子との体力差はとても大きいです。中学の部活動も同じですよね。 

だから、先ほど言いましたとおり、歩いて毎日、毎朝毎夕歩いて登下校すること

で体力をつけるということは大事だと思いますけど、今、そのあたりが、七、八年

前から歩いて登下校を推奨しているんですけど、やっぱり送り迎えがあります。そ

のあたりについて語るんですけど、親が、あるいはおじいちゃん、おばあちゃんが

送ろうかとおっしゃるのか、あるいは子どもがせがむのかわかりませんが、やっぱ

りそのあたりについては親の考え方で、子どもを鍛えようとか精神力をつけようと

いう意味で、体力をつけようという意味で、親がやっぱりそのあたりが壁になるこ

とも大事じゃないのかなと私は思っているところです。 

以上です。 

○１１番（児玉孝德君） 本町の生徒はですね、この前の今おっしゃった広報紙にも出

ていました、体力があるということですけど、今、歩いて登下校ですね、これが親

のほうにも問題があるんじゃないかなという御意見もありましたが。私も子どもが

いますけど、遠くから１人で歩いてくる子どもですね、今、やはりいろんな方がい

らっしゃいますので、途中で声かけとかあったりすると心配な面があったりするか

らですね、遠くから歩いてくる子が、結構、車での送り迎えとかあるような感じで

す。その辺は心配な面とか、体力よりそっちのほうで送り迎えをされているのかな

と感じております。その辺もあるからですね、先ほど、朝の活動とか、運動場を走

らせたりとかですね縄跳びとかされているということで、その辺を充実してもらえ

て体力のほうをつけていただきたいと思います。 

それではですね次の質問です。現在、各学校にコミュニティスクール運営協議会

がございます。それぞれの協議会がですね子どもたちのためにいろいろな活動を行

っております。例えばあいさつ運動、郷土芸能の伝承活動、講演会や語る会など、
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大崎中が行っていたのが生徒たちと一緒に取り組んだ蜂蜜販売など、いろいろ各学

校あると思いますが、いろんな活動がですね経費がかかることがあります。講演会

とかいろんな、郷土芸能の伝承とかの場合も、講師への謝礼とかですねいろんなも

のを製作したり、何か作るという場合はお金がかかることがあります。 

そこで、コミュニティスクールへの活動費をつけられないかお伺いいたします。 

○教育長（藤井光興君） 今の質問につきましては、以前、中山議員から質問があって、

１０万円つけたことがあったんですね。今おっしゃるとおり、コミュニティスクー

ルにつきましては七、八年になりますか、始めてから、なっていますけど、その間、

大分にいらっしゃる文科省のマイスターといってコミュニティスクール運営委員が

います。彼と相談しながら進めてまいりましたけど、コミュニティスクールについ

てはほとんどがボランティア活動なんですね。そういうことで回答しましたけど。 

コミュニティスクールにつきましては、現在、町内各小中学校に学校運営協議会

を設置し、様々な課題に取り組んでいるところですが、基本的にはボランティアで

の活動となります。 

また、過去において、全体での予算立てを行ったことがございましたが、学校か

らの活動に対する請求はなかったことから、その後、予算は計上していない状況で

あります。 

一方、令和３年から、地域学校協働活動事業を新たに展開しており、この事業は、

例えば登下校の見守りや、子どもたちへの本の読み聞かせなど、学校に対する多様

な協力活動を行っておりますが、本事業も、基本的にはボランティアで行うものと

しております。サポーターが行う活動における材料費等につきましては、大崎町地

域学校協働本部推進委員会の中で、今後検討していきたい。 

昨年度、社会教育課のほうで地域学校協働本部を立ち上げましたので、まだ学校

応援団なんですけど、学校運営協議会はどっちかと話し合いをしてもらうところ、

準備をしてもらうところ、そのあたりについていろいろ問題があったら、その子ど

もさんも菱田小学校ですけど、その中で話し合っていただいて、じゃあどうするか

ということを話し合ってもらえばありがたいと思います。言いましたとおり、地域

学校協働活動のほうでかかった経費につきましては、どうしても見なきゃならない

点については今後、活動費を見込んでいこうかなということで社会教育課のほうと

は話し合っているところです。 

○１１番（児玉孝德君） 基本的にボランティアなんですよ。僕なんかも、一応、菱田

小のほうでコミュニティスクールに入っていますけど、朝のあいさつ運動とかいろ

んなことをやっております。それはボランティアで確かにいいと思いますけど、や

はり、かかった経費ですね、何か製作したとか、それをコミュニティスクールの協
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議員だけで持つというのも大変ですし、その辺は、今おっしゃった予算をですねつ

けていただければと要望しておきます。 

それでは、次にですね、体育館にエアコンの導入はできないかということですね、

お尋ねいたします。近年の温暖化で熱中症になる子どもが増えています。そこで、

全部の小学校、中学校に導入してくれという要望ではございません、まずはですね

大丸小学校、ここの体育館は避難所になっています、次の質問にもちょっとかかる

んですけど、避難所の場合、国の補助金が３分の２あります。 

また、以前提案しました、本体価格は高いんですが、ＧＨＰ、ガスエアコンにす

ればランニングコストが安くて済みます。タクシーはガソリンじゃなくてプロパン

ガスで走っています。これは安く済むからと、経済的だということで、エンジンを

ガスで回したりしています。それと同じのがＧＨＰ、ガスエアコンですね。若干、

普通の電気より高いですね、１.５倍ぐらいすると思います。しかしですね、５年

ぐらい使用したら元は取れるということで、また、さらに、電気のエアコンの場合、

大型になると受電設備というのが必要になってきます。これはですね規模によって

も違うんですけど、５００万円とかすごく高額な受電設備ですね、キュービクルと

いわれているものです、これを設置しないといけないということです。また、受電

設備はですね毎年保守点検料がかかってきます、これも要らなくなるということで

す。 

また、ＧＨＰにしたらですね自立型というのがあって、電気がなくても動かせま

す。そういったことを考えて、避難所としての体育館にエアコンの導入ですね、大

丸小のほうにまずはできないかということでお尋ねいたします。 

○教育長（藤井光興君） 体育館のエアコン設置は考えられないかという質問でござい

ますが、まず、本町の小中学校のエアコンの設置状況につきましては、令和２年９

月１日現在で、普通教室では設置率１００％、特別教室では３９.７％、体育館に

つきましては、議員も御存じのとおり、小中学校では設置しておりません。 

県内におきましても、体育館に整備している自治体はない状況ですが、県内を探

しましたら、阿久根の大河内小学校に１校だけつけて利用中、なぜかわかりません

けど。整備していくには大きな財源負担が伴いますが、なかなか進んでいかないん

だろうと思っています。 

しかしながら、おっしゃったとおり、避難所として利活用の観点からしますと、

今後、国や県などの動向を見まして整備していかなきゃいけないのかなと考えます

が、児玉議員がおっしゃったとおり、ちょっと私も資料をいただきましたけど、い

ろんなやり方があるようですね。その点については、今後、総合体育館のほうもい

ろいろこれからまた設計が始まるかもしれませんけど、その中で、エアコンを設置
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する場合にはいろんなやり方については、また検討することになるんだろうと思い

ます。経費が安くなるように、いろんなやり方があるようですので、おっしゃると

おり。そのあたり、今後また検討することになるだろうと思っています。 

以上です。 

○１１番（児玉孝德君） 是非ですねそういったところの検討をしていただきたいと思

います。 

県内の公立高校もですね、今年、１校か２校、導入されるという話も伺いました。

それもＧＨＰということで、避難所を兼ねてということだと思います。また、総合

体育館のほうも計画されているようですので、その辺も避難されたときに停電でも

動かせるような対策を取ってほしいと思います。 

それではですね次の質問に入ります。 

以前、何度も質問いたしました防災センターや津波避難タワーについてですね。

今回ですね、住民の方から要望がありました、町長のほうも御存じだと思います。

私には、こうやって手書きの手紙も来ました、あと資料も付けてありました。この

方はですね横瀬地区に防災センターをと要求されております。防災センターや津波

避難タワーを検討されたのか、以前は防災センターは造らないとおっしゃっていま

したけど、その辺を再度お伺いいたします。 

○町長（東 靖弘君） 防災センターの設置はできないかとのお尋ねでございます。防

災センターは、防災についての住民の意識を高め、知識や技術を養うための施設と

して、また、大規模災害時の防災拠点施設として、あるいは災害により庁舎が大打

撃を受け機能しなくなった場合の予備拠点施設としての重要な役割を担う施設であ

ると認識しております。 

現時点では、防災センターを整備する計画はございませんが、必要性は十分理解

しておりますので、今後、場所や設備、機能などを含め検討させていただきたいと

思います。 

○１１番（児玉孝德君） 今後検討していくということですが、以前から何回か質問し

ている津波避難タワーも含めてですね、津波とかが来た場合にですね逃げ遅れる方

が必ずいらっしゃると思います。それを救うためのタワーとか防災センターですね。

３月８日の南日本新聞に、津波避難に、半数の方が車が必要だと考えているとわか

ったということが記事になっておりました。やはりですね基本的には歩いて避難と

いうことで、町長のほうもおっしゃっていますが、いざ、お年寄り、その当事者に

なった場合ですね車を使うと、アンケートだけでこの結果が出ています。実際です

ね、１月にありましたトンガ沖噴火で津波警報が出た奄美で、ニュースを見られた

と思いますが、渋滞が発生しております。このことからも、原則徒歩の避難という
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計画が本当に実行されるのか。これを踏まえてですね、やはり防災センターや津波

避難タワーをそういったところを想定させているところには整備していただきたい

と思います。 

自助・共助とか、町長、よくおっしゃられるんですけど、こういった実態を御覧

になって、新聞に出ていますけど、渋滞が発生していますよね、こういった実態を

見られて、どうお考えですか。 

○町長（東 靖弘君） お尋ねになられましたのは、３月１３日の新聞じゃないのかな

と思いますけど、トンガ沖噴火から津波避難を考える中で、車で避難が非常に渋滞

があったということで掲載されていたような気がいたします。 

ただいま、防災センターの設置はできないかという御質問で、防災の拠点となる

ところでの協議、あるいは研修、あるいは避難備蓄品の貯蔵とかいろいろな面で防

災センターは必要だと認識しております。今までも考えないわけではなかったんで

すけど、できることならば防災センターという大きな機能を持つところが、役場と

か公民館の庁舎改築と併せて、それが早い段階でできるようであれば、そんなとこ

ろでちゃんとした機能を整えて、そこですべてが賄えるような、災害から電子機器

が壊されるようなことがないような体制をという、望ましいことはそういうことだ

と思っております。 

現時点でということ、先ほど、必要性は認識しているとお答えさせていただきま

したけれども、そういったことを考えながら、なんらかの手段とかそういったもの

については、また勉強をし、検討もしてまいりたいと思います。 

津波避難タワーについては、何回も児玉議員から質問をいただきました。大崎町

の実態ということも、総務課長等と踏まえ十分検討もいたしました。一番大崎町で

標高が低いところはどこなのかということで、そういったデータも全部出ているわ

けでありますけれども、やはり、もし、そういったところで津波が発生したときに

対応をどうするかということがある。大崎町の海岸線全体が低いわけではなくして、

南海トラフ等で津波が発生したときの今の予測時間、高さとかを考えたとき、この

地区については高台避難という形の方がいいんじゃないかとかいろいろ検討もして

まいりました。避難タワーということを御質問を度々いただいて、自助・共助とか

いうことでいっておりますけれども、今、集落自体が非常に超高齢社会に入ってき

ております。そしてまた、自主防災組織等の活動もお願いしたいですけれども、自

治公民館長がリーダーを務めたりということになってくると、非常に高齢の方々が

務める場合があったりして、現在、自主防災組織が十分機能しているという状況は

あまりないのかもしれないし、その中で、通常なら自主防災組織の中で、要援護者

という方々を車に乗せて避難するとかそういったところまで突き詰めていく必要が、
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今、非常にあると認識しておりますので、まずはそこのところをやっていきたい。

そしてまた、消防団の皆さんに御協力、集落の自主防災組織の御協力をいただきな

がら、本当に要援護者をいかにしてやるのか、それで、どうしても高台の避難が無

理で垂直避難が考えられるような人がたくさんいるとなってきたら、当然、また考

えていかなければならないのかと思っております。まずは、自主防災組織というと

ころを十分機能するように、早速そういったところから取組を開始して、住民の皆

さん方の意識の向上といったことに努力していきたいと思います。 

○１１番（児玉孝德君） 南海トラフ地震がいわれております。いつ起きるかわかりま

せん。今日かもしれない、明日かもしれない、１０年後かもしれない、それを考え

た場合ですね、やはり早い段階でこういった施設を検討していただきたいと思いま

す。先ほど言いましたように、いざ、その場になったらですね車で逃げたりして渋

滞が発生して、東北大震災のときのように津波に巻き込まれるということが懸念さ

れます。 

今、防災マップができたということで、その中にですね以前質問しましたマイタ

イムラインも入れていただいているようです。そういった整備のほうは進んでいま

すが、実際の避難タワーとか防災センターとか、そういった面もですね是非進めて

いってほしいと考えております。１人も取り残さない大崎町を、是非、考えていっ

てほしいと要望しまして、私の質問を終わります。 

○議長（神﨑文男君） ここで、暫時休憩いたします。１４時２４分から再開いたしま

す。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午後２時１４分 

再開 午後２時２４分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（神﨑文男君） 休憩前に引き続き、再開いたします。 

次に、１番、平田慎一君の質問を許可いたします。 

○１番（平田慎一君） まず、道路整備状況の現況認識と課題について質問していきま

すが、類似する案件が多数ありますので、個別具体的に場所を指定して質問をして

まいります。 

まず、永吉菱田道路改良の事業経緯と進捗状況についてですが、国道４４８号線

の旧国鉄跡の町道、これは丸正建設の場所から中学校区間の未完成地の件ですけど

も、スーパーのダイワから冨士屋製菓裏の鉄道道路跡地については工事が進行中で

す。そして、本路線は菱田益丸からの通学路にもなっており、平成２８年度事業申

請、平成３０年度から３１年度にかけて地元での説明会がありました。 
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はじめに、現行の事業経緯と進捗状況についてお示しいただくとともに、地元事

業説明の中で、中学校から横瀬方面との交差点、現況立体交差点になっていますけ

ども、これが平面交差にして、橋のメンテナンスも要らなくなる説明があったはず

ですが、用地や計画は変更なく進んでいるのかお示しください。 

○町長（東 靖弘君） 町道永吉菱田線の道路改良の事業経緯といたしましては、地域

防災の観点から、国道４４８号の災害時緊急輸送道路としての代替路線として位置

づけし、また、町内３校の中学校の統合に伴い、永吉方面や益丸菱田方面から通学

する生徒の安心・安全な通学路を確保するために整備計画したものでございます。 

進捗状況としましては、平成２９年度より、持留川から国道４４８号までの約３,

５００メートルの測量設計業務を実施し、令和３年度末までに約７００メートルが

改良済となり、進捗率としましては約２０％となっております。 

また、現在、一部の用地につきましては交渉中でありますが、当初の改良計画と

変更はございません。 

以上でございます。 

○１番（平田慎一君） 先ほどちょっと説明した、橋がなくなればですねメンテナンス

にかかる費用は格段に下がると思います。また、住民の利便性も格段に上がります。

これは特に横瀬方面から来られる方ですよね。スーパー方面に行くのに大回りしな

いで済むわけですし、そこで、高架橋がある場合と平面交差点の今の現状の場合で

すね、どの程度のメンテナンスを含む維持費の削減になるのか。どのぐらいの維持

管理の差額が出るのか、これ概算で構いませんので、金額か数字でお示しください。 

また、このような工事でよく思うことがですね水道事業、特に、上下水道を含む

事業ですね、この工事が予定されていたりします、並行して、前後してもですが、

このような工事を同時進行ですることで、費用対効果も生まれ、より町民にとって

も効果的・効率的な事業になると思いますが、そのようなお考え自体はないのか、

それも併せてお聞きします。 

○町長（東 靖弘君） ただいまの御質問につきましては、建設課長の答弁とさせてい

ただきます。 

○建設課長（時見和久君） 高架橋を解体した場合の維持管理費、それから水道工事、

下水道工事との同時施工についてということですけども、永吉菱田線に架かる橋は

大崎跨線橋といいますけども、この橋の維持管理でありますが、５年に１回の近接

目視による点検費用が約３０万円、点検結果にもよりますが、橋梁補修に約１,０

００万円程度の費用が必要となってきます。仮に、点検結果で、今後架け替えとな

った場合、約２億円程度の金額がかかると。 

平面交差の場合は、工事費としまして１億円程度の工事費がかかると、概算であ
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りますけれども約１億円程度の差が出るのではないかと考えられます。 

これにつきましても用地等の問題がありますけども、できる限り、工事について

は経費削減に取り組んでいきたいと考えております。 

また、道路改良工事に伴う水道工事等については同時施工にしたほうがいいとい

うことで、改良後に住宅建設等を見込まれることから、水道課と協議をして、現在、

同時施工を行っております。今後についても、関係課と連携を取りながら事業を進

めてまいりたいと考えております。 

○１番（平田慎一君） 高架橋に関してはですね事業説明で、地域住民の方の最初の事

業説明のときに橋をなくすということがあったわけですから、なくしたほうがやっ

ぱりメンテナンス、年間の維持費、今後の維持費を考えてですね利便性も含めた上

で、やはりなくしていく方向で考えていくのが一番いいのかなというふうには思い

ます。 

また、水道工事の部分ですね、特にあそこは、今、ベッドタウン化して、結構住

宅地化されつつあります。本工事が進んでいくにつれて、さらにまた民家が増えて

いく可能性が高い地域でもございますので、その辺は十分、費用対効果を考えてで

すね、工事などについても横の連携を取って同時進行で進めていくことをお願いし

たいというふうに思っておりますし、そういう形で考えていると今お聞きしました

ので、ちょっと安心したところではございます。 

そして、次にですね丸正建設側から来た道、あと久徳建設側から来た道のちょう

ど交差点の部分なんですが、ここの部分がですね非常に見通しが悪い状況でありま

す、この工事区間の部分に含まれているんですけども、危険な状況でもありますけ

ども。道路改良の件もですが、道路側溝の詰まりや路肩の清掃などの道路維持が最

近なされていないのも目につく状況なんですけども、ここはですね。それがどのよ

うな認識なのかという部分と、また、本工事区間は益丸ほ場整備区域、田んぼの圃

場整備区域と重なる部分がございますが、本工事との関連はどうなっているのか。

この工事によって事業がちょっと遅れている、早くなるとかですね、そういう部分

の意味合いも含めて御説明ください。 

○建設課長（時見和久君） 今御指摘の交差点部分につきましては、下りとカーブが入

って危険な状態ではあると認識はあります。安全対策につきましては、関係課と協

議・連携して改善していきたいと考えております。 

町道の維持管理につきましては、伐採は年に２回、通行の支障となる路面補修な

どは随時行っている状況ではありますが、最近、道路の維持管理がなされていない

路線が目につくとの御指摘ですので、業者も管理路線のパトロールを実施しており

ますので、側溝詰まりなど目につかれたり、住民の方々から指摘・要望がございま
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したら、建設課に一報していただければ随時対応していきたいと考えております。 

また、益丸ほ場整備区間約６００メートルの区間なんですが、これにつきまして

は、現在、圃場整備の工事を含めて実施時期についてはまだ未定であります。今後、

関係機関、県それから耕地課と密に協議を行って事業を進めてまいりたいと考えて

おります。 

○１番（平田慎一君） この益丸ほ場整備につきましては、今、多分もう換地は始まっ

ているというふうに思うんですが、事業開始はいつでしたかね、耕地課長、答弁で

きれば。 

○耕地課長（竹本忠行君） お答えいたします。 

益丸地区の採択につきましては、令和２年度採択を受けまして、現在、令和３年

度、４年度におきまして換地を進めている換地員の方々に進めていただいている状

況でございまして、計画でいけば令和５、６、７、３か年で区画整理工事を実施す

る予定でございます。 

以上です。 

○１番（平田慎一君） 横の連携を取りながら、早い段階での工事を望んでおります。 

次に、高速インターを含む県道東原大崎線の現状と課題認識についてに入ってい

くんですが、大崎インターのある井俣インターの出口ですね、これ看板設置が必要

でないかと思います。これ、多分、皆さんもよくお聞きしていると思うんですけど

も、特に出口付近は一般の方々ではわかりにくいといいます。これは町内・町外を

含んで両方ですね、多くの皆さんによく御指摘される部分なんですが。キャンプ場

や道の駅など、方向や施設等がわかるものや、本町のＰＲ等も絡めた看板等の設置

が必要ではないかと思います。民間の看板が絶対この後、乱立すると思いますので、

その前に、ＳＤＧｓの町、エコタウン大崎をイメージできるような部分も含めてで

すね設置すべきと思いますが、その辺の考えないか、町長にお聞きいたします。 

○町長（東 靖弘君） 大崎インター付近へのＰＲ等を含めた看板設置についての御質

問でございますが、昨年の１２月議会でも児玉議員より同様の質問を頂戴し、県へ

要望する旨の答弁をしたと記憶しております。 

最近は、自動車や携帯電話のナビゲーションを使用する方が多くなっていること

が要因と思われますが、道の駅等の施設への道案内の問い合わせが担当課に寄せら

れることも少なくなってきておりますので、御質問にございましたような、単なる

道案内だけでなく、本町のイメージに合ったような表示方法を検討してまいりたい

と思います。 

○１番（平田慎一君） 特にですね国・県の施設ではなくて、ちょうど町有地の看板が

布設できるようなちょうど正面の場所がありますので、その辺を有効活用しながら
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ですね本町のＰＲに努めていっていただきたいなというふうに思っております。 

また、近隣のインターチェンジより、大崎のこの２箇所のインターチェンジ、野

方を含みますけども、景観上もきれいであると思います、ほかと比べるとですね。

特に野方インターなどは、下りたときに露地栽培の畑やお茶の作付とか見られます。

農地等の印象がよくて、それに和牛の放牧など見られるなどのイメージ戦略等を付

随して実行していくことも考えるべきなんじゃないかなというふうに思っておりま

す。 

福岡への高速バスの運行がなくなりました。インターも、コンビニがあるだけで

は、せっかくのインターチェンジがかすれてしまう、もったいない状況になってい

るというふうに認識しております。町長が、交通の物流拠点になり得る地域であり、

努力して発展させていくというふうに前回御答弁いただいておりましたが、その部

分を加味してですね戦略的に野方地域、大崎町のイメージ戦略も行うべきと思いま

すが、そこも併せていかがお考えか、お示しください。 

○町長（東 靖弘君） 野方インター付近につきましては、東九州自動車道の供用開始

以来、運送業が進出し、農産物貯蔵施設の建設など、物流拠点としての重要性が増

していると認識しております。 

高速バスについても、鹿児島空港までの直行便のほか、新たに福岡への直行便運

行が始まるなど、今後の展開に期待しておりましたが、福岡への直行便については

新型コロナウイルス感染症の影響により撤退され、非常に残念に思っているところ

でございます。 

御質問の、イメージ戦略については、コンビニエンスストアの裏手敷地や、野方

地域全体の活用など、総合的な取組が必要と考えており、また、ふるさと納税業務

においてシティープロモーションを図る予定でもあることから、御質問の点も含め

たイメージ戦略を図ってまいりたいと考えております。 

以上です。 

○１番（平田慎一君） そのようにしてですね戦略的にやっていっていただきたいなと

いうふうに思います。 

また、高速ができたことは本当に喜ばしいことではございますが、それに伴いま

して交通量の増加等により危険箇所が出てきております。これは、田中グラウンド、

中央運動公園ですね、これを下った場所、中学校方向にですね下った場所に五叉路

がちょうどございますが、交差点ですね、ちょうど平良に行く道とありますけど、

これは非常に危険な状況になっております。特に集落道から出てくる道は、大きな

木が覆い茂っており見通しが悪く、道路を渡るのも危ない状況であるとのことです。 

また、高速はできましたから交通量が増えるのはもちろんですけども、大型車と
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かですねそれなりのスピードで通りますので、家に振動が来る、揺れる民家もある

との報告も伺っておりますし、高齢者の道路横断も危険な状況、ちょうどカーブに

なりますのでですね下りの、そういう状況だということです。 

さらに、通学路等にもなっておりますので、信号機の設置や振動対策、こういう

ことも考えるべきだと思いますが、県道ですので県への要望・要請も含め、いかが

お考えなのかお示しください。 

○町長（東 靖弘君） ただいまの御質問につきましては、建設課長の答弁とさせてい

ただきます。 

○建設課長（時見和久君） 五叉路の信号機の設置等についてでございますけども、令

和３年７月に大崎インターが供用開始され、以後、県道東原大崎線につきましては、

供用開始前と比較して、大型車両などの通行量が多くなっている状況であります。 

交通量の増加に伴いまして、地域住民の方々から、植樹帯により歩行者を見づら

いとか、歩行についても歩きづらいなどの苦情が多数寄せられたことから、２月に

歩道の街路樹の伐採を県にお願いし、現在は伐採により通行しやすくなっておりま

す。草木が生い茂ったり、歩行者等の通行に支障のある場合は、伐採・除草するな

ど、随時対応を県に依頼していきたいと考えております。 

また、県道沿いの住民の方から、大型車両などの通行が多くなり、振動による苦

情も大分寄せられております。現在、道路管理者である地域振興局と、改善に向け

て要望とか協議を行っている状況であります。 

○１番（平田慎一君） 是非ですね協議だけで進むんではなくて、事業として確立して

いっていただきたいというふうに思います。特に本町は、本町出身の県議がいます。

西髙悟さんという県議がいますので、是非、その辺の活用を踏まえてですね本町の

県道整備等を含めた部分をやっていっていただきたいなというふうに思っておりま

す。 

次に、住宅地化する集落農道の町道への格上げ整備の考えについてなんですけど

も、これもですね国道２２０号線、個別具体的な部分で説明してまいりますが、ふ

れあい市場の反対側、西平石油から入った住宅街というか集落なんですけど、昨年、

火事があった場所で、４棟ほど燃えましたけど、そこの場所ということだったら多

分、皆さんわかると思うんですけども。実際、そのときに火事があったときに消防

車が入れなかった場所で、農道のままで道幅も狭く、私もたまにトラクターで通り

ますけども、ロータリーが当たりそうなぐらいの道幅ですね。覆い茂った竹や木に

トラクター自体も当たるような状況ですが、問題なのは、先ほどちょっといいまし

たけども、火災時に消防車が入れなかったことです。消火栓も奥の方にあるんです

けども、その場所までも消防車が進めなかったという現状が起きたこと、これです
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ね。通り沿いには、借家を含み、２０軒強ぐらいあると思うんですけども、住宅が

あります。行政の第一義は、やはり町民の生命と財産を守ることです。これは早急

に道路の拡幅を行うべきだと思いますが、いかがお考えになるかお聞きいたします。 

また、併せて、このような場所はですね町内ほかの場所にも多分あると思うんで

すけど、農道から町道への格上工事を行う場合の本町の判断基準はどのようになっ

ているのかを併せてお示しください。 

○町長（東 靖弘君） 集落は、地域の皆さんが相互に援助し合いながら生活の維持向

上を図る集落コミュニティ形成の場でありまして、集落道は、集落を形成されてい

る方々や日常の生活の中で利用される場合や、農業交通に利用されるなど、様々な

方々に利用されております。 

そのような中、集落道は、長年そこに住んでいらっしゃる方や、新たに住宅を構

えられ生活されるなど宅地化が進み、生活環境が変化し、また高齢化が進展する集

落もあることから、救急車を必要とされる方や住宅密集地への消防車の乗り入れは

スムーズに行われるべきだと考えておりますので、改善に向けて計画を立てていき

たいと考えております。 

町道への認定基準につきましては、担当課長から答弁させていただきます。 

○建設課長（時見和久君） 町道の認定基準に関する御質問でございますけども、町道

の認定基準としましては、まず、１番目に、有効幅員が４メートル以上で、自動車

等が交通可能なもの、２番目に、路線延長は１キロメートル以上とし、起点・終点

を含めて集落２箇所を連絡するもの、３番目、農村総合整備モデル事業等により整

備された路線について、特に町長が認めたものなどの要件があります。 

このようなことから、幅員が狭く、路線延長も短い集落道は、町道への認定は困

難であると考えられます。幅員の狭い集落道につきましても、緊急車両が通行でき

るように、関係課と連携をしながら改善していけたらと考えております。 

○１番（平田慎一君） 今の説明では、ちょっと厳しいような状況の説明だったんです

が。是非ですね、町長がさきに言われた、やれるところはやっていくという部分の

御認識で、消防車が入る部分だけでもやっていっていただきたい。 

実際、火事が起きたときに、ガスボンベを全部外したのは、西平石油と隣の大崎

自動車の方がボンベを緊急に外してですね、消防が入れなかった部分のですね初期

対応をされたというような状況もございますので、やはり、そういう危険な箇所で

もある部分もあります、国道沿いでもありますので、この部分はですね１００メー

トル、２００メートル部分で多分済むと思います、拡張の部分はですね。その部分

はやっぱり考えていくべきなのかなというふうに思いますので、是非、先ほどの町

長の答弁にあったようにですね考えていっていただきたいなというふうに思ってお
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ります。 

また、本道路の雑木の伐採や町道の伐採等はですね、先ほど建設課長も言われま

したように、耕地課長や建設課長に言ってですねすぐ対応してもらっています。こ

れは対応が早いです、本町の場合ですね。それはこの場で一応言っておきますけど

も。しかしですね業者の伐採跡を見たときに思うのが、中途半端というか、要は中

段から下の部分しか切っていないんですよ。上段の上の大きい木ですよね、それを

全部残されているというですね、ほとんど手つかずの状態であるということ、特に

大きな木や枝とかですね。今の現場のこの場所等も含めてですけども。これでは、

車両も大型化している現状ではぶつかりますし、すぐに覆い茂ってくるので、毎年

伐採しないといけない。西平石油のこの場所は、集落の方々が毎年伐採されていた

らしいんですけど、コロナの影響でできなくなったりとか、高齢化して、なかなか

できなくなったという現状もございますが、そういうところは結構たくさんあると

思うんですよ、集落の方々でできないところですね。そういうところを建設課とか

耕地課とかに頼んでするんですけども、どうしても上段の上の部分が残ってしまう、

こういうところをもう少しですね作業効率・効果も考えてやっていっていただきた

いなというふうに思います。 

さらに、今般の一般会計予算に出ています農村地域防災・減災事業、これは農地

保全事業ですね、東中沖地区なんですけども、この整備事業の中に通学路にもなっ

ている農道がありまして、民家も数件あるんですが、大雨のたびに川のような状態

になって、通学路としても使用できないような状態になってくるという場所がござ

います。これはですね先般、耕地課長に確認していただいております。工事予定の

敷地内、県の主体工事なんですけども、範囲内にあるんですが、問題箇所の工事が

ですね一番最後の工事予定で、あと８年後ですか、１０年計画の一番最後というこ

とで８年後いうことなんですが、できれば、その区画の整備が始まるのをですね、

県の事業なんですが、県のほうにちょっと前倒しでできないかみたいな、そういう

話ができないのかですね、ちょっとお聞きいたします。 

○耕地課長（竹本忠行君） 今、御指摘のありました東中沖地区のシラス対策の防災・

減災事業でございますけれども、今のところ、工期といたしましては令和３年から

令和１１年という計画でございまして、排水路、集水路、小水路という流末のほう

から工事を施工していくという計画になっております。 

御指摘のところでございますけれども、県のほうとそういった問題があるという

ような問題提起をいたしまして協議・検討をさせていただければというふうに考え

ております。 

○１番（平田慎一君） 是非ですね建設的な方向で進めていっていただきたい。この部
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分は県営事業なので、本当に、本町から県議が出ています、せっかく出ていますの

で、その辺の活用しながらですね、是非進めていっていただきたいなというふうに

思います。 

そして、これも畑かん事業の部分なんですが、畑かんの舗装復帰について、町道

益丸大名線ですよね、わかりやすいところでいうと消防署から国道に向けて、曽於

街道の畑かん布設後の復帰について、更新管の布設後はもちろんなんですけれども、

既設管が入っていた部分も漏水箇所と思われる、専門用語でいうとわだち堀になっ

てでこぼこになっているんですよね工事跡が。そういうところが多数見受けられま

す。道路管理者としてどのような許可条件をなされているのか。また、同じく、高

速道路建設用で使われた道路について、これは鹿児島プロフーズ前の大隅グリーン

ロードですね、これ、でこぼこ相当されてますけど、これも同様にですねお示しく

ださい。 

○建設課長（時見和久君） 今御指摘の益丸大名橋線の畑かんの入れ替えをしていると

ころでありますけども、以前、浅埋設で布設した畑かんの管でありまして、漏水そ

れから管割れが大分出てきまして、県と話をしたところ、反対側に入れさせてほし

いということで協議を行ったところで、今現在、御指摘のところについては、県の

ほうで以前の部分について舗装ができないかと協議したところであったんですけれ

ども、今現在のところ、ちょっと難しいという回答ではあります。 

以前、漏水した箇所について、まだ復旧がされていませんのでわだちのままにな

っている状況で、今後、そこの舗装をするときに、一緒に補修しますというのは回

答をもらっております。 

それから、グリーンロード、持留中沖線の高速道路と並行する部分につきまして、

昨年の１２月、それから先月２月に、大隅河川国道の担当の方と、そこの舗装復旧

についてを早めにできないかという協議をいたしました。ちょっと予算の問題等ご

ざいますことから、町内のまだ舗装されていない部分、プロフーズに入るところの

ボックスのところとか、それから有田商店前の町道の部分、すべてで町道で７路線、

農道で２路線、そういうところがございます。その場所については、耕地課と一緒

に大隅河川国道と協議をして、その補修をしてもらえるという確約はいただいてお

ります。 

○１番（平田慎一君） 是非ですね、現況、本当に危ない状況でございますので、早め

の改修工事というのをしていただきたい。事故が起きてからでは遅いのでですね、

というふうに伝えておきます。 

これらの道路等はですね説明の中でも申しましたけども、学校の通学路となって

おります。教育委員会としてですね整備状況や危険箇所の整備等を含めて、どのよ
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うに考えているのか。また、道路行政に対するすり合わせといいますか、今言われ

た建設課や耕地課等の情報共有とかですねそのようなことを行っているのか、教育

委員会のほうにちょっとお聞きいたします。 

○教育長（藤井光興君） 学校から危険箇所を上げてもらっておりますが、その後、教

育委員会の管理課と総務課、建設課で見て回ったり、それからまた、その後、本当

は、コロナ禍でここ２年間でできてませんけど、国道事務所とか警察で話し合いを

する場面があったんですけど、去年、今年は今のところ行っておりません。 

そこの問題点については、役場庁舎内の三者では話し合いをしているようですけ

ど、現在はそのような状況です。 

○１番（平田慎一君） 是非ですねやっぱり学童が通るところというのはやっぱり重要

な場所でもあります。これは同僚議員等もいいますけど、該当等も含めてですねや

っぱりそういう危険箇所というのは早目のチェックを行って、合同で横の連携をし

ながら取り組んでいっていただきたいというふうに思います。 

次に、施政方針について質問してまいりますが、移住・定住政策については、昨

年３月議会の一般質問で人口施策・定住施策の取組について、定住を増やすことが

税収増の一番王道な手段であると私は御指摘させていただきましたけども、この部

分は税収増に向けた取組についての関連質問でしたが、町長の答弁で、本町が持続

可能なまちであり続けるために、今後も移住・定住政策の強化に加え、住みたい、

住み続けたいという環境づくりを進めていく。そして、狙いは２０代から４０代を

重点的に考えながら、各種施策を打っていくとの答弁で、私との認識も一致してお

りましたが、併せて、交流人口・関係人口の構築も必要であり、推進していくとの

答弁と理解しておりますが、まず、はじめに、昨年度の移住・定住政策の検証と効

果・実績、また、その評価について、まず、最初にお示しください。 

○町長（東 靖弘君） 移住・定住政策についての御質問でございます。施政方針にお

いて、質の高い施策を人へ投資し、郷土大崎を活性化させる地方創生を積極的に取

り組むと申し上げ、移住・定住対策についても触れさせていただきました。 

やはり、町の根幹を成すものは、質・数ともに人であるとの思いがございますの

で、移住・定住対策には注力してまいりたいと考えております。 

さて、御質問は、昨年度の移住・定住対策の検証と効果・実績、また、その評価

について示せとのことでございます。昨年度のみならず、これまでの幾つかの補助

制度の結果を踏まえてお答えさせていただきます。 

平成２３年度に開始した転入子ども加算等を合わせ、最大で１００万円を支給す

る定住住宅取得補助金の実績から見ますと、現在までの１１年間で２４２世帯、人

数では９４７名、そのうち転入者は３２０名となっております。この制度につきま
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しては、定住人口及び税収の増加につながる制度でもございますので、一定の効果

はあったものと考えておりますが、近隣自治体の類似制度と差別化を図れてはいな

いようでございます。 

また、平成２６年度から開始した賃貸住宅居住者への家賃補助制度は、現在まで

の８年間で１６４世帯、３３３名の転入者がございましたが、転勤族の方々も対象

としておりまして、補助期間終了後に３割以上の方が転出されております。 

ほかにも、平成２７年度に建設いたしましたなのはなタウンは、全１２戸のうち

８戸が転入世帯となっております。 

これらの施策により一定の成果があったものと認識しておりますが、国勢調査の

結果を見ますと、平成２７年の総人口１万３,２４１人から、令和２年には１万２,

３８５人と、残念ながら８５６人減少し、人口減少傾向に歯止めがかかっておりま

せん。 

また、出生数も昨年度は約６０名であり、このままでは町の根幹を成す「人」が

いなくなるという強い危機感を持っており、施政方針でも申し上げましたような移

住・定住対策を行ってまいりたいと考えております。 

以上です。 

○１番（平田慎一君） 数字的なものをいうと６００名ほど実績が実際出たということ

で、今お伺いいたしました。それに伴いまして、今の危機感というのは私も町長と

同じように共有しているんですけれども、その部分を含めて、やはり本年度は、特

に移住・定住施策についてはいろんな部分で施策が入っております。その内容と方

向性、今、細かい説明はしませんけども、どの程度の効果を見込んでいるのか、内

容と方向性とですね今度の施策についてですね、それをお示しください。 

○町長（東 靖弘君） 持続可能なまちづくりのため、昨年６月に御可決いただきまし

た総合計画に基づき、今回上程いたしました野方地区の宅地分譲関連予算や、従来

の定住住宅取得補助金の限度額及び内容を大幅に見直し、新たに環境配慮型定住住

宅取得補助金の創設など、若者世代の定住を促し、人口減少傾向に歯止めをかけた

いと考えております。 

まず、県との連携や子育て支援についてでございますが、県が首都圏で実施する

移住・定住セミナーに本町も積極的に参加し、定住関連補助や高校生までの医療費

無料化、給食費補助などの支援策を情報発信したいと考えております。 

また、これまで最大１００万円であった定住住宅取得補助金を大幅に見直し、環

境配慮型定住住宅取得補助金として最大３１０万円とした新制度の創設と併せて、

野方地区の宅地分譲に注力してまいります。 

結婚新生活支援事業につきましては、これまでの家賃補助制度を見直したもので
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ございます。これまでは、転入世帯及び新婚世帯が対象で、２年間にわたり家賃を

補助する仕組みであり、まとまった資金でなかったことと、いわゆる転勤族も対象

であったために定住人口増加につながっていない側面もございました。そこで、町

内で、年齢等の条件はございますが、新たに結婚生活を始められる方を対象に、住

居の購入費やリフォーム費用、引っ越し費用を最大３０万円補助するものでござい

ます。最大３０万円がまとまって支給となることから、対象者にとっては使い勝手

のよい制度ではなかろうかと考えております。 

以上、各種制度について御説明いたしましたが、３年経過後には効果測定を行い、

制度の継続についての判断をしたいと考えております。 

さらに、本町の場合、転入と転出の差である社会増減に影響を与えているのが、

約３００名に及ぶ技能実習生を主とする外国人材の存在でございます。本町の産業

構造から考えますと、外国人材の存在なしには企業活動が成り立たない状況でござ

いますので、多文化共生の取組を推進するなど、日本人はもとより外国人にも選ば

れるまちを目指してまいりたいと思います。 

効果につきましては、３年後の効果測定によるものと思われますが、総合計画に

もお示しした２０４０年の生産年齢人口割合５１％を目標にしたいと考えておりま

す。 

以上です。 

○１番（平田慎一君） ３年後の効果測定ということなんですけども、途中でですね効

果がない、薄いと思った場合は軌道修正も含めた臨機応変の対応もしていくべきか

なというふうには思います。 

移住・定住に関してはですね２月の日本経済新聞に「九州沖縄の転入超過率が高

い市町村トップテン」というのが記載されていました。これ、去年の集計ですけど、

その中の５位に東串良町が入っていました。近隣でいえば宮崎県三股町、この辺り

が常に「全国で住みたいまちランキング」で上位にいます。その要因は何なのか分

析し、本町でも取り入れたりしていくべきであると思います。ほかの市町村を含め、

施策を見るとですね、やはり手厚い子育て支援や住宅関連の施策が中心のようです。 

そんな中、本町の施策にも、先ほど町長の答弁でもありました、宅地分譲等があ

りますが、１つ提案なんですけど、分譲ではなくてですね土地の無償譲渡を考えた

ほうがいいのではないかというふうに思います。これはなぜかと言うとですね、む

ろん、子育て世帯を含む、町長が考える年齢層をターゲットに幾つかの立地条件を

選定し、条件等もつけるとは思いますが、その条件の１つにですね本町の住宅建設

業者が施工する場合は無償で土地をやりますよみたいな、地元経済とリンクするよ

うな、地元にお金が落ちるような仕掛けもつくりながらやるべきだというふうに考
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えます。 

また、併せてですね、農地を東串良町のように町で買い取るのも１つの方法なん

ではないかなというふうに思います。この部分はですね農業委員会の農地の斡旋で

もなかなか買い手が見つからない、今なんかそこそこ買い手があるということらし

いんですけども、件数が大分減っているということで伺っていますが、１反当たり、

大体本町の平均が２０万円から５０万円ぐらいだと思います。３０万円ぐらいかな

と思ったら、「いや、それ、まだ高いです」と言われましたので、そのぐらいの予

算的なものなので、併せてですね農地法の連たん性の縛り、これは法律上ですけど、

農地法ですけども、いわゆる１種農地の指定された宅地申請ができなかった場所が、

高速道路ができて連たん性の縛りが取れています。これによって町の開発の自主裁

量も大分緩和されていると思いますので、積極的に取り組んでいける状況でもある

と思います。この辺を加味してですね、町長にちょっとお考えをお示しいただけれ

ばと思います。 

○町長（東 靖弘君） 土地の無償提供という御質問でありましたので、それをやりな

がら人口増を図るべきだということになると思います。 

人口が増えることによって、地方交付税そのものが上がってまいりますので、そ

ことの差を考えとかしたところでありますけれども、無償譲渡については考えてい

ないことでありましたので、御提言として受け止めてさせていただきたいと思って

おります。 

高速自動車道付近の農地の転用ということで、野方インターができたときに、今

まで農地転用ができなかったところが、高速インターから３００メートル以内は転

用できるということがありまして、現在南栄運輸が入っているところ、そして、ま

た新たな加工施設ができる、今工事中でありますが、そういったところはそういっ

た制度を活かしながら転用してまいりましたので、今後も、大崎インター等につい

てもそういったもので利活用できる部分ものがあるのではないかと、そういったと

ころは十分考えていきたいと思います。 

東串良町の人口増については、ＮＨＫのテレビでもやっておりましたので、私も

見ました。一番の利点というのが東串良町方式でやっておられますので、そのこと

も理解しておりますが、住んでおられる方々の意見の中で「コンパクトシティ」と

いう言葉が出ました。商店があって、そして国道に近くて利便性が非常にいいと。

そして、また、働く場所においては鹿屋が通勤であるという、そういったことをお

話しされておられまして、私もそういう認識をしておりますが、コンパクトシティ

ということを考えると、大崎町はなかなかそこまでいっていないところであります

が、高速ができましたので、通勤の幅は相当広がってきていると思いますから、や
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はり、様々なことを検討しながら大崎町に住む施策ということは積極的に取り組ん

でいきたいと考えております。 

○１番（平田慎一君） さすがによく御認識されておりまして、東串良町の施策をです

ね私が調べた分で端的に言えば、古民家をリフォームして移住者に貸し出し、田舎

暮らしを体験してもらって、移住希望者に、農地を町が買い取って造成し、坪当た

り９０円の貸付利用で、２０年住んだら無償譲渡されるという。今、町長が言われ

たようにですね徒歩圏内にスーパーや病院、学校があり、コンパクトタウンであり

利便性がいい、そういった要因ですよね、そういった要因で人口が増えてきている。

でも、これは計画的に、特に住宅街というのは計画的に町が考え、やっている部分

であると思いますけども。前回の一般質問の中でも触れた部分なんですが、人口減

少や高齢化の著しい地域において、地域の基礎的な単位である集落機能の低下や商

店、スーパー等の閉鎖、医療提供体制の弱体化と、日常生活支援機能の低下してい

る傾向が見られる、本町に見られる典型的な部分なんですけども、その部分への対

処を考えれば、移住・定住政策はものすごく可能性を秘めた部分に変わっていくの

かなというふうに思います。近隣と同じやり方だけではなくてですね、町長も多分

いろいろお考えだと思うんですけども、プラスアルファした施策を考えてやってい

っていただきたいなという部分で思っております。 

併せて、九州経済研究所の調べで、これ、皆さんも御存じだと思うんですけども、

コロナ禍による地方回帰という大きな流れが生じています。地方に移住したい、地

方で仕事を見つけたいと考えている人はですね、特にコロナ以降、顕著に見られて

いるという数字がいろんなところで、媒体でも出ておりますけども、報告書として

出ておりますが、そういう世相というか流れ、時流ですかね、そういうものも施策

に反映していただきたいと思いますが、町長のお考えをお示しください。 

○町長（東 靖弘君） 九州経済研究所の福留さんの講演も何回か聞いております。地

方に移住したいという人が増えてきている、そしてまた半農半エックスという言葉

がありますように、半分は就農しながら半分は会社勤めとかいろんなパターンが、

今広がってきているということでございます。 

先般、大崎町においても、農業法人等で１週間程度、東京圏から来られた方々が

数十人農業体験をしておられまして、大崎町に入ってきて農業をやりたいという

方々もかなり増えてきている状況でありますので、そういったところもしっかりと

把握しながら、土地をどうやって提供していくのか、どういう指導法をもって進め

ていくのか、そういったところは農政課、普及センターと十分にやっていきたいと

思っておりますが、移住という面ではかなりそういった面での在り方が今までとは

変わってきたと捉えておりますので、しっかりとそこを把握して進めてまいりたい
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と思います。 

○１番（平田慎一君） 半農半エックスについてはですねまた質問しようと思っており

ましたが、町長も十分御理解しているとは思います。 

次に、ワクチン接種の正確な情報提供について質問をしてまいります。今、ＳＮ

Ｓやメディア等では新型コロナワクチンに関して様々な情報があふれています。例

えばワクチンを受けた後に起きた好ましくない出来事、有害事情をですね、因果関

係がわからないにもかかわらず、あたかもワクチンが原因であるような書き方をし

ている情報もあります。特にＳＮＳでは発信者が不明、または科学的根拠、エビデ

ンスや信頼の置ける情報源に基づいていない不確実な情報があり、注意が必要であ

ると思います。 

ワクチン接種の情報に関しては、複数の専門家のチェックを受けたエビデンスに

基づいた情報発信をしている公共機関や団体などから情報を得ることが必要だと思

いますが、本町の情報提供に対して取組状況を、まずお示しください。 

○町長（東 靖弘君） 新型コロナウイルスは、未知のもので、世界中の誰もがわから

ないものでした。そのような中、ＷＨＯはインフォデミック感染症の広がりととも

に正確な情報と誤った情報が混在し、情報であふれかえる状態を防ぐことが重要で

あると指摘しております。 

町としては、信頼できる情報をもとに、町民自らが正しい選択及び行動が取れる

よう、広報紙やホームページ、集落の回覧や防災無線等を通じて正しい情報の発信

に努めております。 

情報源といたしましては、厚生労働省、内閣官房、首相官邸など公的なもので、

情報に出典がついているもの、出典先に科学的な根拠を示されているものを確認し

発信しているところでございます。 

以上です。 

○１番（平田慎一君） 情報発信に関してはそういう部分で、多分どこの市町村もだと

思うんですが、社会的関心が高まったのはですね実は新型コロナワクチンによる死

亡例だと思います。政府が把握している新型コロナワクチン接種後の死亡例が１,

２５５件、これは２０２１年１０月３日時点の資料しかなかったものですからこの

数字なんですけども、このうち１,２４８件については情報不足等によりワクチン

と死亡の因果関係が評価できないというこれに対して、きちんと情報を集めれば新

型コロナワクチン接種と死亡の因果関係が明らかになるのに、必要な情報を集めて

いないんじゃないかと、政府の対応に不信感をいだいて新型コロナワクチンの３回

目接種、ブースター接種を躊躇する人も少なくないというのが今の現状らしいです。

これは医学会のほうでいわれてるんですけども。 
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新型コロナワクチンと死亡の因果関係を明らかにするには、さらに多くの症例の

比較検討が必要であるといわれており、厚生労働省が医療機関に要請している副反

応、いわゆる副作用ですね、この報告システムではワクチン接種後のすべての死亡

例を把握できていないからこそ憶測が憶測を呼び、国民に不安が広がるのかもしれ

ません。 

問題なのは、よくドクターの方がよくいわれているんです、私もお聞きしたんで

すけども、ワクチン接種後の責任は国がとるというふうにいわれておりますよね。

でも、ワクチン接種後の責任は国がとるといわれていましたが、ワクチンと死亡と

の因果関係の証明ができず、ほとんどの責任をとっている状況がないんですよね、

実はですね。そのようなことも住民の不安要素の一因であると思うんですけども、

これについての本町の考え、ワクチン接種後の近隣も含めた死亡例がどの程度ある

のか、県もたまに発表しておりますが、その部分の数字的な部分をちょっとわかれ

ばお示しください。 

○町長（東 靖弘君） 予防接種による健康被害は極めてまれであるものの、なくすこ

とはできないことから、救済制度が設けられ、認定にあたっては、予防接種、感染

症、医療、法律の専門家により構成される国の疾病障害認定審査会により因果関係

を判断する審査が行われているところでございます。 

もし、死亡のような有害事象が生じた場合は、遺族の申請に基づいて、町から国

に進達し、その審査会による審議をお諮りすることになりますが、今まで町内でそ

のような事例はないところでございます。 

なお、ワクチン接種後の死亡事例ですが、県内では、２月２４日現在で２名です

が、国においてコロナワクチンとの因果関係があると結論づけることのできた事例

は、現時点では認められないとなっております。 

○１番（平田慎一君） そうなんですよね、国は責任をとるといいながら、因果関係が

ない、わからないから認めませんという、補償はしませんという、こういうことが

あるからやはり住民の皆さんの不安が増長されていっている部分もあるのかなとい

う、だから、その情報はどこから取ればいいのかというのがわからないという町民

の皆さんが結構いらっしゃるというのが現状だというのをお聞きしております。 

また、ワクチン接種はですね強制ではありません。これは御存じだと思いますけ

ども。病気など、様々な事情で接種を受けることができない人、受けることに注意

が必要な人がいます。接種を受けてないことを理由に差別的な扱いを受けたという

相談も全国的に多く寄せられているようです。ただし、情報提供とともに、それぞ

れの事情に配慮した感染対策も考えていっていただきたいというふうに思います。 

そしてですね今般の一般会計補正予算、新型コロナウイルス予防接種健康被害給
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付金６万８,０００円の支出、これは６０代女性の１名分の支払いということだっ

たですけども、委員会にて支払い根拠について御指摘させてもらいました。当初、

行政側の答弁でアナフィラキシー症状であり、かゆみと痛みがあったとの理由説明

でしたが、それがアナフィラキシー症状といえるのか。健康被害としてどのような

基準で認定したのか、その根拠は何なのかがちょっとわからないんです、疑問とい

うかですね。わかりやすくいうとですねアナフィラキシー症状とは、薬や食物が体

に入ってから短時間で起きることのあるアレルギー反応で、じんましんなどの皮膚

症状、腹痛や嘔吐など消化器症状、息苦しさなどの呼吸器症状が急に起こります。

特にここの部分なんですが、血圧低下や意識レベルの低下と呼びかけに反応しない、

こういう場合をアナフィラキシー症状と呼びます。ただ、前、委員会のときに質問

したことがあるんですけども、医療機関で気管挿管ができる病院が何件あるのかと

いうのをお聞きしましたけども、アナフィラキシーの場合は気管挿管とか緊急の部

分は必要です、救急車を呼んだりとかですね。そういう部分がアナフィラキシーと

いう部分なんですけれども、そういう説明でこの前お伺いしたから、うんと思った

んですが。本町はこの被害給付金に対してどのような基準で給付したのか。ワクチ

ンを打ってですねかゆみや痛みを伴った方々は枚挙にいとまがない、これは御存じ

だと思います、本町にたくさんいらっしゃると思います。数日間寝込んだり、翌日

仕事に行けなかったりとかですね症状が出ていない方も本町は多数いらっしゃいま

す。そのような方々の違いは何なのか、御説明ください。 

また、新型コロナワクチンの国の予防接種健康被害、町長がちょっと答弁された

んですけども、救済制度ですね国のですね、予防接種法に基づく、本町にその申請

者とかですね認定された方がいるのかというふうに、今聞こうと思ったんですけど、

今、多分いらっしゃらないということだったので、その部分を抜いて、この一般会

計補正予算の部分の御説明をお示しください。 

○町長（東 靖弘君） ６万８,０００円の問題について、アナフィラキシーとして診

断された理由、また６万８,０００円の根拠ということであります。接種を受けら

れて、すぐさまそういった状況になられたと思っておりますし、また、医者がアナ

フィラキシーという判断をしたということではないのかなと思いますけど、その６

万８,０００円の根拠といったところは担当課長のほうで説明をさせていただきま

す。 

○保健福祉課長（谷迫利弘君） お答えいたします。 

３月補正に計上しております予防接種健康被害給付金の支払いの根拠ということ

で、事案が１件発生いたしました。このケースは医療機関でワクチンを接種した後

に二、三分で症状が出たケースです。 
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症状は、診断書の中にはアナフィラキシー様症状ということでありまして、具体

的には発疹が出ないかゆみと診断書に記載してございます。その後、アドレナリン

の筋注を行って症状がすぐ改善しました。念のため、医療機関で一泊、経過観察を

した後に退院したということで、二日目には完全に治ったというケースでございま

す。 

この給付金を受けるには、本人さんの申請が必要でございまして、予防接種健康

被害救済制度医療費医療手当申請書の提出を受けまして、本町が県を経由して国に

進達いたしました。結果、国の疾病障害認定審査会、厚生労働省の外部機関なんで

すが、そこで審査を受けて、やはり、医者の診断書にありましたようにアナフィラ

キシー様症状を認めて、予防接種を受けたことによるものだという認定を受けた。

それを受けて、今回、町が予算化いたしまして、本人に給付することになります。

ちなみに、財源は全額、国が持つということになっております。 

以上でございます。 

○１番（平田慎一君） それでは、予防接種健康被害救済制度を使われたということで

認識しますけども、それは本町でこの方お一人ということですか、ほかにもいらっ

しゃるということですか、今まで。 

○保健福祉課長（谷迫利弘君） お答えいたします。 

本町でこの制度を申請された方は、この方お一人です。 

以上です。 

○１番（平田慎一君） 多分ですねアナフィラキシー様症状であれば、そういう情報は

お医者さんとかに伝えることによって、本町の方々でも救済される方々はまだたく

さんいると思いますので、そういう情報提供はですね速やかにされるほうがいいん

じゃないかなというふうにお伝えしておきます。 

次に、小児ワクチン接種の現況と課題についてなんですが、県教委が学校判断の

法的根拠について、学校教育法施行規則に基づくとなっており、コロナ流行当初は

ですね県の教育委員会判断だったんですが、現行は学校判断に変更しております。

これを踏まえて、まず、コロナ禍の学校での感染状況はどうなっているのか。感染

者が複数出た場合は学級閉鎖や学校閉鎖を行うとの、昨年９月議会での答弁でした

が、近隣の市ではそのような取扱いをやっていますよね、志布志市とかですね。本

町の場合はどのような状況か、基準は変わっていないのか、また、現状はどのよう

な基準での対応になっているのかを、まずお示しください。 

○教育長（藤井光興君） ただいまの質問にお答えいたします。 

児童・生徒の感染状況につきましては、３月１５日現在、陽性者が１１名、臨時

休業を行った学校はありません。学級閉鎖は、３月７日から９日まで、２学級、１
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２日から本日１６日までが２学級閉鎖しております。 

学級閉鎖の条件としましては、先ほど話があったとおり、国が示した方針に従っ

て、当該学級で２名以上の感染者があった場合や、感染者が１名であっても、濃厚

接触者や未検査の体調不良者が複数確認された場合には学級閉鎖を判断することに

なります。 

これまでの児童・生徒の感染者で、保健所から学校教育活動による感染者・濃厚

接触者の判断はいまだ出ておりません。各学校が教育活動の工夫や換気等の徹底を

行っている成果と考えております。 

感染対策としましては、鹿児島県が現在発表している行動基準レベル３に基づき、

身体的距離１メートルを確保したり、感染リスクの高い教科の活動は行わないなど

の対応をしております。 

以上です。 

○１番（平田慎一君） 基準的なものは文科省が定めている、昨年夏言っていたまん延

防止等重点措置区域の学校については、学級に複数の感染者なら学級閉鎖、複数学

級閉鎖なら学年閉鎖、複数学年閉鎖なら休校などの指針を通知しておりますが、そ

のとおりに進んでいるという、その判断基準で本町もしているということで認識し

ておきます。 

次に、子どものワクチン接種はですね先行する成人への接種状況を踏まえて慎重

に実施されることが望ましく、また、接種にあたっては、メリットとデメリットを

本人と養育者が十分に理解していること、特にですねやっぱり接種前、接種中、接

種後におけるきめ細やかな対応を行うことが前提であり、できれば個別接種が望ま

しいと考えます。これはですねやむを得ず集団接種を実施する際にはですね本人と

養育者に対する個別の説明をしっかりと行う配慮が望まれます。 

ワクチン接種を希望しない子どもと養育者に対しては、特別扱いされないよう十

分な配慮が必要と考えておりますが、教育委員会としてどのように考えているか、

まずお聞きいたします。 

○教育長（藤井光興君） ワクチン接種につきましては、担当課のほうでお願いしたい

と思います。 

○保健福祉課長（谷迫利弘君） 小児へのワクチン接種に対する件ですけれども、まず、

本町の小児接種体制でございますけれども、町内の内科医療機関及び町外のかかり

つけ小児科で個別接種を、それと中央公民館での集団接種を計画しているところで

ございます。 

小児への集団接種については、保護者に対するワクチンの有効性や安全性、接種

後に通常起こり得る症状への対処方法等の丁寧な説明や相談対応、小児本人に対す
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る年齢等に応じたわかりやすい説明を行うとともに、接種会場、母子健康手帳への

記入、同行した子どもの世話など、成人に比べて小児接種のために増大する業務を

想定してスタッフを増員するとともに、予約人数についても余裕のある計画を立て

ているところでございます。 

また、小児の副反応の対応につきましては、成人同様、接種会場の医師及び救急

救命士、看護師が一時対応を担い、対応可能な医療機関と連携を図りながら、安心

して接種が遂行できるよう体制づくりに取り組んでいるところでございます。 

以上です。 

○１番（平田慎一君） 私が先ほど言ったようにですねやっぱり集団接種はちょっと考

えたほうがいいのではないのかなというふうに思います。今、特に小児学会とかで

すね医学会のほうでもよくいわれておりますが、個別接種のほうがいいのではない

かなと。小児学会がですね高齢者と比べて思春期の子どもたち、特に若年成人とい

われる部分ですけども、接種部位の疼痛出現頻度が約９０％と高い。接種後、特に

２回目接種後の統計ではですね発熱、全身倦怠感、頭痛等の全身反応が起こる頻度

も高いことが示されています。例としては３７.５度以上の発熱がですね２０代で

５０％、５０代で３０％、７０代で１０％、これがまた、下がれば下がるほど、ど

んどんまた上がっていきますから。そのようなことからですねワクチン接種を検討

する際は、本人及び養育者に十分な接種前の説明と接種後の健康観察が必要である。

特に集団接種と今言われておりましたけども、その部分であるのであればですね５

歳から１１歳のワクチン接種も始まります。メリット・デメリットの正確な情報提

供とワクチン接種の本町の取組の考え方、方向性を、これは教育委員会も含めて答

弁があればお願いいたします。 

○保健福祉課長（谷迫利弘君） 議員指摘の小児への接種については、個別接種が大変

望ましいところだとは思います。 

ただ、本町の小さい町にとっては、個別接種で小児を接種します対象児童７５０

名近くおる中で、果たして個別接種だけでしきれるキャパがないものですから、ど

うしても集団接種でもって対応していかないといけない。これは大人も同じ状態に

なっています。ですので、そこの体制については、今、保護者の方も非常に不安や

疑問が多いと思います。確かにいろんな考えがあって、判断材料になる情報もたく

さんあるものですから、なかなか難しいとは思いますけれども、ただ、保護者の方

には、そういう不安のある方については、是非、主治医なり小児科の先生と十分相

談していただいて、それで納得した上で受けてほしいと考えておりますので、個別

と集団とで進めてまいりたいと考えております。 

以上でございます。 
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○１番（平田慎一君） 教育委員会としてはワクチン接種についてはどう考えていらっ

しゃいますか。 

○教育長（藤井光興君） そのあたりについてはいろんな見解がありますが、注射すれ

ば、私は個別接種と考えておりましたけれども、保護者の了解を得てですので、集

団接種については考えておりませんが、保健福祉課のほうではそういう考え方、大

崎町の実態等から見てそうでしょうから、その方針等については従いたいと思いま

す、そうなるかなと思っています。 

○１番（平田慎一君） ワクチン接種は強制ではございません。是非ですね親御さん、

お子さん、必ず情報提供をきちっと行って、その判断をですねちゃんと仰ぐような

形を取るように、強制的な部分がないような方向を考えていっていただきたい。 

みんな集団接種をするからとなると、やっぱりそうせざるを得ない親御さんたち

もいらっしゃいますので、そこは十分加味してですね考えていって取り組んでいっ

ていただきたいなというふうに思っておりますので、その辺は十分考えていってい

ただきたいなというふうに思います。 

以上で、私の質問を終わらせていただきます。 

○議長（神﨑文男君） 以上で、通告による一般質問を終了いたしました。 

これをもって一般質問は終結いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第３ 議案第１号 令和３年度大崎町一般会計補正予算（第８号） 

○議長（神﨑文男君） 日程第３、議案第１号「令和３年度大崎町一般会計補正予算

（第８号）」を議題といたします。 

   提案理由の説明を求めます。 

○総務厚生常任委員長（吉原信雄君） ただいま議題となりました議案第１号、令和３

年度大崎町一般会計補正予算（第８号）」について、総務厚生常任委員会における

審査の経過と結果の報告をいたします。 

本議案は、３月８日の本会議において当委員会に付託されたもので、３月９日に、

全委員出席のもと委員会を開催し、担当課長並びに関係職員の出席を求め、補足説

明を受け審査いたしました。 

この補正予算は、歳入歳出予算の総額に、それぞれ１３億６,６５１万２,０００

円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１２９億９,４１４万３,００

０円とするものであります。 

補正予算の内容については、本会議において説明がなされておりますので、委員

会での主な質疑について報告いたします。 

まず、歳出の款２項１目４財政管理費、節２４積立金の施設整備事業基金積立金
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１億５,０００万円について、今後も継続的に基金に積み立てていく予定かとの問

いに対し、今後、公共施設の更新・新設等が考えられることから、毎年少しずつで

も積み立てていきたい。また、公共施設の整備に関しては、現在、公共施設整備計

画の見直しに取り組んでおり、計画に基づいて、今後実行していきたいとの答弁で

ありました。 

次に、款２項１目１３地方創生費、節１８負担金，補助及び交付金の大崎町ＳＤ

Ｇｓ推進協議会負担金７,６８０万円について、配付資料の中の負担金の内訳につ

いて、研修・プロジェクト管理及び運営経費の内容はとの問いに対し、人件費、プ

ロジェクト構築経費のほか、自動車リース料、事務所賃借料等であるとの答弁。 

さらに、サーキュラーヴィレッジ実現に向けた地域課題解決のために準備積立が

予定されているが、どのような目的かとの問いに対し、大崎町の２０３０年を目指

す姿のイメージ実現のための準備金と考えており、今後、具体的な計画や進捗状況

については、その都度、説明や報告をしていくとの答弁でありました。 

次に、款２項１目１４諸費、節２２償還金，利子及び割引料の農業次世代人材投

資事業返還金３６２万５,０００円について、返還金が発生した理由と対応状況は

との問いに対し、サツマイモ基腐病による減収等の理由により離農されており、そ

の後の体調不良等もあることから、分納誓約書を交わして、未収金の回収に努めて

いるとの答弁でありました。 

次に、款２項２目２賦課徴収費、節１２委託料の固定資産家屋新築等調査業務委

託料１２６万３,０００円の減について、新築家屋の件数はどのような状況かとの

問いに対し、前年度までは年間７０件から８０件程度であったが、今年度は４５件

の実績見込みであるとの答弁でありました。 

次に、款２項３目１戸籍住民基本台帳費、節１８負担金，補助及び交付金の社会

保障・税番号制度システム負担金２９万７,０００円について、マイナンバーカー

ドの申請者数及び申請率はとの問いに対し、令和３年１２月末現在で、申請者数４,

２６１人、申請率３３.４％で、前年１２月末と比較して申請者数が１,５７３人増

加しており、引き続き周知を図っていくとの答弁でありました。 

次に、款３項２目１児童福祉総務費、節１９扶助費の施設型給付費１億４,００

０万円の減について、減額の理由はとの問いに対し、当初の積算において、町内施

設の定員数から町外入所者を除いた人数で積算すべきところを、全体の定員数で積

算していたためであるとの答弁でありました。 

次に、款４項１目３環境衛生費、節１２委託料の海岸漂着物地域対策推進事業委

託料３万２,０００円の減について、具体的な取組状況及び実績はとの問いに対し、

海岸漂着物のごみ回収についてはシルバー人材センターへ委託しており、１月末ま
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での１０か月間で、延べ１,０４８人が従事され、２.９トンのごみが回収されてい

るとの答弁でありました。 

次に、款５項１目１農業委員会費、節１報酬の農地利用最適化推進委員報酬１５

５万３,０００円の減について、定員に達していない状況について、どのように認

識しているかとの問いに対し、定員に達していないことは、必要な業務遂行に困難

が生じていると考えており、現状は他の委員が協力して対応している状況である。

募集については、農業委員会だよりや紹介を通じて取り組んでいるとの答弁であり

ました。 

次に、款５項１目９畜産業費、節１８負担金，補助及び交付金の全国和牛能力共

進会対象牛導入保留事業補助金３３５万円の減と、全国和牛能力共進会出品対象牛 

購入等補助金３０万円の減について、全国和牛能力共進会に向けての予算であった

が、減額する理由は何かとの問いに対し、ある程度対象牛を絞るための選抜の中で、

購入する対象牛の頭数が結果的に少なかったことが理由であるとの答弁でありまし

た。 

次に、款６項１目４新型コロナウイルス感染症対策事業費、節１８負担金，補助

及び交付金の営業時間短縮要請協力金負担金１８５万４,０００円の減について、

申請は何件であったかとの問いに対し、県からの報告によると、３２店舗の申請で

あったとの答弁でありました。 

次に、款９項１目２事務局費、節１２委託料のストレスチェック制度支援業務委

託料１１万円の減について、対象であった教職員が受けなかったということかとの

問いに対し、１回目のチェックで高ストレス結果が出た人が医師の面談を受ける内

容のものであるが、面談を受ける人がいなかった分の減額であるとの答弁でありま

した。 

次に、歳入の款１４項１目４土木使用料、節２住宅使用料の公営住宅使用料（滞

納繰越分）４８万１,０００円について、滞納となっている戸数はとの問いに対し、

過年度からの積み上げであり、延べ月数で約２００月分、対象者は３０名程度であ

るとの答弁でありました。 

以上、質疑を終結し、討論に入りましたが、討論はなく、採決の結果、議案第１

号、令和３年度大崎町一般会計補正予算(第８号）は、原案のとおり可決すべきも

のと出席委員全員の意見の一致をみた次第であります。 

以上、付託案件に対する総務厚生常任委員会の報告を終わります。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。 

議案第１号「令和３年度大崎町一般会計補正予算（第８号）」の委員長の報告に

対して、何か質疑はありませんか。 
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［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。 

議案第１号「令和３年度大崎町一般会計補正予算（第８号）」について、委員長

の報告は原案可決であります。 

委員長の報告のとおり、原案可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第１号「令和３年度大崎町一般会計補正予算（第８号）」は、原案

のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第４ 議案第２号 令和３年度大崎町国民健康保険事業特別会計補正予算 

（第２号） 

○議長（神﨑文男君） 日程第４、議案第２号「令和３年度大崎町国民健康保険事業特

別会計補正予算（第２号）」を議題といたします。 

本案について、総務厚生常任委員長の報告を求めます。 

○総務厚生常任委員長（吉原信雄君） ただいま議題となりました議案第２号、令和３

年度大崎町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）について、総務厚生常任

委員会における審査の経過と結果の報告をいたします。本議案は、３月８日の本会

議において当委員会に付託されたもので、３月９日に、全委員出席のもと委員会を

開催し、保健福祉課長並びに関係職員の出席を求め、審査いたしました。 

この補正予算は、歳入歳出予算の総額から、７６５万円を減額し、歳入歳出予算

の総額を、歳入歳出それぞれ１９億７,９８８万４,０００円とするものであります。 

補正予算の内容については、本会議での説明のとおり、歳入では保険給付費等交

付金の補正と、歳出では過年度保険給付費等交付金返還金に伴う補正が主なもので

ありました。 

特筆すべき質疑はなく、その後、討論に入りましたが、討論もなく、採決の結果、

議案第２号、令和３年度大崎町国民健康保険事業特別会計補正予算(第２号）は、
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原案のとおり可決すべきものと出席委員全員の意見の一致をみた次第であります。 

以上、付託案件に対する総務厚生常任委員会の報告を終わります。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。 

議案第２号「令和３年度大崎町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）」

の委員長の報告に対して、何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。 

議案第２号「令和３年度大崎町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）」

について、委員長の報告は原案可決であります。 

委員長の報告のとおり、原案可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第２号「令和３年度大崎町国民健康保険事業特別会計補正予算（第

２号）」は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第５ 議案第３号 令和３年度大崎町後期高齢者医療特別会計補正予算 

（第１号） 

○議長（神﨑文男君） 日程第５、議案第３号「令和３年度大崎町後期高齢者医療特別

会計補正予算（第１号）」を議題といたします。 

本案について、総務厚生常任委員長の報告を求めます。 

○総務厚生常任委員長（吉原信雄君） ただいま議題となりました、議案第３号、令和

３年度大崎町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について、総務厚生常任

委員会における審査の経過と結果の報告をいたします。本議案は、３月８日の本会

議において当委員会に付託されたもので、３月９日に、全委員出席のもと委員会を

開催し、保健福祉課長並びに関係職員の出席を求め、審査いたしました。 

この補正予算は、歳入歳出予算の総額に、それぞれ１,５６５万８,０００円を追

加し、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ１億９,８９２万４,０００円とす
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るものであります。 

補正予算の内容については、本会議での説明のとおり、後期高齢者医療保険料及

び広域連合納付金等の実績見込みに伴う補正が主なものでありました。 

特筆すべき質疑もなく、その後、討論に入りましたが、討論もなく、採決の結果、

議案第３号、令和３年度大崎町後期高齢者医療特別会計補正予算(第１号）は、原

案のとおり可決すべきものと出席委員全員の意見の一致をみた次第であります。 

以上、付託案件に対する総務厚生常任委員会の報告を終わります。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。 

議案第３号「令和３年度大崎町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）」の

委員長の報告に対して、何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。 

議案第３号「令和３年度大崎町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）」に

ついて、委員長の報告は原案可決であります。 

委員長の報告のとおり、原案可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第３号「令和３年度大崎町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１

号）」は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第６ 議案第４号 令和３年度大崎町介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 

○議長（神﨑文男君） 日程第６、議案第４号「令和３年度大崎町介護保険事業特別会

計補正予算（第２号）」を議題といたします。 

本案について、総務厚生常任委員長の報告を求めます。 

○総務厚生常任委員長（吉原信雄君） ただいま議題となりました議案第４号、令和３

年度大崎町介護保険事業特別会計 補正予算（第２号）について、総務厚生常任委

員会における審査の経過と結果の報告をいたします。本議案は、３月８日の本会議
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において当委員会に付託されたもので、３月９日に、全委員出席のもと委員会を開

催し、保健福祉課長並びに関係職員の出席を求め、審査いたしました。 

この補正予算は、歳入歳出予算の総額にそれぞれ８,０８３万３,０００円を追加

し、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ２０億３,６７５万９,０００円とす

るものであります。 

内容については、本会議において説明がなされておりますので、委員会での主な

質疑について報告いたします。 

歳出の款２保険給付費について、施設介護サービス給付費、居宅介護サービス給

付費及び高額介護サービス費の増額の理由はとの問いに対し、当初予算で見込んで

いた件数よりも利用者数が増加ことに伴う実績見込みの増であるとの答弁でありま

した。 

以上、質疑を終結し、討論に入りましたが、討論はなく、採決の結果、議案第４

号、令和３年度大崎町介護保険事業特別会計補正予算(第２号）は、原案のとおり

可決すべきものと出席委員全員の意見の一致をみた次第であります。 

以上、付託案件に対する総務厚生常任委員会の報告を終わります。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。 

議案第４号「令和３年度大崎町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）」の委

員長の報告に対して、何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。 

議案第４号「令和３年度大崎町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）」につ

いて、委員長の報告は原案可決であります。 

委員長の報告のとおり、原案可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第４号「令和３年度大崎町介護保険事業特別会計補正予算（第２

号）」は、原案のとおり可決されました。 
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－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第７ 議案第１８号 ２災８３６号飯隈橋橋梁災害復旧工事（上部工）請負契約

の締結について 

○議長（神﨑文男君） 日程第７、議案第１８号「２災８３６号飯隈橋橋梁災害復旧工

事（上部工）請負契約の締結について」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 御説明いたします。本案は、令和２年７月豪雨により崩落した

飯隈橋の橋梁災害復旧工事（上部工）請負契約の締結に関するものでございます。 

この工事請負契約の締結につきまして、地方自治法第９６条第１項第５号、並び

に議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定に

より議会の議決をお願いするものでございます。 

よろしく御審議賜り御可決くださいますようお願い申し上げます。なお、詳細に

つきましては担当課長が説明いたします。 

○総務課長（上橋孝幸君） それでは、御説明いたします。 

まず、議案の説明に入ります前に、仮契約に至るまでの経緯について御説明いた

します。 

本案につきましては、２月２２日に指名競争入札に係る指名委員会を開催いたし

まして、本町の入札参加資格を有する事業者で、これまで県内の橋梁上部工の受注

実績があり、技術的に優れた６者を選定いたしました。 

その後、３月７日に入札を執行し、開札の結果、日研高圧平和キドウ株式会社が

落札し、同日、仮契約を締結したところであります。 

以上が経緯でございます。 

それでは、議案書に沿って御説明いたします。 

契約の目的は、２災８３６号飯隈橋橋梁災害復旧工事（上部工）でございます。 

契約の内容は、飯隈橋橋梁災害復旧工事で上部工を施工することになっており、

詳細は議案書に記載のとおりでございます。 

契約の金額は、１億１,７７０万円でございます。 

契約の方法は、指名競争入札による契約でございます。 

契約の相手方は、鹿児島市東開町４番地２６、日研高圧平和キドウ株式会社、代

表取締役、米盛司郎でございます。 

なお、２枚目から、参考資料として入札執行調書及び図面を添付しておりますの

で御参照いただきたいと思います。 

以上で、説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。何かありませんか。 
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［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りします。 

ただいま議題となっております議案第１８号は、会議規則第３９条第３項の規定

により委員会付託を省略いたしたいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、本案は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。 

議案第１８号「２災８３６号飯隈橋橋梁災害復旧工事（上部工）請負契約の締結

について」は、可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第１８号「２災８３６号飯隈橋橋梁災害復旧工事（上部工）請負契

約の締結について」は、可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（神﨑文男君） 以上を持って、本日の日程の全部を終了いたしましたので、本

日はこれをもって散会いたします。お疲れさまでした。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

散会 午後３時５７分 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 ３ 号 

 

３月２５日（金） 
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令和４年第１回大崎町議会定例会会議録（第３号） 

 

令 和 ４ 年 ３ 月 ２ ５ 日 

午前１０時００分開議 

於  会  議  議  場 

１．議事日程 

日程第 １ 会議録署名議員の指名（３番，４番） 

日程第 ２ 議案第 ５号 大崎町消防団員等の定員，任免，給与，服務等に関

する条例の一部を改正する条例の制定について 

（総務厚生常任委員長報告） 

 日程第 ３ 議案第１７号 大崎町介護保険基金条例の制定について 

（総務厚生常任委員長報告） 

日程第 ４ 議案第 ８号 令和４年度大崎町一般会計予算 

（令和４年度大崎町一般会計予算審査特別委員長報告） 

日程第 ５ 議案第 ９号 令和４年度大崎町国民健康保険事業特別会計予算 

（総務厚生常任委員長報告） 

日程第 ６ 議案第１０号 令和４年度大崎町後期高齢者医療特別会計予算 

（総務厚生常任委員長報告） 

日程第 ７ 議案第１１号 令和４年度大崎町介護保険事業特別会計予算 

（総務厚生常任委員長報告） 

日程第 ８ 議案第１２号 令和４年度大崎町水道事業会計予算 

（文教経済常任委員長報告） 

日程第 ９ 議案第１３号 令和４年度大崎町公共下水道事業特別会計予算 

（文教経済常任委員長報告） 

日程第１０ 同意第 １号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 

日程第１１ 同意第 ２号 教育委員会委員の任命について 

日程第１２ 同意第 ３号 副町長の選任について 

日程第１３ 同意第 ４号 教育委員会教育長の任命について 

日程第１４ 発議第 １号 ロシアによるウクライナ侵攻に抗議する決議（案）

の提出について 

日程第１５ 議員派遣の件 

日程第１６ 閉会中継続審査・調査申出書 

 

２．出席議員は次のとおりである。（１２名） 
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１番 平 田 慎 一 ７番 吉 原 信 雄 

２番 富 重 幸 博 ８番 中 山 美 幸 

３番 稲 留 光 晴 ９番 上 原 正 一 

４番 諸 木 悦 朗 １０番 小 野 光 夫 

５番 宮 本 昭 一 １１番 児 玉 孝 德 

６番 中 倉 広 文 １２番 神 﨑 文 男 

 

３．欠席議員は次のとおりである。（０名） 

 

４．地方自治法第１２１条の規定により、会議事件説明のため出席した者の職・氏名 

町 長 東   靖 弘 農林振興課長 中 村 富士夫 

副 町 長 千 歳 史 郎 耕 地 課 長 竹 本 忠 行 

教 育 長 藤 井 光 興 建 設 課 長 時 見 和 久 

会 計管理者 西 髙 和 義 農委事務局長 相 星 永 悟 

総 務 課 長 上 橋 孝 幸 水 道 課 長 髙 田 利 郎 

企画調整課長 中 野 伸 一 教委管理課長 上 野 明 仁 

住民環境課長 岡 留 和 幸 社会教育課長 宮 本 修 一 

保健福祉課長 谷 迫 利 弘 税 務 課 長 本 松 健一郎 

 

５．職務のため出席した事務局職員の職・氏名 

事 務 局 長 本 髙 秀 俊 

次長兼調査係長 福 永 浩 二 

議 事 係 長 上 床 就 路 

庶 務係主幹 西   ゆかり 
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開議 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（神﨑文男君） これより、本日の会議を開きます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（神﨑文男君） 日程第１「会議録署名議員の指名」を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、３番、稲留光晴君、及び

４番、諸木悦朗君を指名いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第２ 議案第５号 大崎町消防団員等の定員，任免，給与，服務等に関する条例

の一部を改正する条例の制定について 

○議長（神﨑文男君） 日程第２、議案第５号「大崎町消防団員等の定員，任免，給与，

服務等に関する条例の一部を改正する条例の制定について」を議題といたします。 

本案について、総務厚生常任委員長の報告を求めます。 

○総務厚生常任委員長（吉原信雄君） 議案第５号、大崎町消防団員等の定員，任免，

給与，服務等に関する条例の一部を改正する条例の制定について、総務厚生常任委

員会における審査の経過と結果の報告をいたします。本議案は、３月８日の本会議

において当委員会に付託されたもので、３月９日に委員会を開催し、総務課長並び

に関係職員の出席を求め、補足説明を受け、審査いたしました。 

この条例は、消防庁長官通知に基づき、消防団員の処遇改善を図るものでありま

すが、内容については３月８日の本会議において説明がありましたので、委員会で

の主な質疑について報告いたします。 

火災の場合の出動報酬は８,０００円以内という規定の中で、軽微な火災の場合

は５,１００円とするとの説明であったが、条例の中に明確な基準を規定すべきで

はとの問いに対し、火災の種類は多く、短時間であっても危険性を伴い、その他火

災でも活動時間が長くなる場合もあり、取扱いが難しくなることが考えられるため、

詳細は消防団の幹部会に諮り、団員に周知を図っていきたいとの答弁。 

出動報酬は１日単位の報酬額で、８時間ごとに１日として計算すると規定されて

いるが、８時間を超える場合の取扱いはとの問い対し、８時間未満の端数は８時間

とみなすため、８時間を超えた場合の端数も１日として計算し、２日分の報酬額を

支払うとの答弁。 

団員が職務に従事した時間の管理は、どのように把握するのかとの問い対し、招

集があった時点が開始時間、分団での解散が終了時間となり、各分団からの報告に

よって時間管理を行うとの答弁でありました。 
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以上、質疑を終結し、討論に入りましたが、討論はなく、採決の結果、議案第５

号、大崎町消防団員等の定員，任免，給与，服務等に関する条例の一部を改正する

条例の制定については、原案のとおり可決すべきものと出席委員全員の意見の一致

をみた次第であります。 

以上で、付託案件に対する総務厚生常任委員会の報告を終わります。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。 

議案第５号「大崎町消防団員等の定員，任免，給与，服務等に関する条例の一部

を改正する条例の制定について」の委員長報告に対して、何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。 

議案第５号「大崎町消防団員等の定員，任免，給与，服務等に関する条例の一部

を改正する条例の制定について」、委員長の報告は、原案可決であります。 

委員長の報告のとおり、原案可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 異議なしと認めます。 

よって、議案第５号「大崎町消防団員等の定員，任免，給与，服務等に関する条

例の一部を改正する条例の制定について」は、原案どおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第３ 議案第１７号 大崎町介護保険基金条例の制定について 

○議長（神﨑文男君） 日程第３、議案第１７号「大崎町介護保険基金条例の制定につ

いて」を議題といたします。 

本案について、総務厚生常任委員長の報告を求めます。 

○総務厚生常任委員長（吉原信雄君） 議案第１７号、大崎町介護保険基金条例の制定

について、総務厚生常任委員会における審査の経過と結果の報告をいたします。本

議案は、３月８日の本会議において当委員会に付託されたもので、３月９日に委員

会を開催し、保健福祉課長並びに関係職員の出席を求め、補足説明を受け審査いた

しました。 
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それでは、条例の概要と委員会の中での主な質疑について報告いたします。 

内容については、介護保険事業の円滑な運営と健全化に役立てるため、新しく大

崎町介護保険基金を設置するものであります。 

基金条例は、第１条の（設置）から第７条の（委任）までの７の条からなってお

り、基金の積立額及び管理、基金の運用から生じる益金の処理、基金の処分、繰替

運用について規定してあります。附則として、この条例は令和４年４月１日から施

行することとなっております。 

質疑の中で、積立額はどのように決定するのかとの問いに対し、翌年度に確定す

る介護給付費国庫負担金等過年度分返還金の金額を勘案し、決定していくとの答弁

でありました。 

以上、質疑を終結し、討論に入りましたが、討論はなく、採決の結果、議案第１

７号、大崎町介護保険基金条例の制定については、原案のとおり可決すべきものと、

出席委員全員の意見の一致をみた次第であります。 

以上で、付託案件に対する総務厚生常任委員会の報告を終わります。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。 

議案第１７号「大崎町介護保険基金条例の制定について」、委員長の報告に対し

て、何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。 

議案第１７号「大崎町介護保険基金条例の制定について」、委員長の報告は、原

案可決であります。 

委員長の報告のとおり、原案可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第１７号「大崎町介護保険基金条例の制定について」は、原案どお

り可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 
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 日程第４ 議案第８号 令和４年度大崎町一般会計予算 

○議長（神﨑文男君） 日程第４、議案第８号「令和４年度大崎町一般会計予算」を議

題といたします。 

本案について、令和４年度大崎町一般会計予算審査特別委員長の報告を求めます。 

○予算審査特別委員長（児玉孝德君） ただいま議題となりました議案第８号、令和４

年度大崎町一般会計予算について、審査の経過と結果の報告をいたします。本議案

については、３月８日の本会議において本特別委員会に付託されたもので、３月１

０日及び１１日に、全委員出席のもと委員会を開催し、担当課長並びに関係職員の

出席を求め、補足説明を受け審査いたしました。 

それでは、委員会の中での主な審議について報告いたします。 

この予算は、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ１００億６,６２５万１,

０００円と定めるものであります。 

内容については、３月８日の本会議において説明がありましたので、本委員会で

の主な質疑について報告いたします。 

企画調整課関係では、款２、項１、目１３地方創生費、節１２委託料の地域おこ

し研究員等業務委託料９６０万円について、これまでの実績等を踏まえ、この事業

では、委託期間終了後、隊員が地元に残り、台湾との交流を継続することは可能か

との問いに対し、これまで、地域おこし協力隊の採用時の業務内容の確認、地域と

のつなぎ役ができていなかったため、反省を踏まえ、地域おこし研究員のサポート

を徹底し、台湾との交流を推進していきたいとの答弁。 

さらに、委員から、ふるさと納税推進業務委託料についての詳細についてはどの

ようなものかとの問いに対し、内容については、ふるさと納税のサイト管理、シス

テムやクレジット会社との連携等である。さらに、返礼品提供事業者への対応、プ

ロモーション業務におけるカタログや動画の作成も委託内容に含まれるとの答弁。 

税務課関係では、款２、項２、目２賦課徴収費、節１２委託料の固定資産家屋全

棟調査業務委託料１,９５０万３,０００円について、全棟調査で評価漏れの家屋の

調査を行うと思うが、調査内容、住民への周知方法はどのようなものかとの問いに

対し、今回の全棟調査は３９年ぶりの調査となり、新築家屋は登記に基づいて課税

をしているが、昭和５０年代、６０年代、平成初期の家屋については未登記が多数

ある。増築・滅失届の未提出を含む評価漏れが全棟調査の対象であり、５年間で取

り組む予定である。周知については、広報おおさきや、家屋全棟調査事業の資料を

全戸配布する予定であるとの答弁。 

住民環境課関係では、町長公約の資源ごみ常設収集場の設置について、関係機関

との連携、衛生自治会との合意形成はどうなっているかとの問いに対し、衛生自治
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会は、ごみを収集する体制ではなく、環境学習を含めた施設、ごみ出しのサポート

体制づくりについての協議を行っている。関係機関では、ＳＤＧｓ推進協議会、衛

生自治会、住民環境課、企画調整課が連携して取り組んでいかなければならないと

考えており、各意見を反映させ、連携を図りながら調整を行っているとの答弁。 

保健福祉課関係では、款３、項１、目１社会福祉総務費、節１２委託料のおおす

み地域成年後見センター運営業務委託料２８０万６,０００円について、この委託

料は大隅半島５町での共同事業ということだが、全体の総予算、運営はどのような

ものかとの問いに対し、おおすみ地域成年後見センター運営業務委託料の全体の費

用については１,１４６万９,０００円で、内容としては、人件費８４６万円、謝金

として１００万円程度、その他事務費で２００万円であり、関係自治体の均等割、

人口割の割合に応じて負担し、本町分は全体額の２４.５パーセントを占めている

との答弁。 

農業委員会関係では、農業者年金の年間加入者、受給開始者の人数について説明

を求めたところ、令和３年度の新規加入者は２名、受給された方は３名であり、う

ち２名は６５歳以上、１名は６０歳から受給を開始しており、全体は４１名である 

との答弁。 

農林振興課関係では、款５、項２、目１林業振興費、節１２委託料の地域おこし

研究員等業務委託料３４０万円について、里山の放置森林等の整備、放置竹林等の

活用方法についての研究とあるが、内容はどういうものかとの問いに対し、竹やぶ

が地域の里山で急激に拡大しており、大崎町に限らず全国的問題となっている。そ

うした中、慶応義塾大学と連携して、たけのこ出荷、純国産メンマ生産、たけのこ

水煮の地元産原料活用、地産地消の推進、温室効果ガスの抑制、工芸芸術への活用

について等が主な研究になる。竹林整備における人件費の農福連携についての研究

も、併せて行うとの答弁。 

耕地課関係では、水田の植付が始まろうとしているが、導水路災害による復旧工

事の状況について説明を求めたところ、令和２年の災害で被災した仮宿の隧道工事

と中持留のパイプラインの工事は完了しているとの答弁。 

建設課関係では、款７、項４、目２公園費、節１４工事請負費のふれあいの里公

園多目的広場公衆トイレ建設工事２,８１０万円について、ふれあいの里公園内は

現在トイレはあるが、新しく建設予定の詳細はどのようなものかとの問いに対し、

ふれあいの里内の公衆トイレは、遊戯広場の前に１棟、ゲートボール場に１棟あり、

距離で１５０メートルほど離れている。現在、公園の北側にはトイレがなく、公園

全体の分散化を含めて計画している。規模については、木造平屋建ての２９.７平

米を計画しているとの答弁。 
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教育委員会管理課関係では、款９、項１、目４学校給食センター管理費、節１８

負担金，補助及び交付金の学校給食費補助金２,７０５万７,０００円について、補

助金を増額するとの説明であったが、どのような内容かとの問いに対し、１人当た

りの補助金について、小学生は前年度より５５０円増額の２,５５０円、中学生は

９００円増額の２,９００円で、補助金を差し引いた自己負担額は、小学生が１,５

００円、中学生が２,０００円となるとの答弁。 

社会教育課関係では、研修センター解体工事に対する補助金で、歳入の款１５、

項２、目７教育費国庫補助金、節３社会教育費補助金の社会資本整備総合交付金

（アスベスト除却事業）３００万円について、どのような積算かとの問いに対し、

解体工事予算５,０００万円のうち、アスベスト除去費用を１,３５０万円と積算し

ているが、そのうち、補助対象経費が９００万円であり、補助金が３分の１の３０

０万円という積算であるとの答弁。 

次に、款９、項５、目２体育施設費、節１２委託料の総合体育館大規模改修工事

設計委託料１,３００万円について、改修工事に向けた設計委託との説明であった

が、改修ではなく、新築を考えるべきではないかとの問いに対し、総合体育館の新

築は、改修と比較して相当な費用が予想される。耐震は問題がないと認識しており、

大規模改修によって施設の延命化が図られるものと考えているとの答弁。 

総務課課関係では、款２、項１、目１一般管理費、節１２委託料の人事評価研修

業務委託料４５万円について、業務委託の内容はとの問いに対し、本格的に人事評

価制度を導入するに当たり、評価する管理職の研修と評価される職員側の研修を、

それぞれ実施する予定であるとの答弁。 

次に、款８、項１、目３防災対策費、節１２委託料の戸別受信機屋外アンテナ設

置業務委託料３３万６,０００円について、当初の整備の時点で、不感地帯につい

ては屋外アンテナ設置等により対応が済んでいるのではないかとの問いに対し、当

初整備から年数が経過し、木が大きくなったり、新しい施設が周りにできたりする

ことにより、電波が届きにくい場所が出てくるとの答弁でありました。 

質疑を終結し、討論に入りましたが、討論もなく、採決の結果、議案第８号、令

和４年度大崎町一般会計予算については、原案のとおり可決すべきものと出席委員

の意見の一致をみた次第であります。 

以上で、令和４年度大崎町一般会計予算審査特別委員会における審査の経過と結

果について報告を終わります。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。 

議案第８号「令和４年度大崎町一般会計予算」の委員長の報告に対して、何か質

疑はありませんか。 
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○１番（平田慎一君） 令和２年度大崎町資源ごみ等売却益実績表というのを、本日、

資料いただいたんですが、これは指摘して、委員長から資料の提出を求めた部分で

ございますが、この資料の部分ですね、遅い部分もございますが、すべての分別品

目の状況を提出するように求めたんですが、これはすべてじゃないんですよね。ど

うなっているのかお聞きいたします。 

○議長（神﨑文男君） 委員長にだけの質疑になりますので、内容についてはできませ

んので。 

○１番（平田慎一君） 資料提出については特別委員長に聞いて、特別委員長が皆さん

から承認を得て、課長のほうに提出するようにということだったんですが、その資

料がこれだけということで、違うんじゃないかということで特別委員長に対して指

摘しているんですが。 

○予算審査特別委員長（児玉孝德君） 今、平田議員のほうから資料が足りないという

ことですので、改めて資料の提出を求めたいと思います。 

○議長（神﨑文男君） ほかに質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。この採決は起立によって行います。 

お諮りします。 

議案第８号「令和４年度大崎町一般会計予算」について、委員長の報告は原案可

決であります。委員長の報告のとおり、原案可決することに賛成の諸君の起立を求

めます。 

［賛成者起立］ 

○議長（神﨑文男君） 起立多数。 

よって、議案第８号「令和４年度大崎町一般会計予算」は、原案のとおり可決さ

れました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第５ 議案第９号 令和４年度大崎町国民健康保険事業特別会計予算 

○議長（神﨑文男君） 日程第５、議案第９号「令和４年度大崎町国民健康保険事業特

別会計予算」を議題といたします。 
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本案について、総務厚生常任委員長の報告を求めます。 

○総務厚生常任委員長（吉原信雄君） ただいま議題となりました議案第９号、令和４

年度大崎町国民健康保険事業特別会計予算について、総務厚生常任委員会における

審査の経過と結果の報告をいたします。本議案は、３月８日の本会議において当委

員会に付託されたもので、３月１４日に、全委員出席のもと委員会を開催し、保健

福祉課長並びに関係職員の出席を求め、審査いたしました。 

この予算は、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ２０億６６８万５,００

０円とするものであります。 

内容については、３月８日の本会議において説明がなされておりますので、委員

会での主な質疑について報告いたします。 

まず、歳出の款２、項４、目１出産育児一時金、節１８負担金，補助及び交付金

の出産育児一時金４２０万円について、何人分の予算を見込んでいるかとの問いに

対し、令和３年度の実績見込みに基づき、１０人分を見込んでいるとの答弁であり

ました。 

次に、款２、項６、目１傷病手当金、節１８負担金，補助及び交付金の傷病手当

金９２万７,０００円について、対象者はどのような人で、何人分の予算を見込ん

でいるか との問いに対し、対象者は、国保の被保険者の中で給与等の支払いを受

けている方であり、２人分を計上しているとの答弁でありました。 

以上で質疑を終結し、討論に入りましたが、討論はなく、採決の結果、議案第９

号、令和４年度大崎町国民健康保険事業 特別会計予算は、原案のとおり可決すべ

きものと出席委員全員の意見の一致をみた次第であります。 

以上、付託案件に対する総務厚生常任委員会の報告を終わります。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。 

議案第９号「令和４年度大崎町国民健康保険事業特別会計予算」の委員長の報告

に対して、何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより議案第９号「令和４年度大崎町国民健康保険事業特別会計予算」を採決

します。この採決は起立によって行います。 
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お諮りします。 

本案に対する委員長の報告は、原案可決であります。 

委員長の報告のとおり、原案可決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

［賛成者起立］ 

○議長（神﨑文男君） 起立多数。 

したがって、議案第９号「令和４年度大崎町国民健康保険事業特別会計予算」は、

原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第６ 議案第１０号 令和４年度大崎町後期高齢者医療特別会計予算 

○議長（神﨑文男君） 日程第６、議案第１０号「令和４年度大崎町後期高齢者医療特

別会計予算」を議題といたします。 

本案について、総務厚生常任委員長の報告を求めます。 

○総務厚生常任委員長（吉原信雄君） ただいま議題となりました議案第１０号、令和

４年度大崎町後期高齢者医療特別会計予算について、総務厚生常任委員会における

審査の経過と結果の報告をいたします。本議案は、３月８日の本会議において当委

員会に付託されたもので、３月１４日に、全委員出席のもと委員会を開催し、保健

福祉課長並びに関係職員の出席を求め、審査いたしました。 

この予算は、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ１億９,２０５万７,００

０円とするものであります。 

内容については、３月８日の本会議において説明がなされておりますので、委員

会での主な質疑について報告いたします。 

歳出の款１、項１、目１後期高齢者医療広域連合納付金、節１８負担金，補助及

び交付金の１億９,１７８万５,０００円について、前年度と比較して８７９万２,

０００円増加しているが、今後の見込みも増加傾向かとの問いに対し、令和４年度

から、被保険者に団塊の世代の方々が加入するため、増加傾向を見込んでいるとの

答弁でありました。 

以上で、質疑を終結し、討論に入りましたが、討論はなく、採決の結果、議案第

１０号、令和４年度大崎町後期高齢者医療特別会計予算は、原案のとおり可決すべ

きものと出席委員全員の意見の一致をみた次第であります。 

以上、付託案件に対する総務厚生常任委員会の報告を終わります。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。 

議案第１０号「令和４年度大崎町後期高齢者医療特別会計予算」の委員長の報告

に対して、何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 
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○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより議案第１０号「令和４年度大崎町後期高齢者医療特別会計予算」を採決

いたします。この採決は起立によって行います。 

お諮りします。 

本案に対する委員長の報告は、原案可決であります。 

委員長の報告のとおり、原案可決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

［賛成者起立］ 

○議長（神﨑文男君） 起立多数です。 

したがって、議案第１０号「令和４年度大崎町後期高齢者医療特別会計予算」は、

原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第７ 議案第１１号 令和４年度大崎町介護保険事業特別会計予算 

○議長（神﨑文男君） 日程第７、議案第１１号「令和４年度大崎町介護保険事業特別

会計予算」を議題といたします。 

本案について、総務厚生常任委員長の報告を求めます。 

○総務厚生常任委員長（吉原信雄君） ただいま議題となりました、議案第１１号、令

和４年度大崎町介護保険事業特別会計予算について、総務厚生常任委員会における

審査の経過と結果の報告をいたします。本議案は、３月８日の本会議において当委

員会に付託されたもので、３月１４日に、全委員出席のもと委員会を開催し、保健

福祉課長並びに関係職員の出席を求め、審査いたしました。 

この予算は、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ１８億７,４１４万４,０

００円とするものであります。 

内容については、３月８日の本会議において説明がなされておりますので、委員

会での主な質疑について報告いたします。 

介護保険料の負担を抑えられるような具体的な取組はあるかとの問いに対し、地

域支援事業の介護予防教室として、ころばん体操、マスターズプロジェクト、いき

いきサロン、いきいき倶楽部などの取組をしているとの答弁。 

さらに、団体活動への参加を望まない高齢者への対策はあるかとの問いに対し、 

令和４年度の新規事業で高齢者の保健事業と介護予防との一体的事業を計画してお
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り、健康面において、保健師と管理栄養士の訪問等による声かけを通じて各種教室

への参加につなげていくとの答弁でありました。 

また、ヤングケアラーの現状について、どのように認識しているかとの問いに対

し、人数は把握していないが、そういう状況にある方がいることは認識していると

の答弁でありました。 

また、介護施設の新設、増設の予定はとの問いに対し、令和２年度に通所介護サ

ービスの要望があり、第８期介護保険事業計画に盛り込まれていることから、今後、

新規事業所として開始される可能性があるとのことです。その他に要望はなく、介

護施設の新設、増設の予定もないとの答弁でありました。 

以上で、質疑を終結し、討論に入りましたが、討論はなく、採決の結果、議案第

１１号、令和４年度大崎町介護保険事業特別会計予算は、原案のとおり可決すべき

ものと出席委員全員の意見の一致をみた次第であります。 

以上、付託案件に対する総務厚生常任委員会の報告を終わります。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。 

議案第１１号「令和４年度大崎町介護保険事業特別会計予算」の委員長の報告に

対して、何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより議案第１１号「令和４年度大崎町介護保険事業特別会計予算」を採決し

ます。この採決は起立によって行います。 

お諮りします。 

本案に対する委員長の報告は、原案可決であります。 

委員長の報告のとおり、原案可決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

［賛成者起立］ 

○議長（神﨑文男君） 起立多数です。 

したがって、議案第１１号「令和４年度大崎町介護保険事業特別会計予算」は、

原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第８ 議案第１２号 令和４年度大崎町水道事業会計予算 
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○議長（神﨑文男君） 日程第８、議案第１２号「令和４年度大崎町水道事業会計予算」

を議題といたします。 

本案について、文教経済常任委員長の報告を求めます。 

○文教経済常任委員長（稲留光晴君） ただいま議題となりました議案第１２号、令和

４年度大崎町水道事業会計予算について、審査の経過と結果の報告をいたします。 

本議案については、去る３月８日の本会議において当委員会に付託されたもので、

３月９日に、全委員出席のもと委員会を開催し、水道課長並びに関係職員の出席を

求め、補足説明を受け、審査いたしました。 

予算書の１ページ、業務予定量は、給水戸数６,５５０戸、年間総給水量１４８

万９,０００立方メートル、１日平均給水量４,０７９立方メートルであります。 

主な建設改良事業は、町道仮宿下原線下原地区配水管布設替工事であります。 

予算第３条の収益的収入及び支出の予定額は、収入が第１款水道事業収益２億１,

８３０万２,０００円で、支出は第１款水道事業費用１億９,６２７万８,０００円

であります。 

予算書の２ページ、予算第４条の資本的収入及び支出の予定額は、第１款資本的

収入が３５７万９,０００円で、第１款資本的支出が８,６３４万６,０００円であ

ります。資本的収入額が支出額に対して不足する額８,２７６万７,０００円は、当

年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額６４２万７,０００円、当年度分損

益勘定留保資金６,９２７万５,０００円、減債積立金２９５万７,０００円、建設

改良積立金４１０万８,０００円で補填するものであります。 

本予算の提案理由、内容等につきましては、本会議において担当課長より説明が

ございましたので省略させていただきます。 

それでは、委員会での質疑の主なものにつきまして報告いたします。 

工事関係で、現在、横内からジャパンファームのＢ３工場にかけて、配水管の布

設替工事を行っているが、料金体系及び使用料、今後漏水等が発生した場合の対応

はどうなるかとの問いに対し、現在工事を行っているのは、ジャパンファーム発注

分の布設替工事であり、町の配水管については、県道の歩道内及び平良商店側にあ

り、つきあたりのジャパンファーム管理事務所が一番末端である。工事の際に水道

管等の破損等が発生した場合には、漏水等の原因者負担により修繕を行い、道路敷

地内の漏水等については、水道課でしなければならない。また、使用料金について

は、ジャパンファーム管理事務所の水道メーターに基づいて請求を行っているとの

答弁でありました。 

さらに、委員から、水道事業収益の営業収益について、本年度は３７５万６,０

００円の減となっているが、給水戸数が昨年からどのように減少しているかとの問
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いに対し、給水戸数については、昨年度と比較して１００戸程度減少しており、水

道料金についても、昨年度よりも５００万円程度減収となる。昨年、３月から転出

も多く、休止の増加に伴い給水戸数の減少につながっているとの答弁でありました。 

その後、討論に入りましたが、討論もなく、採決の結果、議案第１２号、令和４

年度大崎町水道事業会計予算は、原案のとおり可決すべきものと全委員の意見の一

致をみた次第であります。 

以上で、文教経済常任委員会における審査の経過と結果について報告を終わりま

す。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。 

議案第１２号「令和４年度大崎町水道事業会計予算」の委員長の報告に対して、

何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより議案第１２号「令和４年度大崎町水道事業会計予算」を採決します。こ

の採決は起立によって行います。 

お諮りします。 

本案に対する委員長の報告は、原案可決であります。 

委員長の報告のとおり、原案可決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

［賛成者起立］ 

○議長（神﨑文男君） 起立多数です。 

したがって、議案第１２号「令和４年度大崎町水道事業会計予算」は、原案のと

おり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第９ 議案第１３号 令和４年度大崎町公共下水道事業特別会計予算 

○議長（神﨑文男君） 日程第９、議案第１３号「令和４年度大崎町公共下水道事業特

別会計予算」を議題といたします。 

本案について、文教経済常任委員長の報告を求めます。 

○文教経済常任委員長（稲留光晴君） ただいま議題となりました、議案第１３号、令

和４年度大崎町公共下水道事業特別会計予算について、審査の経過と結果の報告を
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いたします。 

本議案については、去る３月８日の本会議において当委員会に付託されたもので、

３月９日に、全委員出席のもと委員会を開催し、水道課長並びに関係職員の出席を

求め、補足説明を受け、審査いたしました。 

この予算は、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ１億９,７８４万４,００

０円とするものであります。 

本予算の提案理由、内容等につきましては、本会議において担当課長より説明が

ございましたので省略させていただきます。 

それでは、委員会での質疑の主なものにつきまして報告いたします。 

下水道計画の中で、受益面積を今後広げる計画はあるのかとの問いに対し、下水

道の受益区域については、平成２６年度に審議会を開催し、その中で当初計画の受

益面積を減少した経緯があり、今後も増減の計画はなく、現在の受益面積の中で運

営を行う予定であるとの答弁でありました。 

さらに、委員から、歳入において地方債を計上しているが、一般会計では利息の

利率が３％以内だが、公共下水道事業債は５％以内となっているのはなぜかとの問

いに対し、下水道事業債の利息の利率は５％以内から３％以内に変わっているのが

実状だと思われるため、もう一度確認と調査を行い、今後、実状に応じた利率の計

上を行いたいとの答弁でありました。 

その後、討論に入りましたが、討論もなく、採決の結果、議案第１３号、令和４

年度大崎町公共下水道事業特別会計予算は、原案のとおり可決すべきものと全委員

の意見の一致をみた次第であります。 

以上で、文教経済常任委員会における、審査の経過と結果について報告を終わり

ます。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。 

議案第１３号「令和４年度大崎町公共下水道事業特別会計予算」の委員長の報告

に対して、何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより議案第１３号「令和４年度大崎町公共下水道事業特別会計予算」を採決
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します。この採決は起立によって行います。 

お諮りします。 

本案に対する委員長の報告は、原案可決であります。 

委員長の報告のとおり、原案可決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

［賛成者起立］ 

○議長（神﨑文男君） 起立多数です。 

したがって、議案第１３号「令和４年度大崎町公共下水道事業特別会計予算」は、

原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１０ 同意第１号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 

○議長（神﨑文男君） 日程第１０、同意第１号「固定資産評価審査委員会委員の選任

について」、提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 本案は、現在、固定資産評価審査委員会委員であります濵屋政

文氏の任期が、本年３月３１日で満了となるため、引き続き同氏を固定資産評価審

査委員会委員に選任したいので、地方自治法第４２３条第３項の規定により議会の

承認を求めるものであります。 

氏の住所は、大崎町永吉４４００番地、牧集落で、昭和３１年７月２５日生まれ

の６５歳でございます。昭和５５年１０月１日に大崎町の職員に採用された後、教

育委員会管理課参事、農業委員会事務局長、住民環境課長を歴任し、平成２９年３

月に定年退職された後、再任用職員として税務課で勤務しておりましたが、現在は

大隅地域振興局曽於畑地かんがい農業推進センターにおいて勤務されております。

長年培われた公務員としての知識や経験から人望も篤く、人格識見ともに高く、固

定資産評価審査委員会委員として適任と思われますので、よろしく御審議賜り、御

同意くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。同意第１号「固定資産評価審査委員

会委員の選任について」、何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りします。ただいま議題となっております同意第１号は、会議規則第３９条

第３項の規定により、委員会付託を省略いたしたいと思います。これに御異議あり

ませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 
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よって、本件は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。同意第１号について、討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより、同意第１号「固定資産評価審査委員会委員の選任について」をします。 

お諮りします。 

同意第１号は、同意することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、同意第１号「固定資産評価審査委員会委員の選任について」は同意する

ことに決定いたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１１ 同意第２号 教育委員会委員の任命について 

○議長（神﨑文男君） 日程第１１、同意第２号「教育委員会委員の任命について」を

議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 本案は、現在、教育委員会委員であります二見いすず氏が、本

年年３月３１日で任期満了となるため、その後任を任命する必要がありますが、引

き続き同氏を教育委員会委員として任命したいので、地方教育行政の組織及び運営

に関する法律第４条第２項の規定により議会の同意を求めるものでございます。 

氏の住所は、大崎町仮宿６６４番地１、木入道集落で、昭和３１年９月１７日生

まれの６５歳でございます。 

氏は、昭和５２年３月に学習院女子短期大学を卒業され、その後、同年４月に株

式会社南日本放送に入社し、アナウンサーとして活躍されておりましたが、昭和６

０年７月に退社されております。現在は、フリーアナウンサーとしてラジオを中心

に活躍されるかたわら、町内外での講演活動や話し方教室の講師、司会など、幅広

く活動されております。平成２６年４月から本町教育委員会委員に任命されて以来、

２期８年、町民からの信頼も篤く、精力的に活動されており、大崎町教育委員会委

員として適任と思われますので、よろしく御審議賜り御同意くださいますようお願

い申し上げます。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 
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よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りします。 

ただいま議題となっております同意第２号は、会議規則第３９条第３項の規定に

より委員会付託を省略いたしたいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、本件は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。討論の御希望はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより、同意第２号について採決します。 

採決は、無記名投票をもって行います。 

議場を閉鎖いたします。 

［議場閉鎖］ 

○議長（神﨑文男君） ただいまの出席議員数は１１人であります。 

会議規則第３２条第２項の規定により、立会人に４番、諸木悦朗君、５番、宮本

昭一君、６番、中倉広文君を指名いたします。 

投票用紙を配付いたします。 

念のために申し上げます。本案に賛成の諸君は賛成と、反対の諸君は反対と記載

願います。 

［投票用紙配付］ 

○議長（神﨑文男君） 投票用紙の配付漏れはありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） なしと認めます。 

投票箱を改めます。 

［投票箱点検］ 

○議長（神﨑文男君） 異状なしと認めます。 

これより投票に移ります。 

職員の点呼に応じて順次投票をお願いします。 

点呼いたします。 

○事務局長（本髙秀俊君） それでは、議席番号、氏名の順で読み上げます。 

１番、平田慎一議員、２番、富重幸博議員、３番、稲留光晴議員、４番、諸木悦
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朗議員、５番、宮本昭一議員、６番、中倉広文議員、７番、吉原信雄議員、８番、

中山美幸議員、９番、上原正一議員、１０番、小野光夫議員、１１番、児玉孝德議

員。 

［投票］ 

○議長（神﨑文男君） 投票漏れはありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 投票漏れなしと認めます。 

投票を終了いたします。 

開票を行います。４番、諸木悦朗君、５番、宮本昭一君、６番、中倉広文君、立

会いをお願いします。 

［開票］ 

○議長（神﨑文男君） 投票の結果を報告いたします。 

投票総数１１票。有効投票１１票。無効投票０票。 

有効投票中、賛成、１１票、反対、０票。 

以上のとおり、賛成が多数であります。 

よって、同意第２号は同意することに決定いたしました。 

議場の閉鎖を解きます。 

［議場開鎖］ 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１２ 同意第３号 副町長の選任について 

○議長（神﨑文男君） 日程第１２、同意第３号「副町長の選任について」を議題とい

たします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 本案は、現在、副町長であります千歳史郎氏の任期が、本年３

月３１日で満了となるため、その後任を選任する必要がありますが、引き続き同氏

を副町長に選任したいので、地方自治法第１６２条の規定に基づき議会の同意を求

めるものでございます。 

氏の住所は、大崎町横瀬１６０４番地９、山村集落で、昭和３０年１２月１２日

生まれの６６歳でございます。氏は、昭和５４年１０月１日に大崎町職員として採

用され、福祉課長、保健福祉課長、住民課長、総務課長を歴任され、平成２８年３

月に定年退職されたあとは、大崎町社会福祉協議会において事務局長として勤務し

ておりました。平成３０年４月からの４年間、副町長として私を補佐していただく

など、町政の推進に御尽力をいただいております。知性闊達で、長年培われた公務

員としての知識や経験から、職員はもとより町民からの信頼も篤く、人望識見とも



 

－ 171 － 

に高く、副町長として最適任と思慮されますので、よろしく御審議賜り、御同意く

ださいますようお願い申し上げます。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りします。ただいま議題となっております同意第３号は、会議規則第３９条

第３項の規定により、委員会付託を省略いたしたいと思います。これに御異議あり

ませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、本件は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより、同意第３号について採決いたします。 

採決は、無記名投票をもって行います。 

議場を閉鎖いたします。 

［議場閉鎖］ 

○議長（神﨑文男君） ただいまの出席議員数は１１人であります。 

会議規則第３２条第２項の規定により、立会人に７番、吉原信雄君、８番、中山

美幸君、９番、上原正一君を指名いたします。 

投票用紙を配付いたします。 

念のために申し上げます。本案を可とする諸君は賛成と、否とする諸君は反対と

記載願います。 

［投票用紙配付］ 

○議長（神﨑文男君） 投票用紙の配付漏れはありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 配布漏れなしと認めます。 

投票箱を改めます。 

［投票箱点検］ 

○議長（神﨑文男君） 異状なしと認めます。 

これより投票に移ります。 



 

－ 172 － 

職員の点呼に応じて順次投票をお願いします。 

点呼いたします。 

○事務局長（本髙秀俊君） 議席番号、氏名の順で読み上げます。 

１番、平田慎一議員、２番、富重幸博議員、３番、稲留光晴議員、４番、諸木悦

朗議員、５番、宮本昭一議員、６番、中倉広文議員、７番、吉原信雄議員、８番、

中山美幸議員、９番、上原正一議員、１０番、小野光夫議員、１１番、児玉孝德議

員。 

［投票］ 

○議長（神﨑文男君） 投票漏れはありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 投票漏れなしと認めます。 

投票を終了いたします。 

開票を行います。７番、吉原信雄君、８番、中山美幸君、９番、上原正一君、立

会いをお願いします。 

［開票］ 

○議長（神﨑文男君） 投票の結果を報告いたします。 

投票総数１１票。有効投票１１票。無効投票０票。 

有効投票中、賛成、１１票、反対、０票。 

以上のとおり、賛成が多数であります。 

よって、同意第３号は同意することに決定いたしました。 

議場の閉鎖を解きます。 

［議場開鎖］ 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１３ 同意第４号 教育委員会教育長の任命について 

○議長（神﨑文男君） 日程第１３、同意第４号「教育委員会教育長の任命について」

を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（東 靖弘君） 本案は、現在、教育委員会教育長である藤井光興氏から、令和

４年３月３１日付をもって辞任する旨の申出があったことから、後任を任命するに

当たり、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第１項の規定に基づき議

会の同意を求めるものでございます。 

任命しようとする者の氏名は、穂園正幸。住所は、鹿児島市照国町８の１１の５

０４で、昭和３６年５月１５日生まれの６０歳でございます。 

なお、任期は、前任者の在任期間である令和４年４月１日から令和５年１２月３
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１日までの１年９か月でございます。 

氏は、仏教大学文学部教育学科を卒業後、旧内之浦町立串良小学校での教諭生活

を皮切りに、県内の小学校教諭を歴任された後、平成２８年４月から鹿屋市立笠野

原小学校長を、また、令和２年４月から現在まで、鹿児島市立原良小学校校長とし

て要職を務められ、延べ３７年間の教職歴を有しております。さらに、在職中に、

鹿児島県教育委員会社会教育課、鹿児島県立青少年研修センター研修課長及び鹿屋

市教育委員会生涯学習課長を歴任され、教育町政にも精通しておられます。氏は、

人格が高潔で、教育及び文化に関し識見を有し、教育委員会教育長として適任と思

われますので、よろしく御審議賜り、御同意くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りします。 

ただいま議題となっております同意第４号は、会議規則第３９条第３項の規定に

より委員会付託を省略いたしたいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、本件は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより、同意第４号について採決します。 

採決は、無記名投票をもって行います。 

議場を閉鎖します。 

［議場閉鎖］ 

○議長（神﨑文男君） ただいまの出席議員数は１１人であります。 

会議規則第３２条第２項の規定により、立会人に１１番、児玉孝德君、１番、平

田慎一君、２番、富重幸博君を指名いたします。 

投票用紙を配付いたします。 

念のために申し上げます。本案に賛成の諸君は賛成と、反対の諸君は反対と記載

願います。 
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［投票用紙配付］ 

○議長（神﨑文男君） 投票用紙の配付漏れはありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） なしと認めます。 

投票箱を改めます。 

［投票箱点検］ 

○議長（神﨑文男君） 異状なしと認めます。 

これより投票に移ります。 

職員の点呼に応じて順次投票をお願いします。 

点呼いたします。 

○事務局長（本髙秀俊君） それでは、議席番号、氏名の順で読み上げます。 

１番、平田慎一議員、２番、富重幸博議員、３番、稲留光晴議員、４番、諸木悦

朗議員、５番、宮本昭一議員、６番、中倉広文議員、７番、吉原信雄議員、８番、

中山美幸議員、９番、上原正一議員、１０番、小野光夫議員、１１番、児玉孝德議

員。 

［投票］ 

○議長（神﨑文男君） 投票漏れはありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 投票漏れなしと認めます。 

投票を終了いたします。 

開票を行います。１１番、児玉孝德君、１番、平田慎一君、２番、富重幸博君、

立会いをお願いします。 

［開票］ 

○議長（神﨑文男君） 投票の結果を報告いたします。 

投票総数１１票。有効投票１１票。無効投票０票。 

有効投票中、賛成、１１票、反対、０票。 

以上のとおり、賛成が多数であります。よって、同意第４号は同意することに決

定いたしました。 

議場の閉鎖を解きます。 

［議場開鎖］ 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１４ 発議第１号 ロシアによるウクライナ侵攻に抗議する決議（案）の提出

について 

○議長（神﨑文男君） 日程第１４、発議第１号「ロシアによるウクライナ侵攻に抗議
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する決議（案）の提出について」を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

○２番（富重幸博君） 発議第１号、ロシアによるウクライナ侵攻に抗議する決議（案）

の提出について、会議規則第１４条第２項の規定により、大崎町議会議長宛、令和

４年３月２５日に提出します。提出者は、私、富重幸博で、賛成議員が諸木悦朗議

員であります。 

決議文に入る前に、発議の提案に至る若干の経緯に触れたいと思います。 

今回のロシアによるウクライナへの軍事侵攻は、当初のウクライナ周辺での軍事

演習から、いきなり同国への侵入を開始し、初期の軍事施設関連への破壊行為は、

いまや民間施設、住宅、病院、学校などに及び、今日、細菌化学兵器の使用まで懸

念され、ジェノサイド、大量無差別殺人の危険が増しております。 

今日、戦争につきもののプロパガンダ、フェイクニュース報道など、特に加害国

ロシアでは、報道規制により歪曲された形で国民に伝えられていますが、ＡＩなど

情報通信技術の発達した現代においては、インターネットやＳＮＳ上で真実が白日

の下にさらされている中で、世界各国の人々や私たちも、事実関係を具体的な映像

や音声によってリアルタイムで把握することができる状況にあります。ロシアの暴

挙は、将来を担う子どもや青少年をはじめ、あらゆる世代の人々にとって、関係国

を含めた地球全体の平和と安心・安全な日常生活を破壊する行為であり、この犯罪

行為については、将来、歴史的な判断と厳しい評価がなされることとなりますが、

歴史の法廷としての今の時代を生きる者として、この事態は議会人として到底看過

できないものであり、強い憤りを持って発議として提案するものであります。 

それでは、ロシアによるウクライナ侵攻に抗議する決議案を読み上げます。 

ロシアによるウクライナ侵攻に抗議する決議（案） 

令和４年４月２４日、ロシアは度重なる国際社会の警告を無視し、ウクライナへ

の軍事侵攻を開始した。各国からの非難の声が集中し、ロシアの国際的な孤立が鮮

明になっているものの、強大な軍事力を背景に露骨な威嚇を繰り返し、民間施設も

攻撃の対象にするなど、これまでウクライナでは子どもや女性を含む民間人をはじ

め、多くの犠牲者を出している。このようなロシアによる隣国の領土を武力で侵略

する行為は、長年をかけて築かれた世界秩序を乱すもので、これは明らかに武力の

行使を禁じる国際法及び国際平和と安全の維持を目的とする国連憲章に違反し、世

界の平和と安全を脅かす侵略であり、断じて容認できない。ロシアの一方的な侵略

に対して、我が国をはじめとする国際社会は、あらゆる外交努力を行い、一日も早

いウクライナの平和と安全を構築しなければならない。 

よって、本町議会はロシアによるウクライナ侵攻に断固抗議するとともに、ロシ
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ア軍の武力行使の即時停止とウクライナからの無条件での完全撤退を強く求める。 

政府においては、在留邦人の確実な保護に全力を尽くすとともに、国民生活の影

響を最小限に抑えるよう万全の措置を講ずることを要請する。併せて、国際社会と

連携して、ロシアに対し国際法に基づく誠意を持った対応を強く求め、断固たる制

裁措置を実施するよう要請する。 

よろしく審議の上、御可決くださるようお願いいたします。 

○議長（神﨑文男君） これより質疑に入ります。何か質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 質疑なしと認めます。 

よって、質疑はこれをもって終結いたします。 

お諮りします。 

ただいま議題となっております発議第１号は、会議規則第３９条第３項の規定に

より、委員会付託を省略したいと思います。これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、本案は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これより討論に入ります。討論の御希望はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 討論なしと認めます。 

よって、討論はこれをもって終結いたします。 

これより採決に入ります。 

お諮りします。 

発議第１号は、原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、発議第１号「ロシアによるウクライナ侵攻に抗議する決議（案）の提出

について」は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１５ 議員派遣の件 

○議長（神﨑文男君） 日程第１５、「議員派遣の件」を議題といたします。 

お諮りします。 

別紙のとおり、本町議会議員を派遣したいと思いますが、これに御異議ありませ

んか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 
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○議長（神﨑文男君） 異議なしと認めます。 

よって、別紙のとおり、本町議会議員を派遣することに決定いたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１６ 閉会中継続審査・調査申出書 

○議長（神﨑文男君） 日程第１６「閉会中継続審査・調査申出書」についてを議題と

いたします。 

委員会の決定に基づき、お手元に配付してある写しのとおり、４委員長から申出

があります。 

お諮りいたします。 

４委員長の申出のとおり決することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（神﨑文男君） 御異議なしと認めます。 

よって、４委員長の申出のとおり、閉会中の継続審査及び調査は決定いたしまし

た。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（神﨑文男君） 以上をもって、本日の日程の全部を終了いたしました。会議を

閉じます。令和４年度第１回大崎町議会定例会を閉会いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

閉会 午前１１時３８分 
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